

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　CONTENTS









プロローグ

Ⅰ　消えゆく灯

Ⅱ　平和の対価

Ⅲ　近づく終幕フィナーレ

Ⅳ　悪夢の破壊者ナイトメア・ブレイカー

Ⅴ　最後の出撃ラストダンス

Ⅵ　君に生きてほしい

Ⅶ　それでも君を、それでもあなたを救いたい

Final　エイルン・ラストコード

エピローグ
















　　口絵・本文イラスト●みことあけみ

　　口絵●汐山このむ








プロローグ









　それは艶あでやかで、鮮やかな紅だった。

　薔ば薇らの気品と炎の強さが調和している。絶望に打ちひしがれたとき、必ず少女を照らしてきた色。そして、大切な人の到来を示す、色。

　──たとえどんなときでも……私が泣いていたら、この人は来てしまう。

「……戦わなくていいの」

　少女はすべてを受け入れてこの場所へ来た。

　仲間の未来を守りたかった。自分が戦ってきた意味を守りたかった。愛する人が守った世界を守りたかった。これから不幸になるしかない自分の心も……守りたかった。

「その惑星には俺が行く。君は、君が待つ人の下へ帰るんだ」

　しかし、彼は来てしまった。

　少女に芽吹いたのは怒り。純粋で、無む垢くな怒りの双葉だった。

「なんで……どうして？　こんなにも、夏なつ樹きのこと、想おもってるのに。心配してる、のにっ。反対のことばっかり、してっ」

　誰かを守る。その度に誰かの代わりに傷ついて。

　誰かを守る。その度に誰かの代わりに十字架を背負いこんで。

　誰かを守る。そのために今度は自分の命まで使い潰そうとしている。

　少年を愛して止やまない少女にとって、納得できるはずもない。

「もういいの！　帰って寝てる！　地球に戻る！　帰って！　帰れぇ！」

　少女は叫ぶ。この、聞き分けのない少年に向かって。

「迷惑！　迷惑・迷惑！　なんにも分かっていない！　あなたがいなくなったら！　私はもう幸せになれない！　だからいい！　泣いて暮らす未来なんて私は欲しくない！」

　少女が初めて見せた、心からの反抗。彼を守るための拒絶。しかし──

「それでも俺は、君に、生きてほしいんだっ」

　だからこそ少年は退ひかなかった。力がなくて泣く。理不尽に奪われて泣く。そんな人たちの涙を一粒でも減らすために銃を取った。

　返り血を浴び続ける覚悟で、軍服を纏まとった。

「俺の全部で君を助ける」

　そして同じく誓ったのだ。たとえ世界と戦うことになっても……この少女を救い出すと。




「俺は、君の悪夢を終わらせるために……現こ実こに来た」






Ⅰ　消えゆく灯









　所々に砲弾痕が刻まれている白亜の霊れい廟びよう。黄金の仏像は顔の半分が抉えぐれている。

　そこは静しず岡おか県けんにある観光名所の一つ。

　富ふ士じ仏ぶつ舎しや利り塔とう平へい和わ公こう園えん──マリスに踏み潰される前まではそう呼ばれていた場所である。

　そして現在は、サクラノツルギの首領、ジン＝ナガトの愛機の発進基地として使われている。その一角に、炎が上がっていた。

　深夜二時。真っ暗闇が、爆彩の名残をより際立たせている。

　爆破された地表から、兵士たちが降下ロープを滑り降りていく。

　地下には最新の軍事施設が広がっていた。鋼材質の四角形通路が延々と伸びている。首を横に向ければガラス張りとなっている。爆発の余波で一部が吹き飛んでいた。

　ガラスの向こう側では、魔神を象かたどるロボットが腕を組んで仁王立ちしている。

「このまま対象の確保」

　部隊を指揮する少女は冷たい声でそう命じた────




　地下施設にある集中治療室には、一基の培養カプセルが設置されていた。

　人一人が入れるくらいの円柱形である。中は薄緑色に発光していた。規則的に気泡が上がっては消えていく。

　中に入っていたのは裸の男────キングとの戦いで大おお怪け我がを負ったジンだった。

「これ、国連あたりに公表したらたいへんなことになると思うけど？」

　彼の腹心、バレーナ・センディノが銃を構えながらそう言った。

　培養カプセルの周りを、押し入ってきた兵士一二人が取り囲む。

　彼らを率いるのは一人の少女だ。紺色の士官服と美しい黒髪。前髪の隙間から覗のぞく双そう眸ぼうは幽ゆう鬼きのように淀よどんでいた。暗く不気味な怨えん嗟さの光を湛たたえている。

「あとすごい顔よ、エイルンコードのお嬢ちゃん」

　九重ここのえ紫し貴き──氷の九アイス・ナインと恐れられる戦略指揮のエキスパートだ。

　紫貴は拳銃を静かにカプセルへ向ける。凍った表情には、今にも砕けて割れてしまいそうな危うさがあった。

「その男を起こしなさい」

　褐色のラテン美女に紫貴は命令する。バレーナがからかうように鼻で笑った。

「化粧もしないで。二〇はサバ読めるんじゃない？　もちろん上の意味──」

　バレーナの足元に弾痕が刻まれる。紫貴は乱暴に前髪を掻かき上あげた。

「いいからそのスカシ野郎、起こしなさいって言ってんの……二度も言わせないで」

　発破寸前の爆薬が仕込こまれたような声だった。それほどまでに今の紫貴には余裕がない。一方、実弾を撃ち込まれたバレーナも頭に血が上っていた。

「ガキが」

　鼻に皺しわを寄せる。バレーナは一歩踏み出し、銃を構え直す。その挙動で乳房が押し上げられる。覗のぞく谷間が深くなった。

　その時だ。カプセル内でより大きな気泡が上がる。

「っ！」

　カプセル内に浮かぶジンがその目を開く。キングとの戦いで失った右腕は、完全に元に戻っていた。カプセル設備のマイクを通してジンの声が流れる。

『うるさいと思えば……珍客か』

　ジンが起きるや紫貴は目の色を変える。その銃口をバレーナからジンへ向け直した。

「エイルンの身体からだを元に戻しなさい！　氷ひ室むろ夏なつ樹き！」

　氷室夏樹とはジンの本名で、ジンは氷室雷らい鳥ちようの孫にあたる。紫貴はある思惑を基に、この発進基地に奇襲をかけていた。

「彼の正体が本当にアレだというのならっ……修復させることができるはず。それこそ魔法みたいに」

　遡ること二週間前──人類は悲願だったＭＩ01目標の陥落を成功させる。

　国連軍・サクラノツルギ・エイルンコード。三つの勢力が奇跡的な合流を果たし、築くことができた大勝利だった。

　しかし、その代償は計り知れない。

　旗頭であるエイルン＝バザットの重篤。

　エイルンはキングを倒すため、ドクターツルギから止められていた禁じ手を使った。自身を燃料に変え、エルフィーナの最終兵装を強制起動してしまったのだ。

　結果、一命は取り留めるも、エイルンは幾つもの後遺症に加え──

「彼、私に……『君の名前は？』って聞いてきたのよ？」

　震える面に涙が伝う。自分の胸を叩たたいて紫し貴きは叫んだ。

「この私を見て！　あんな距離感を図るみたいな態度！　セレンも！　葵あおいも！　私のことも！　私の言葉も思い出も！　この気持ち、さえ……全部。彼、忘れ、てて──」

　同じ女として思うところがあったのか……バレーナの怒りの炎が小さくなる。

　エイルンが無くしたのは身体機能だけではない。記憶の大部分も欠損していた。

　文字通り、自分のすべてを薪まきに変えなければキングに勝てなかったのだ。

　地球を救った英雄に残ったのは癒えない傷と、記憶の喪失。そして『余命一年』という残酷な現実だった。

「全部を救った彼がこんな結末、私はぜったいに認めない！　彼は言っていた！　エイルンの正体が本当にアレなら、この結末も覆せるはず！」




《君たちに、どうしても話さなければいけないことがある》




　エイルンアタックが決行される前夜、紫貴はエイルンから重大な事実を聞かされていた。

　紫貴と葵だけが知る秘密。




《エイルン＝バザット……いや。今、君たちの前にいる、男について》




　その事実から紫貴なりに類推し────一いち縷るの望みにかけた。

『これは意外だ。あいつ喋しやべったのか。性格上、喋るとは思わなかったが』

　ジンはおもしろい話を聞いた風だった。その様子が紫貴の怒りに油瓶を投げ込む。

『あの融通の利かない義理バカが話すとしたら……そっち絡みか。もしかしておまえ、あいつの佳よい女か？』

「はぐらかさないで！」

　紫貴がいきり立つように身体を震わす。一歩、二歩と前に進み、構える拳銃のグリップに左手を添えた。

「夢を見せたからには、最後まで責任を取れって言ってんのよ！」

　その引き金に指が掛けられる。同じくしてバレーナが滑り込むように飛び出した。

　紫し貴きが驚いた頃にはもう遅い。

　回し蹴りで拳銃が弾はじき飛ばされる。脚を広げた反動で黒いタイトスカートが破れた。紫のショーツが一瞬、露あらわになる。

　勢いを殺さないままバレーナは直近の兵士に掌底を見舞う。紫貴の背後に回り込み、首を締め上げた。

「はいはい。話なら聞いてあげるから、頭の血を下ろしなさい」

「く！」

　軽い調子に反し、首を絞める腕が更に強くなった。

「あと立場はわきまえること。その人もまた、地球を救ってくれた英雄よ」

　兵士畑ではない紫貴と、戦闘のプロでもあるバレーナとでは、幼子と大人のケンカにもならない。バレーナの細腕には、鍛え抜かれた筋肉繊維が内包されている。

「鉛玉をぶっ放す前に、洒落しやれた土産の一つでも持ってくるのが筋ではなくて？」

　首を締め上げられた紫貴は「それよ」と零こぼす。唾棄するような視線でジンを睨にらみつけた。

「キングを殺させて、世界を平和にしたら彼はもう用済み？　アフターケアくらいつけなさい。それだけの働きを、彼も私たちもしてきたはずよ」

　マリスのマザーたるクイーンは、キングが生み出す胞子が萌ほう芽がすることで生まれる。誕生したクイーンが子を生み、子らが成長してまた新たなクイーンとなる。

　マリスの生態系の頂点に立つキングは、エイルンがすべて撃破した。

　エイルンアタック以降、現存するクイーンの駆除は順当に進められている。

　サクラノツルギが国連軍に協力するようになってから、格段にその効率を高めていた。

　また提供されたデータからマリス化する人間を割り出せるようになり、ヘキサにすることでトゥーレイトの発現も防げるようになってきている。

　不休の作戦は確実に実を結びつつあった。紫貴は言う。

「長年、隔離管理されてきたヘキサを保管領から解放する国も出始めてきた。既に安保理はマリス亡き後の治世と、ネイバーの処遇について話を始めている」

　今、世界は平和に向けて歩き出した。なのに、世界を救ったヒーローが幸せになれない。それがどうしても紫貴には納得できない。

「世界がやっと平和になって。でも一番の功労者が、あとは死を待つだけなんて……そんなのないわっ」

　紫貴は拘束された状態でさめざめと泣く。するとカプセルの中で一際大きな気泡が浮かび上がった。

『世界が平和になった？　冗談じゃない』

　ジンの言葉を聞き、紫し貴きは耳を疑う。

「だって……すべての元凶であるバース・セブンⅠは──」

『ラスボスを殺せばすべて解決か。そう簡単にことが運ぶのはアニメかゲームの中だけなんだよ。お嬢さん』

　培養液の中でジンは憎たらし気に口元を曲げる。

『マリスと人間の生存競争は依然、進行中だ』

　紫貴は虚脱に腕を垂らす。髄ずい液えきが凍り付いてしまったかと思うほどの寒気が込み上げた。







　四月某日──中国・広東カントン省近海。

　灰色の海に一つの島が浮かんでいる。島の外周を鉄の巨壁が囲った要塞型の巨大人工浮島メガフロートだ。大きさは伊い豆ず半島の四分の一ほど。

　外壁の中には繁華街や居住区が広がる。幹線道路・鉄道・ロープウェイ等の交通インフラ。更には演習場や軍施設も完備する。

　元第だい弐にヘキサ保管領東富ふ士じ人工島・通称【第弐富士】。

　エイルンたちは自分たちの家に帰ってきていた。




　同日・一四時──第弐富士総合第一病院。

　クリーム色が全面に広がる。十人くらいなら入れそうな個室病棟だ。部屋中央にはキングサイズのベッド。大画面のテレビに来院客用のソファー。

　特別病棟にある、一泊五〇〇〇〇円の個室にエイルンは入院している。そんな彼をチビフィーナが二四時間体制で介護する状態が続いていた。

　ベッドで上半身を起こし、エイルンは外を見ている。本日も快晴だ。木の枝に二羽の小鳥が止まり、仲良くエサを啄ついばむ。その様子を見て、エイルンは番つがいかなと思った。

　引き戸ドアの開く音がする。音に呼ばれるようにエイルンは戸の方を向いた。

「そう毎日こなくても、急にいなくなったりしないよ」

　エイルンは優し気な笑みを見舞い人に送る。やってきたのは大和やまとだった。

「おまえ、けっこう自意識過剰だよね。たまたま寄ったから来ただけです」

　七なな扇おうぎ大和。規格外十番テンナンバー、刀の七ブレイド・セブンの異名を持つ。ネイバー７番機【明みよう星じよう】のネイバーフッドで、ヘキサ共生国家・明ミン国の影の帝みかどだ。

　大和はチビフィーナにスカーフで包んだメロンを渡す。

「あと土産だ、メイドロボット」

『ムッシュ、この方は照れると早口で悪態をつくので悪あしからず』

　大和が顔を赤くして「このメカっ」と叫ぶ。エイルンはまた笑った。

「今、切ってまいります。ごゆっくり、サムライ大和やまと」

　チビフィーナが奥に引っ込む。大和は来院客用のソファーに腰かけた。

「記憶を失う前の俺は、よほど君たちから信頼を得ていたんだな」

　エイルンは申し訳なさそうな顔で言った。

「その見解には幾つか議論をふっかけたいが……残念そうな顔で言うセリフじゃないよな。ソレ」

　大和が心中を推し量るように返す。

「純粋に心苦しいんだ。君たちに何かした記憶がないのに、こんなにたくさんの善意を受けてしまって」

　今のエイルンに仲間たちとの記憶は無い。

　覚えているのはエルフィーナと、その生みの親であるドクターツルギのこと。それらに付随する、ドール・ワルツ・レクイエムの記憶だ。

「こう、騙だましている気分になる」

　大和は少し思考を挟むように頭を掻かいた。

「それ、心配してやってくる女どもには絶対に言うなよ。あんまりピンとこないだろうが……まぁ、それなりに傷つくことを言ってる」

　大和は責めるような口調にならないよう、注意して言った。エイルンは眉をハの字にして「すまん」と謝る。

「俺はただ、軍務に従っただけなのに。ありがたい限りだ」

「…………」

　エイルンは何な故ぜ、こういう状況になっているか、経緯だけは聞かされていた。

　エイルンとエルフィーナは今や、救世の勇者だ。そんな彼との接触を求める要人は後を絶たない。それこそ毎日、雨のように面会の申し出が来ている。

　エイルンには聞かされていないが、強硬手段に及ぼうとした工作員との戦闘も何回か起こってしまっている。（無論、チビフィーナの活躍によってすべて撃退されている）

　そのような背景から、大和は第だい弐に富ふ士じを明ミンの領海に留とどめるよう雷らい鳥ちように促していた。エイルンに負担をかけないよう、アポイントの要請も国主権限ですべて却下している。

　大事な戦友をこれ以上、食い物にされてたまるか。

　大和がエイルンにできる、数少ない誠意の一つでもあった。

「お待たせいたしました」

　半分に切り分けたメロンを皿に載せ、チビフィーナがやってくる。一つを大和に手渡し、一つはベッドの食台に置いた。そのメロン皿をエイルンが左手で持とうとして──

「っと！」

　手から零こぼれ落おちたメロン皿を咄とつ嗟さに大和が受け止めた。

「すまん。完全に無意識だった」

「……気にするな」

　大和やまとは改めて卓上にメロン皿を載せてやる。

「やっぱり……前みたいに力が入らないな」

　エイルンは自分の左手を見ながら苦笑した。仕方なく、メロンを置いたままスプーンで突つつくことにする。

「焦らなくていい。どうせすぐ良くなる」

　優しい嘘うそを、大和は息を吐くようにつく。

　キングとの激戦でエイルンは禁忌を犯す。

　その代償がこれらの後遺症の数々だった。右目は見えず、左手の握力は無いに等しい。歩行もできなくなってしまったため、移動も車イスを用いなければならない。身体の随所でも感覚が失われている。

　エルフィーナの介護なしでは生活できない身体になってしまった。

　エイルンは皿の上のメロンをスプーンで突く。しかし、突くたびにメロンが動いてしまい、うまく果肉を穿ほじれない。口を近づけようとしたが、すぐ止やめた。犬食いみたいになると思ったのだ。

　するとチビフィーナがやってきて、エイルンのメロン皿を取り上げる。その際に大和を一いち瞥べつした。大和は察したように椅子から立ち上がる。

「あんまりサボると恋華レンフアがむくれる。もう行くよ」

「……そうか」

　自分の分のメロンを食台の上に置く。

「俺の分も食ってくれ。暇だったら連絡ください。その日のうちに返しますよっと」

　大和が出ていこうとすると、その背中にエイルンが言葉をかけた。

「君は優しい男だな」

「そう言ってくれるのは、おまえくらいなもんさ」

　シニカルな笑いを浮かべて大和は病室を後にした。

　大和は人気のない昇降口まで行く。脱力するように防火扉にもたれかかった。頭を駆け巡るのはエイルンのこと。悲惨な現実と、何もできない自分への憤り。

「くそ！」

　後頭部を防火扉へ叩たたきつける。予想以上に大きな音が反響した。

「どこで付いちまったんだろうな……この疫病神みたいな体質」

　初恋の人・神かん無な木ぎ緑みどりは死に、次に好きになった人・明ミン恋華も戦いに巻き込み生死の境を彷徨さまよった。そして戦友と思っていたエイルンもまた──

「なんで俺が好きになっちまった奴やつは……どいつも、こいつも」

　大和やまとは前髪を両手で掴つかみ、ずるずると腰を下ろす。嗚咽おえつは殺すも、涙が落ちるのだけは止められなかった。





　◆エイルン余命・一二カ月◆






　ここは生徒たちに貸し与えられたマンションの一つ。

　山やま武たけの部屋の前に、大だい地ちとオルソンが立っていた。

「山武ー。もうとっくに休暇期間終わってるよ。とっとと出てくるね。機兵部のみんな、心配してるよ」

　前まえ田だオルソンがどんどんとドアを叩たたく。その横にいる亜あ賀が沼ぬま大地はドア上にある電力メーターを見た。メーターが回っていることから、中にいることはすぐにわかった。

「返事しろアゴ髭ひげ！」

　オルソンがドアを蹴りつける。三人は特別陽動班【スター小隊】の隊員たちだ。エイルンアタック以降、江え藤とう山武だけはずっと塞ぎ込んでいた。

「行くぞ。俺らも遅刻する」

　オルソンは更なる悪態をドアに浴びせかける。二人はそのままマンションを後にした。




「山武のアホヒゲ！」

　演習場の土を蹴り上げ、オルソンはずっと悪態をついていた。

「あいつだけよ！　まだ総隊長に会ってないの！　このままお別れしたら絶対後悔することになるね！」

　スター小隊の三人がエイルンに心酔しているのは有名な話だ。彼らはエイルンの働きで更生し、今のポジションまで上り詰めた。

　遥はるか地平に聳そびえる永遠の壁──それが三人にとってのエイルン・バザットだった。

「総隊長のことだけじゃ、ねぇと思う」

　そう言った大地をオルソンが見る。大地は遠くに視線を置いていた。

「クイーンの駆除は順調に進んでいる。サクラノツルギが国連と手を組むようになってトゥーレイトの発現も未然に防げているそうだ。各国は保管領の在り方とヘキサの見直しに目を向けだした」

　大地もまた、どこか覇気がなかった。内から漏れ出るようなギラついた雰囲気がここ最近は霧消している。そんな大地にもオルソンはもどかしさを感じていた。

「……あれからボクたち、一回も出撃ないね。ずっと訓練しかしてないよ」

「俺たちはずっと走りっぱなしだった」

　大地は鼻で大きく息を吸う。虚むなしさもまた膨らんだ気がした。

「学園崩壊後、各国のマリス戦に引っ張り回されて。北米戦、オペレーション・リミットブレイク。エイルンコードとしていろんな国を助けて回って、スイスではサクラノツルギとやりあって……極めつけのエイルンアタック」

　最後の作戦名を言った途端、胸に穴があいたような空虚感が拡ひろがった。

「毎日が死と隣り合わせ。山やま武たけの場合、そういう今までの分が一気に来ちまったんじゃねぇかな」

　言っていて大だい地ちは思う。自分も山武と大差ないなと。

「僕たちヘキサは……これからどうなるね」

　気落ちしたオルソンは、近くにある草むらに目が行く。飛び込むように転がり、大の字になった。

「戦せん騎き装そうに乗ってマリスぶっ殺すことしか習ってこなかったよ！　あーもう！　訳わかんないよ！　シネ！　ぜんぶシネ！」

　オルソンは不ふ貞て腐くされるように寝転がる。

「今日はボクもふけるよ」

「そうか」

　大地は特に気にした様子も見せない。学校の方へと歩き出した。

　心の片隅で、訓練に来る部員なんて半分もいないんだろうなと思っていた。







　真っ暗な男部屋。洗濯物が散乱している。カップラーメンのごみが重ねられ、空のペットボトルが転がっている。電気もつけない部屋でテレビの明かりだけが点ついていた。

　流れているのはアニメ【ドール・ワルツ・レクイエム】。

『俺たちは誰かを生かすために戦場に出るんだ』

　画面からエイルンの声が流れてくる。それは敬愛する総隊長の声でもあった。山武は体育座りでアニメを視聴する。パンツ一丁、無精ひげも生えっぱなしだった。

「総隊長……」

　考えただけでまた目が潤んだ。

　エイルンアタックの前までは、生きて帰ってこられたらなんでもいいと思っていた。

　けど……心のどこかでハッピーエンドを考えていた。

　キングを撃破し、英雄として凱がい旋せんする自分たち。

　もちろん主役は我らが総隊長だ。そして、ちゃっかりとその横に並び立つ自分。その晩は一日中、飲み明かしてバカ騒ぎしたかった。エイルンを囲む報道陣を、自分がかき分ける姿なんかも夢想した。男四人でツーリングもしてみたいと思っていた。

「なんかもう……どーでもよくなるよな」

　現実なんてクソだ。何千回思ったか分からない事柄を、何千倍にも濃縮し、丸薬にして無理やり飲まされた気分だった。

　もっと先に死ぬべき奴やつがいただろう。

　なんで他の奴ではなく、よりにもよってあの人なんだろう。

　無敵で最強。ぶっ飛んでいるお人よしの熱血漢。誰よりも勇敢で、自分たちを救ってくれた永遠の目標。それが───

『ハハハ！　愚かなりエイルン＝バザット！　貴様──っ』

「ぅ──せぇ!!」

　画面に蜘く蛛もの巣状のヒビを入れ、テレビが蹴飛ばされる。山やま武たけは目を血走らせて拳を握った。

　どんどんどん！　と突然玄関ドアが叩たたかれる。

　またオルソンか、しつけーよ。そう思いながら山武は自分のスマートフォンを探す。

　大だい地ちたちからの連絡が煩わしいので、ここ二・三日電源を切っていた。

　どんどんどんどんどん！

　音が鳴り止やまない。山武は頭をがりがり掻かく。床を踏み割る勢いで玄関へ向かった。

「しつけぇ───っ！」

　ドアを開けた瞬間、山武の視界が何かに覆われる。

「いつまでサボってんだい！」

「ぶうう！」

　鋼鉄の義手が山武の顔面にめり込んだ。パンツ一丁の山武が居間までバックホームされる。ちゃぶ台をゴミごと吹き飛ばし、窓に後頭部をぶつけた。

　土足で入ってきたのは左目を前髪で隠す美女。黒タンクトップの上からジャンパーを羽織る。迷彩ズボンにジャングルブーツ姿。

「あ、姐あねさん!?」

　鼻血を手で押さえ、山武が顔を上げる。やってきたのは伍いつ橋はし月げつ下かだった。

　機動戦の天才。最速、神馬の五スレイプニル・フアイブの異名を持つ。

　月下は腕を組んで山武を睨にらみ下ろす。

「子分の分際で私からの連絡に出ないとか。どういう了見だい」

　山武は慌ててスマホを見直した。

「着信三七件、メッセの未読一二!?　姐さん、これはさすがに引く──いった！」

　山武の頭がベシンと叩かれる。月下は山武の前でうんこ座りをした。

「仕事と感情を切り分けられない男は三流だ。早く支度しな。いつまでサボる気だい」

　圧の籠った眼光に、重たい声音。無意識に山武の肛こう門もんが締められる……しかし。

「ほ、放っといてくださいよ。俺だって心の整理ってもんがあるんす」

　山やま武たけとしても譲れない。殴られた痛みも相まって、凝り固まった心は一層意固地になっていた。そんな山武を、月げつ下かは豚でも見降ろすような目で睨にらみつける。

「次、口答えしたら別れるよ」

「！」

「連帯責任であいつらもフる」

「ちょ！　待って下さいって！」

　山武は正座に座り直して抗議する。

　結論から言うと、月下と山武たちは交際している。

　というのもエイルンアタックの前夜、三人一緒で月下に告白をしたのだ。

　一方の月下も、エイルンの離反で三人と激突した際、三人が自分を好いていることを知った。いい加減、返事をしなきゃと思っていた月下が出したのは──

「私がアンタら三人と付き合う上で、出した条件は三つ」

　そう。月下の出した答えは三人全員を選ぶというもの。いわば逆ハーレム。

「一つ、主導権は私が握る。二つ、私を楽させる。三つ、誰か何かやらかしたら連帯責任」

　マリス問題で人口が激減してからというもの、多くの国が重婚制度を認めている。

　第だい弐に富ふ士じ内ではヘキサの結婚が許されており、納税額により、最大五人までなら配偶者を持つことができるのだ。

　そこで月下は、三人まとめて彼氏にするという暴挙にでた。

「結婚したら私は家事と子育てしかやらない。今からしっかり働くことを骨身に染み込ませておかないとね」

　山武は『理不尽だ！』と叫びたくなったが、ぐっと言葉を飲み込む。月下の二言の無さは性別を超越している。あと初彼女（しかも極上のＧカップ美女）を失うなんてもったいなくてできるわけがない。行き場のない想おもいに山武は顔を渋らせる。

　そんな山武を見て、月下は初めて態度を軟化させた。

「あんただけだろ。隊長さんの見舞いに行ってないの。終わったら四人で行くよ。その馬面ちゃんと見せて、面と向かって礼を言ってきな」

　月下はクシャっと山武の頭を撫なでる。

「私たちの現い在まは、あの人が命懸けで作ってくれたもんなんだ。一秒だって無駄にしちゃダメなんだよ。それはあの人の命に砂をかけるようなものだ」

　突き放されてから急に優しくされたせいか、その言葉は山武の心に染み渡った。

「………………………………姐あねさぁん」

　月下の大きすぎる胸に埋もれる。やっぱりこの人じゃないとダメだと思った。あとＤＶも止やめてほしいと思った。

「仕方ないね」

　月げつ下かはしばらく山やま武たけに胸を貸してやった。







　アメリカ時間・七時──フロリダ州・西海岸。

　海岸が真っ黒に染め上げられていた。大量の墨汁を海に流し込んだかのような光景だ。

　黒くなった海水が、浜辺の砂と混ざり合って泥が広がっている。

　弾痕の刻まれたポーンが一匹、絶命して浜に倒れた。しかし続々とポーンたちが海岸に向かって走っていく。着弾した砲弾が、三匹を肉片に変える。

　マリスに対し、付近に停泊した上陸用舟しゆう艇ていから海兵隊員が飛び降りていく。

　兵士たちは怒号を上げ、海水を蹴り上げ、ライフルを撃ちながら上陸する。一人が口で手しゆ榴りゆう弾だんのピンを抜く。大きく振りかぶって投げつけた。

「止まるな！　走れ！　ＧＯ・ＧＯ・ＧＯ！」

　舟艇の近くで部隊長が兵員の上陸を促していく。

　海のずっと向こうでは揚陸艦が停泊している。その搬出口から、何艘そうもの上陸用舟艇が海岸に向かって出発していた。

　海岸に転がるポーンの死体──それが鋼鉄の大足によって踏み潰される。

　一機の戦せん騎き装そうが降り立っていた。戦騎装は巨大タイヤロードホイールに走行を切り替え、陸上を進軍し始める。更にもう三機上陸、その後に続いていく。

　彼らは米軍が派遣したマリスの鎮圧部隊だ。

　キングが死滅したとはいえ、世界中のマリスがいなくなったわけではない。残存するクイーンの掃討が、この場所のように世界各地で行われていた。

　本作戦の要となる揚陸艦──その隣の海面では赤い光がゆらゆらと揺れている。

　海中で無数の目が輝いているような光景だった。突如、海面が盛り上がる。

　海坊主が頭を出したかのように、海水が上に押し上げられていく。その全容が明らかになると、少女の声が流れた。

『こちらエイルンコード特別作戦班所属、妖精の三フエアリー・スリーと波の二ウエイブ・ツー。国連軍第七師団の要請により、貴官らを援護します』

　機体を覆うほどのラージシールドを両肩・両腕に装備する。丸みを帯びたフォルムは大亀を彷ほう彿ふつさせる。後頭部からポニーテールのように八本の大蛇を伸ばしていた。

　亀が引っ込めた頭を出すように、頭部が持ち上がる。そのアイカメラが緑に光った。

　ネイバー16番機【ショワンウー】である。

　ショワンウーの姿を見た兵士たちが興奮の様相へ転じる。

　ショワンウーはゆっくりと動き出す。両手に下げるガトリングの先から海水がダボダボと落ちて海面にぶつかった。

『斉射掃討を開始する。射線には入らないでください』

　水す久く那なの警告が上がり、ショワンウーが肩幅に両足を広げた。鉄塔のようなガトリングが二本、右回転を始め……マズルフラッシュ。

　火線は舐なめるように浜辺を這はいながら、射線上のポーンを駆逐していく。

　ショワンウーの顔がマズルフラッシュの光に照らされる。

　銃身からバラまかれるように空の薬やつ莢きようが飛び出していく。薬莢一つが二リットルのペットボトルサイズだ。それがボトボトと海面に落ちていく。

　コックピットでは水久那と茜あかねが映像通信で話していた。

「これくらいの小競り合いなら、茜ちゃんが手伝いにくるまでもなかったのに」

　波の二ウエイブ・ツー・双そう条じよう水久那。機甲戦のみならず、潜入・工作任務と、苦手がないエイルンコードのオールラウンダーである。

『波の二ウエイブ・ツー。この戦闘が終わり次第、第だい弐に富ふ士じへの帰還を命じます。これは氷ひ室むろ総帥、直々のお達たつしです』

　茜は少し厳しい口調で言った。

　妖精の三フエアリー・スリー・陽ひ葉よう茜。ＩＱ二〇〇の天才少女で作戦立案のエキスパートだ。エイルンコードでは参謀司令官として強い信頼を集めている。

『もう三週間も戻ってこないで……いくら国連からの要請とはいえ、ずっと出ずっぱりじゃないですか』

　水久那が着るダークブルーの防護服は汚れていた。肘や膝の部分には乾いた泥が付着している。水久那の顔も泥やススで汚れ、目には隈くまが浮かんでいた。

　傍はた目めから見ても濃い疲労がうかがえる。

　すると水久那の目つきが荒っぽいものへと変わる。もう一人の人格・宿儺すくなが出てきた。

「嬢ちゃんからも言ってやってくれ。こいつ、行く先々で仕事を受けるもんだから付き合わされるこっちは眠くてたまんねぇよ」

　宿儺は大あくびをしながらトリガーを絞る。画面の中ではターゲットカーソルが消えては表示される。カーソル目掛けてガトリングの弾が吐き出され、敵を粉砕していく。

『報告は受けてますが、与えられた作戦の採さい択たく権は、あくまで不慮の事態に対応できるように与えられたものです。積極的な戦闘への介入は拡大解釈と言わざるを得ません』

　現在、茜はこの作戦エリアから直近の中継ポイントまでやってきていた。いつまで経たっても帰投しない水久那を連れ戻しに、丸二日かけてフロリダまでやってきたのだ。

『既に勧告も出てます。このまま続けるようなら生途会としても問題にしなくてはなりません』

　すると宿儺から水久那にスイッチ。水久那の表情には駆り立てられるかのような焦りがあった。

「キングをやっつけたとはいえ、ヘキサへの悪感情が消えたわけじゃない。ぼくたちエイルンコードが出撃することでそれが緩和できるなら少しでもやっておかないと」

『それは……そうですけど』

　右側のサブモニターには武器のステータスが表示されている。

　セレクトされたガトリング砲の残弾ゲージがみるみる減り、画面背景が赤くなった。途端、使用不能を示す×マークが表示される。

　水す久く那なは舌打ちし、タッチパネルでガトリングからシールドへと武装変更した。

　ショワンウーの両腕からガトリングが落ちるように外される。ショワンウーが両手の盾を正面に構えた。水久那は続ける。

「世論にヘキサ叩たたきをさせる口実を与えない。もしまた、人とヘキサが争うなんてことになったら、エイルン隊長の起こした奇跡が無意味になってしまう」

（世界にあと何匹マリスが残ってると思ってんだよ）

　頭の中で宿儺すくなが言った。通信映像の茜あかねは表情を曇らせる。

『気持ちはわかりますけど……』

　茜の場当たり的な相あい槌づちは水久那の神経を逆さか撫なでした。水久那は目を据わらせる。

「温室育ちの君に、僕の気持ちの何がわかるっていうんだ」

　茜はぎょっとなった。すぐに宿儺が表に出てくる。

「ガキにあたるなよ、みっともねぇ。気を悪くしないでくれ、いろいろありすぎて気が立ってるんだ」

　エイルンアタック以降、傷の癒えた水久那は自分を追い詰めるように出撃を重ねていた。エイルン＝バザットの事実上のリタイア。一年後にやってくる死別。

　それがどうしても割り切れないのだ。実験動物として酷使され、死んでいくはずだった自分に未来をくれた人。仲間たちとの絆きずなを再び結び直してくれた人。

　彼がいたから自分はまた、家に帰ってくることができた。皆と本当の仲間になれた。

　だから返したかった。この返しきれないほどの恩を……少しでも。

　ネイバーフッドであり、エイルンコードの一員である自分が今、何ができるか。

　その想おもいが水久那を駆り立てる。病的なまでに、駆り立てていた。

「おれもこいつも多分だけど……エイルンあの人には一番に幸せになってもらいたかったんだと思う」

　茜は口を閉じている。もう何も言わなくなっていた。

　宿儺は「だから──」と操そう縦じゆう桿かんを握り直す。アクセルペダルをゆっくりと踏み倒していく。ショワンウーの背部スラスターが赤く光り始めた。

『これは全部、憂さ晴らしで……八つ当たりだっ！』

　不落の機動城じよう砦さいが突撃を開始する。盾を正面に掲げ、一五〇トンの鉄塊が敵団に向かっていった。水す久く那なと宿儺すくなはきっかり六〇分でクイーンの撃破に成功した。





　◆エイルン余命・一一カ月◆






　第だい弐に富ふ士じの戦せん騎き装そう格納庫にはかつての騒々しさが戻っていた。

　一レーンにつき、八基の整備ハンガーがある。それが全部で六レーン、計四八機分の整備を可能にする。戦力の増強から大幅に拡張されたのだ。

　各レーンで戦騎装が向かい合うように直立している。すべてのハンガーが埋まっており、それぞれ機体の組み立てに大忙しといった様子だ。

　格納庫の端に作った作業スペースには、飛鳥あすかと葵あおいの姿があった。

「最短でも一年か」

　下から自分の愛機を見上げる。

　炎の一フレイム・ワン・一いちノの瀬せ葵。エイルンコード特別作戦班の特攻隊長だ。そのバケモノ染みた戦闘力は『一人軍隊』と称されるほどの腕前を持つ。

「今回は、だいぶ無む茶ちやさせちゃったからな」

「既製品と違って鬼灯ほおずきちゃんはワンオフ設計だからにー。宙臣蔵はオーバーホールだし、肝であるメイン動力トイズ・ナインスと炎一號ごう装備は作り直しだもん。ま、直って帰ってくるだけでも御の字だわさ」

　作業台で光学ＰＣを叩たたいているのは飛鳥だ。タンクトップに白衣と奇抜な格好である。

　タンクトップの隙間から大きな生乳がちらちらと覗のぞいていた。

　兵器の四アームズ・フオー・伏ふし見み飛鳥。エイルンコードのマッドサイエンティスト。

　月げつ下かたちのグランシリーズを開発し、鬼灯の炎一號装備を完成させたのも彼女だ。

「よかったね、一ノ瀬重工にまだ部品が残ってて。鬼灯ちゃんは組み立てとデータ移行で終わったよ。グランこつちは今週いっぱい、装甲の研磨作業で終わっちゃうかなー。あ、パンチャーの代用火器も送ってもらわねーと」

　思い出したかのようにポストイットに書き込み、作業台の端に貼る。

「カレイドコロナも華麗にぶっ壊しちゃったかんなー。やっぱリアルロボットの武器は仕様大事、勢いで使っちゃダメだ」

　葵の専用機【鬼灯・炎一號装備】と飛鳥・月下・日向ひなたの専用機【グランヴォルカン】は前回、キングとの大戦で大破してしまった。

　鬼灯は炎一號装備をつけると二回りほどサイズが大きくなる。葵の目には、愛機が小さくなって帰ってきたように見えた。

「いつの間にか炎一號あつちに目が慣れてたんだね。ずいぶん小さく見えるや」

　アンニュイな気分の葵を、飛鳥は横目で眺める。コンビニで買ってきた中華麺をズゾゾゾゾ！　とすすった。

「ねーねー。葵あおいちん、どーしてエイルンに会いに行かないの？」

「ぎく！」

　飛鳥あすかは半眼でくちゃくちゃと麺を齧かじりながら続けた。

「『機体!?　ハ！　知ったこっちゃねぇ！』みたいなバーサーカーが今更、愛機大切にしてますー、みたいなキャラ立てされても……」

「ぐぐ」

「あと、出撃がないからって毎日そこで熊みたいにウロウロされても作業の邪魔っていうか……私の机に足掛けて腹筋すんな脳筋」

　飛鳥の言葉がぐさぐさと葵の心に刺さる。

「ま…………気持ちはわかんなくもないけどね」

　飛鳥はパイプ椅子の背もたれを軋きしませる。頭の後ろに手をやって灰色の天井を見上げた。

「キング倒すのはいいよ？　けど記憶無くしてくるとか意味分かんない。記憶って、分解したとして、油何グラムよ？　って話じゃん。そも論、どうやって分解するし」

　飛鳥がエイルンの見舞いに行ったのは一回だけ。

　エイルンの身長・体重、そして介護の度合いを確認しに行っただけである。その三日後、謹製の全自動車イスを送らせたきりだ。

「あの、なんていうの？『君は誰かな？』って、距離を測ってくるような顔…………あれ応えたなー」

　飛鳥の目は据わっていた。あからさまに不機嫌になったのが葵にも一発で分かる。

「その点、セレンっちは諦めないっていうか、忠犬ハチ？　毎日見舞いに行ってはお手伝いなり、昔の話を聞かせてるって」

　現在のエイルンはエルフィーナの介護なしでは生活できない。セレンは時間の許す限り、病室に入り浸り、エルフィーナの手伝いに行っていた。

　エイルンが自分たちに何をしてくれたか。言葉足らずの口調で一生懸命聞かせたり。

　思い出の写真を持って行ってはその時のことを話したり。

　たったの一日も……休むことなく。

「愛はすげーね。らぶいずぱわーだ」

　それを聞いて葵の胸に込み上げたのは寂せき寥りよう感だ。そして、敗北感。

「あの日さ……みんなで隊長の後遺症や余命のこと、エルフィーナに言われた日」

　その日の出来事はたぶん、一生忘れられない。

　記憶をなぞるだけで心が悲鳴を上げ出した。

「セレン……このまま死んじゃうんじゃないかってくらい泣いてた」

　飛鳥も思い出したのか、苦虫を噛かみ潰したような笑みを浮かべる。

「うん。ありゃ凄すごかったね。あと何、喋しやべってるかわかんなかった」

　セレンが頭を振るたびに髪が跳ね……涙と鼻水で顔をクシャクシャにして……。

　それでもセレンは、葵あおいたちに自分がどれだけ悲しくて、悔しくて、いたたまれないのかを言葉に表そうとしていた。

　発散しなければ頭がおかしくなってしまうくらい傷ついたのだと、葵は直感した。

　悲ひ愴そうな親友の姿を思い出しただけで、葵の目に涙が込み上げる。

「あれ見ちゃったら、なんかさ。心、折れちゃって」

　ポロポロ落ち始めた涙を服の袖で拭く。涙が零こぼれては床に落ちていった。

「足がね。竦すくむんだ。隊長に『君は誰ですか』って言われるの。考えただけで」

　葵はエイルンを尊敬していた。家族のように近しい存在とも想おもってる。でも、気持ちの大半を占めるのはやはり恋情だ。

「私、あの人のことが好き。好きだから……セレンは本当にすごいと思う。あれから一言も泣き言を言わないで、隊長の記憶が戻るように頑張ってる」

　泣きじゃくる葵を見て、飛鳥あすかも思うところがあったのか「座ったら」と、作業台の横にパイプ椅子を広げる。葵は言われた通り、それに座った。

「もし記憶が戻っても、隊長はあと一年も生きられないのに……関われば、関わるほど……キツくなるの、私でもわかる」

「ん。ぼくもそれ考えて日ひ和よった。行くのを止やめたクチだね」

　葵は力なく作業台に突っ伏した。

「勝てないな。ほんと……………………………………勝てないや」







　木製の桟橋のような遊歩道をセレンが歩く。

　右手側には山々の緑、左手側の眼下には海がどこまでも広がっていた。セレンの後を全自動車イスに乗ったエイルン、介添えのチビフィーナがついていく。

「それではプリンセス・セレン。何かありましたらお呼びください。私は本機が眠る格納庫におりますので」

　チビフィーナがセレンにお辞儀をする。セレンはこくりと頷うなずいた。

　ここは第だい弐に富ふ士じに幾つかあるハイキングコースの一つ。

　日曜日、エイルンの申し出で二人はハイキングに来ていた。

　春の兆しがうかがえるも外はまだまだ寒い。セレンは赤いマフラーに白のムートンジャケットと、防寒装備だ。手にはお弁当と水筒の入った大きめのバスケット。

　エイルンもまたジャケットのボタンを全部締め、ズボンの下にはレギンスを穿はいている。

　ハイキングを始める二人。

　セレンの靴音と、エイルンの車いすの駆動音がしばし流れた。

「セレンティーナ特務。すまない、今日はわがままに付き合わせてしまって」

「嬉うれしかった」

　エイルンは若干の居心地の悪さを感じながらも会話を切り出す。

　もともとエイルンは喋しやべりがうまい方ではない。セレンもまた極端に口数が少ない。よって二人だけのときはよく沈黙が流れた。しかし本来ならば二人にとってはそれが日常で、それを心地よくすら感じていた。しかし、今のエイルンにはその感情が湧いてこない。

　エルフィーナはいったいどういうつもりなんだろう。

　エイルンはそう思う。このハイキングを発案したのはチビフィーナだった。




《あの、毎日来てくれる女性。とても良くしてくれているが……彼女と俺は、どんな関係だったんだ？》

《あの方は、この世界で初めてムッシュの信念を肯定してくれた方です。ムッシュは彼女に大変な恩義を感じていました》

《そうだったのか。う[image: ][image: ]ん。とても綺き麗れいな人だから内心落ち着かないんだが》

《……そして彼女もまた、ムッシュを家族のように慕っておりました。ムッシュは多くの時間、彼女と寝食を共にしており、あの方を妹のように想おもっていたと類推します》

《妹……》

《あの方の窮状を改善させるために、ムッシュはこの星に留とどまり、バーダイムを滅ぼすと決心したのです》




　そう言ったチビフィーナは、どこか寂し気な様子だった。

　大した会話もないまま二人はハイキングコースを歩く。セレンは咲き始めた花々を見つけては写真を撮る。綺麗なものを見つけたらエイルンに見るように促した。

　エイルンもまた次第に心を奪われていった。風は冷たいが、それにも勝る豊かな緑に感動した。自分がいた月の世界ではお目にかかれない光景の数々だ。

　ハイキングコースを進むと屋根とテーブル付きのベンチを見かけた。ロッジ風のデザインで、見晴らしもよかった。二人はそこで早めの昼食にする。

　メニューはサンドウィッチだ。エイルンの好きなハムと卵のサンドが多めに入っていた。セレンはエイルンの左隣に座る。水筒の紅茶を注ついで彼の前に置いた。

「豪勢だ……こう、見ているだけで楽しくなるな」

　色合い豊かなバスケットの中身にエイルンは興奮を隠せない。ドキドキしながらツナサンドをまず手に取った。指でパンを摘つまんだ瞬間、その柔らかさに衝撃を受ける。

　一口食べたら、ほっぺが溶けて落ちるかと思った。

「すごい！　なんだこれは！」

　驚きに負け、すぐにもう一口。

「パンもふわふわで……あむ！　ぜんぜんパサパサしてない！」

　一口食べただけでエイルンのテンションが一気に上がる。

「俺の住んでた星は小麦がとても高級で、パンなんてまず食べられないんだが……俺が知ってるパンはこう──」

「石みたいに固くて、乾燥？」

「そうなんだ、そうなんだ。でもパンだからさ。食べたというだけで部下には羨ましがられたんだ」

　エイルンは上機嫌で二つ目に手を伸ばす。セレンは嬉うれしく思う半分、同量の悲しみも感じていた。セレンは今の話を過去にも聞いている。

　そしてエイルンは、もう何回もセレンのサンドウィッチを食べてきた。

　ある日はお弁当に。ある日は深夜の差し入れに。ある日は休日の遅い朝ごはんに。

　そしてある日は……今日みたいにみんなでピクニックに行ったときにも。

「いっぱい食べて」

　セレンはわずかに口元を緩ませて言った。エイルンは「ああ！」と元気よく返事をした。

　昼食以降は当たり障りのない会話が流れるようになった。エイルンも変に気を張ることはなくなり、ハイキングを楽しめていた。

　時間はするすると流れ────────約束の時間がくる。

「振り返ってみればあっという間だったな」

　帰りのハイキングロードを下りながらエイルンは零こぼす。海の上にはちょうど夕日が上っていた。その穏やかな表情を見てセレンの胸が締め付けられる。

　かつて一緒に夕日を見たときのことを思い出してしまった。

　その時も彼は穏やかな表情をしていて。

　手を繋つなぎ、小さな自分を引っ張ってくれて……でも今では──

「！」

　エイルンは言葉を失う。セレンが急に後ろから抱きしめてきた。

「ど、どうしたんだい？　急に」

　驚きを隠しながらも優しく尋ねる。セレンの両腕は震えていた。耳をすませば彼女の息遣いが聞こえてくる。

　そして……その中に混じる、嗚咽おえつを我慢するような声も。

「夏なつ樹き、怖くないの？」

　セレンは泣いていた。

「あと少ししか生きられない。身体だってそんな風になっちゃって……なんで、そんな風にしてられるの？　怖く、ないの？」

　エイルンはふと思った。この子はやっぱり、心が綺き麗れいで優しい子なんだなと……。

　エイルンは僅かに視線を下げる。

「……怖いというより、安心のほうが強いかな。本心を言わせてもらえば」

　油断して胸の内を零こぼしてしまう。

「ずっとこうして……誰かに迷惑を掛けずに済む」

　セレンが大きく瞳を開く。横からエイルンの視界に入った。

「迷惑なんて思ってない！　一度も！」

　エイルンは笑みを深くする。ゆっくりと首を横に振った。

「君は氷のお菓子を食べたことがあるか？」

　エイルンは話しながら、この表現が一番適当に思えた。

「氷を細かく砕いてさ。その上から黄色や赤の、甘い液体を掛けるんだ。俺も数えるくらいしか食べたことないんだが……口の中で溶けてとっても美お味いしいんだ」

　それはエイルンが過去、セレンに食べさせてもらったものだ。

　誰かと一緒に食べた気がする。食べた記憶があるのに、一緒に食べた人の顔だけ思い出せないのだ……顔の部分にだけ靄もやがかかったように。

「氷の山をスプーンで削る。それに近い感覚なのかな」

　自信が。自尊心が。自我が。

「削られていくんだ……静かに、自分の居場所が無くなっている気がする。できていたことができなくなるのは、こんなにも辛つらいことだったんだな」

　いつか年をとったら自分もそうなってしまうのか。そんな考えが頭をよぎったことはある。しかし現実は、想像の何千・何万倍と痛かった。

「健康が当たり前になっていた証拠だ」

　エイルンは自嘲気味に笑った。セレンはなにも言えなくなってしまう。

　セレンのもの悲しそうな表情を見てエイルンは「ん！」と、背伸びをする。

「だから決めたんだ。今のこの時間は贈り物だと思うことにした」

「？」

　セレンは「贈り物」という肯定的な言い方がやけに気になった。

「ツルギの言いつけも守らず、ウエディングを無理やり起動した……本来なら俺は、キングと戦ったときに消えていたんだろう。けど、そうはならなかった」

　セレンは思ってしまう。神さまはなんで彼を助けてくれなかったのかと。

　こんなにも傷ついて、自分たちを守るために戦ってくれた彼のことを。

「きっと月の女神ルインレーゼが守ってくれたんだ。そしてせめて死ぬ前に、長めの休暇を与えてくれたんだろう。おかげで今はうんと楽をさせてもらっている」

　そう言ったエイルンの表情に陰りはない。背もたれに身体を預け、夕日を見て……エイルンは心から綺き麗れいだと思う。

「こんな穏やかな気持ちで空を見ることができる。道半ばで散っていく将兵がほとんどだというのに。俺ばかりが良い目を見ていいのかな」

　無欲な言葉がセレンの心を決壊させる。

「夏なつ、樹きぃ」

　セレンは泣き崩れ、エイルンの膝にしがみつく。

　もっと欲張りでいてほしかった。ささやかでいいから、自分の幸せを考えるくらい、欲をかいてほしかった。そうすればもしかしたら……こんなことにはならなかったかもしれない。どうしてもセレンは、そう思ってしまう。

　セレンの頭に手を伸ばし、一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよする。でもエイルンはそのまま優しく撫なでてやった。

「今度こそ命を落とすかもしれない、次は、次こそ。その覚悟で一回・一回の任務に従事してきた。一兵士の人生で考えれば俺はずっと幸福な部類なんだ」

　自分がここまで穏やかでいられる理由──それは大きな荷が降りたから。

　幼おさな馴な染じみを死なせてしまった罪悪感にずっと苛さいなまれてきた。ツルギの想おもいに応えるため、弱者を救うためにエルフィーナと踊り続けた。

　そうしてやっと務めを果たし、彼女に会いに逝くことができる。
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「だからそんなに悲しまないでくれ」

「ごめんなざい、ごめん、なさい！」

　セレンは思ってしまう。

　彼に最期を与えたのは自分だ。彼は自分をヘキサの呪縛から解き放つため、引き返せないところまで行ってしまった。

　自分こそが、エイルンにとっての不幸の始まりだったんだ、と。

「ごめん、なざい！　わたじがヘキサで！　ヘキサだったから、夏なつ樹き、わたし助けようと！　ヘキサじゃなきゃ、ヘキサじゃなきゃぁ」

「君が謝ることなんて何一つないだろう？　おかしな子だな、君は」

　泣き止やまないセレンを、エイルンはいつまでもあやし続ける。

「すべて納得して選んだはずなんだ。でなければ、こんな気持ちでいられるはずがない」

　エイルンはセレンの頭を撫なでながら……再び夕日に視線を置いた。

「たとえ死んでも君たちを守りたい。きっとそう願ったんだよ。一番の願いが叶かなったのに、それ以上を望むのはムシがいい話だ」

　セレンは結局、別れる最後まで泣き止むことはなかった。







　セレンを見送ったエイルンとチビフィーナは病院までの帰路についていた。

　外はもう完全に陽ひが落ちている。雲がかかっているのか月も見えない。

　その道中、異変は唐突にやってきた。

『ムッシュ？』

　車イスを押すチビフィーナがエイルンを呼ぶ。

　エイルンは茫ぼう洋ようとした視線のまま、早口で何かを呟つぶやいていた。

「破損ファイルを検知ファイル4211から4366・5100・5133プログラムファイル置換処理置換処理スキップ置換処理アップデート」

『……………………』

　およそ人間の耳では聞き取れない音域と速さ。でもチビフィーナは、その一句一文字も逃すことなく聞いていた。

「アップデート完了」

　最後にそう呟くと、エイルンの目に焦点が戻る。背後のチビフィーナを向いた。

「すまん、少し寝入ってしまってたみたいだ」

『……戻りましょう。身体を冷やしてしまいます』

　チビフィーナはエイルンに何も告げることなく、病院へと戻っていった。






Ⅱ　平和の対価







　◆エイルン余命・八カ月◆






　安全保障理事会より、アメリカ・ドイツ・中国・イギリス・ロシアの各首相。

　エイルンコードより、氷ひ室むろ雷らい鳥ちよう・陽ひ葉よう茜あかね。

　サクラノツルギより、ジン・ナガトと他二名。

　三者を代表する者たちがエイルンアタック以降、初めて一堂に会す。

　マルタ共和国・首都バレッタ。

　見上げるほど遠くにある天井はアーチ状になっている。天井に描かれるのは宗教画だ。最奥に祀まつられるのは二体の女神像。人よりも大きなキャンドルが六本。

　聖ヨハネ准司教座聖堂。

　この大聖堂でかつて、ネイバーに関する世界協定【バレッタ条約】が締結された。

　そして今日、この地でバレッタ条約は撤廃される。ネイバーの運用に大幅な見直しがされ、ヘキサの管理についてもあるべき姿へ戻していく。

　人が道を踏み違えた場所だからこそ、ここからまたやり直す。

　そのような意義が込められ、この大聖堂が会談の場に選ばれた。

　条約撤廃についての調印式が終わる。今後の具体的な施策について話し合いが始まろうとした矢先、ジンの口から思いもしない言葉が発せられていた。

「マリスが復活する？　それも、早ければ二年以内」

　大円卓から立ち上がったのはイギリス首相のデヴィッド・ブラウンだ。

　他にも八名が座っている。議長を務めるのはサクラノツルギの首領、ジン・ナガト。

　ジンは女神像をバックに、円卓に足を投げ出していた。前回の闘いで失った右腕はクローンのものとなって再生している。

　ジンは静岡名物のうなぎパイを齧かじりながら説明を始めた。

「マリスとは地球が発症した『病気』のようなものだ」

　それはエイルンアタックでキング自身が話していたことだった。

「自然が枯渇し、著しく生命力が低下したことで生まれたのがマリス。病魔が宿主を死に追いやるのと同じく、こいつらは地球を死滅させるために活動を続けている」

「だがマリスの元締めであるキングは倒しただろう！」

　口を挟んだのは中国大総督府・王黄龍ワン・フアンロンである。

「残存するクイーンの駆除も滞りなく進んでいるじゃないか！」

　王がそう言うとジンはエルフィーナの画像を投射した。

　真紅の花嫁から猛攻を受ける黒き魔神の写真映像だ。

「確かにこの世界で確認できるキング種はすべて殺した。だがやつらの本質は、植物のそれに近い。放っておけばまた雑草のように生えてくる。今の状態は癌がん細さい胞ぼうを外科手術で摘出したにすぎない……術後における癌の再発率よりも奴やつらはしぶといのさ」

　王ワンが「なんということだ」と項垂うなだれた。

「究極、奴らの発現を止めることは誰にもできない」

「だが、早期の対応ならできるだろう」

　ジンの隣に座る雷らい鳥ちようが割って入る。

「あんたには時間移動の術がある。その機構を使えば今後起こりうる、マリスの発現にもある程度対処ができるじゃないか」

「それは問題の先送りであって、根本の解決になっていない」

　雷鳥の隣で話を聞いていた茜あかねが小さく手を挙げた。

「あの、発言してもよろしいでしょうか？」

　茜が手を上げるや、安保理の首相たちが小声で話し出した。

「エイルンアタックのとき、あの小さなレディが……」

「じゃあジンを出し抜いたというのは──」

　デヴィッドが、隣に座るロシアのアシモフ・チェコフに耳打ちする。

　他にも、会談をリアルタイムで見守る各国首相──円卓周囲にならぶ何十という光学モニター──から、茜に声が掛けられた。

『小さなレディ。このあとお時間をいただけますか』

『ミス・ライチョー。あなたのところでは生徒の貸し出しというのはやってないのですか？　彼女のような素晴らしい人材を何人もお持ちのようで』

『おう嬢ちゃん。ウチにこないか？　今の給料の三倍払うぞ』

　突然の申し出に茜は当惑する。

　オペレーション・リミットブレイク、エイルンアタックと、戦局の要所では必ず茜の働きがあった。その功績は周知の事実となっている。

　ヘキサという色眼鏡がなくなれば、当然の反応とも言えた。

「うちのアイドルのスカウトは後日、事務所を通してからにしとくれ。で、なんだい茜」

　茜は改めて「こほん」と咳せき払ばらいをした。

「皆さまがご存ぞん知じの通り、私はエイルンアタックのときジンと──」

　今度はジンが「うぉっほん」と、わざとらしい咳払いをした。

「目上の人との話し方は教わらなかったかな」

　茜は揚げ足を取られた気分になる。

「エイルンアタックのとき、我々エイルンコードがサクラノツルギに援軍を要請した際、ジン総統はおっしゃっておりました」

《クイーン攻略決戦兵器、ネイバーを過去に送り、感染型の発芽を防ぎつつ、過去時代の人間たちにマリスアイランドを攻略させる。それが計画の前段概要だ》




「ＭＩ目標の攻略は『オペレーション・ネイバーフッドの前段作戦』だと。つまりまだ、オペレーション・ネイバーフッドは終わっていない」

　茜あかねの指摘を聞き、安保理を始めとする各国首相の視線がジンへ向いた。

「これから行われるのが後段作戦。そうですね？」

　ジンは褒めるように人差し指を立てた。

「いかにも。話を進めてくれてありがとう。あと親元を離れる気になったらうちにこい。言い値で雇う」

　茜はあっかんべーをする。ジンの傍そばに控えていたバレーナは吹き出した。ジンは肩をすくめ、円卓上に巨大な立体映像を投影させる。

「その小さな賢者が言ったとおり。俺たちはこれからあるものを起動させる」

　会議場の真ん中に浮かんだのは地球と月だ。月の隣にずっと小さな天体が浮かび上がる。

「これが人類を救う、我々が用意した最後の切り札──」

　小さな天体にグリッド線が伸びる。するとその天体映像が拡大された。

「機体識別コードＮ－21。名前は【ワールドガード】という」

　雷らい鳥ちようを始め、円卓にいる全員がその天体を覗のぞき込む。

　月よりずっと小さい。小惑星とも呼べる天体は、地球の周りをぐるぐると回っていた。

「衛星には察知されない天体状の巨大物体……さしずめ見えない、もう一つの月とでも言おうか」

　ジンが空になったカップを横にずらす。トントンと卓を指で叩たたいた。するとバレーナがジンのカップに日本茶を注つぐ。

「独自の隠蔽技術を機体の全面に盛り込んでいるため、発見はまず不可能。しかし過去に二回、四〇秒間だけ姿を現したことがある。この中で知っているものがいたとしたら、そのときに察知されたんだろう」

　ジンは新たなうなぎパイのビニールを破る。雷鳥と茜もジンの持ってきたお菓子に手を伸ばした。

「この、月のちょうど二〇分の一サイズにあたる天体は【ネイバー】だ」

　茜はパイを咥くわえたまま、天体を凝視する。

　ただ丸いだけ。画像を見た限り、何かの惑星にしか見えない。

「これは俺たちがオペレーション・ネイバーフッドを完遂させるために作り上げた、最終番機に当たるネイバー……世界ワールドのアルカナを冠する」

　ジンに続いて睦むつ見みアギトが注釈を加えた。

「画像では確認できないが、審判ジヤツジメントのアルカナを冠するネイバー【ナイトメア・ブレイカー】の発進基地も内部に併設されている」

「こんな大きな物体が……」

「ネイバーだというのか」

　アメリカのジョージ大統領と王ワン総督が言った。バレーナがＡ４サイズの光学板を叩たたく。すると参加者全員の前にワールドガードの仕様書が浮かび上がった。

「搭載するノルブリンカ数は一〇八。起動には更に、ネイバー四体を内部機構に取り込む必要がある」

　ジンは椅子から立ちあがる。

「マリスの再発を防ぐには、地球を修復するしかない」

「地球を……治す？」

　全く予想外の解決法に、茜あかねは顔を曇らせた。

「環境修復型ネイバー【ワールドガード】。地球の自然を修復するためだけに作られたネイバーだ」

　机に尻を乗せる格好で、ジンはプロジェクターのリモコンを操作する。ワールドガードの横側に『マリスの死骸』『黒血』の順でサンプル画像が並んだ。

「マリスの身体には莫ばく大だいな栄養素が含まれている。その血や死骸を大地が吸収すると草木が爆発的に成長する。ワールドガードはマリスのこの側面に着目して作られた機体だ」

　マリスに排はい泄せつ器官はない。捕食で取り込まれた栄養素はそのまま体内に蓄積される。

　もし死んで土に還かえれば劇薬として作用する。

　荒野に森ができた事例もあれば、砂漠にオアシスが生まれた事例もある。また海に還れば汚染された水質の浄化効果も認められている。

「地球の外周を周回する自然修復装置と考えてくれればいい。毎秒一〇万ルクスの照度で地球を照らしながらこれは移動する」

　立体映像でワールドガードが地球の周りを回り始める。日光のようなビームを照射しながらだ。

「この光が大地・海洋・大気と、自然を構成するすべてを肥し、修復していく。無論、人体に悪影響はない」

　雷らい鳥ちようは感嘆の声を零こぼす。

「動き出せば地球を癒いやし続ける無敵の看護ロボットになるわけだ」

　全員に後段作戦の全容が見えてくる。

「ワールドガードでやせ細った地球を癒しつつ、国家間で連携し、地球の環境保全にむけて舵かじを切る。ヘキサと人の軋あつ轢れきを越えた諸君が、今後の生涯を賭して従事していかなくてはならない問題だ」

「……国家総出で自然保護団体の真ま似ね事ごとをしろと？」

　王ワンが聞くと、ジンは「そうだ」と断言する。

「ワールドガードはマリスが再発しない土壌を作るためのネイバーで、既に生まれたマリスについてはどうすることもできない。マリスは放っておけば瞬またたく間に増殖する。だから先にキングを排除せねばならなかった」

　茜あかねは喜色を滲にじませて質問する。

「じゃあ、これを起動させて……地球上のマリスを完全に駆逐し終えれば──」

「保証しよう。人はマリスに怯おびえない未来を手にすることができる」

　茜が笑みを零こぼしながら雷らい鳥ちようを見る。雷鳥は頷うなずいて返した。他の首相たちも喜んでいる様子だ。しかし、この中でロシアのアシモフ大統領だけは笑っていなかった。

「これを動かすのに必要なネイバーフッドは？」

　何人かから笑みが取り去られた。ジンは肩をすくめて皮肉気に言う。

「的確な突っ込みありがとう」

　ジンは大きく鼻で息を吐いた。茜にはその肩が少し落ちたように見えた。

　ジンは自分の椅子に座り直す。十分な間を置いてから切り出した。

「何かを得るためには相応の対価が必要だ。皆が幸せを手に入れられる結末など、物語の中ぐらいにしか転がっていない」

　ジンは左手を小さく上げる。するとアギトが一枚の封筒を雷鳥の前に置いた。

「それがワールドガードを動かすための対価」

　雷鳥は封筒から一枚の紙を取り出す。茜も雷鳥の後ろから書類を覗のぞき込んだ。

　雷鳥と茜は絶句する。

　書類には二人の良く知る人物の名と顔写真が載っていた。

「ネイバー１番機ネイバーフッド。セレンティーナ・エングヴィス氏には、地球を救うための人柱になってもらう」





　◆エイルン余命・七カ月◆






　ワールドガードの話が正式に周知されたのは、それから一月後のことだった。

　一八時。

　机一体型の椅子席が並ぶ。横六・縦八で二ブロック分ある。床に傾斜があるスタジアムシート式の会議室だ。正面に巨大スクリーン。映画館の構造を思わせる。

　エイルンコードの隊員たちは、入室制限の掛かったこの作戦会議室に集められていた。

　茜の小さな身体が、壁に押さえつけられる。

「やめな葵あおい！」

　雷らい鳥ちようが鋭い声を浴びせかける。葵あおいは唇を震わせ、茜あかねの胸倉を両手で掴つかみ直した。

「嘘うそでしょ、茜？」

　押さえつけられた茜は悔しそうに唇を震わせていた。

「なんでセレンじゃないといけないんだよ。なぁ！」

「落ち着きなさい！」

　紫し貴きが横から葵の腕を掴む。

　他にも水す久く那な・飛鳥あすか・月げつ下か・日向ひなた・柔じゆう呉ご・紫貴・スター小隊・田た中なか・武蔵むさし。

　明みよう星じようも関わってくることから、大和やまとと恋華レンフアも参加している。

　席に着くメンバーたちの表情は消沈していた。

「自然を修復させるしかマリスの再発を防ぐことができず……作戦の要となるネイバーを動かすには」

「セレン嬢ちゃんを乗せないといけない、か」

　水久那と月下が話を要約する。重苦しい沈黙……全員が頭を抱えたくなる想おもいだった。

　茜が暗い顔で続きを言った。

「ジン＝ナガトが言うには、アトメントの中で眠る姫ひめ子こさんと同じ状態になるみたいです」

　ジンのネイバー・アトメントは、その稼働にネイバーフッドを二人要する。

　操縦者とは別に、もう一人ネイバーフッドを、ノルブリンカの中に取り込まなくてはならない。アトメントの場合、ジン（＝氷ひ室むろ夏なつ樹き）のフィアンセである桜さくらノの宮みや姫子がその任をずっと続けている。

「痛みはなく、ただネイバーの中で眠り続ける。永遠に幸せな夢を見る……らしいです」

「それって歯車とどう違うんだよ！」

　葵ががなり立てる。傍ぼう聴ちよう席せきに座るオルソンがおずおずと雷鳥に質問した。

「この話、ネイバーフッドちゃんは？」

　最前列の端っこに座っていた雷鳥は、その背を丸めていた。くたびれた表情でオルソンの質問に答える。

「……セレンからは既に了承をもらってる」

「なんで！」

「一いちノの瀬せ、いちいち大声出すな。話が前に進まねぇ」

　前の方に三人で座っていた大だい地ちが葵をいさめた。葵は眉を吊つり上あげる。

「なんだと」

　今にも火を吹きだしそうな面相で葵が大地に近寄る。迎え打つように大地も椅子から立ち上がった。そんな二人を制止するように紫貴は大きな声を上げる。

「指定されたネイバー三機の打ち上げ後、セレンはデストブルムと宇宙へ打ち上げられる！」

　葵あおいの足が止まる。

　紫し貴きは胸を寄せ上げるように腕を組む。苛いら立だちのため息を零こぼした。

「……これが世界を救うことができる唯一の方法だそうよ」

　葵が拳を震わせる。しかし二秒で我慢の枷かせが弾はじけ飛とんだ。

「訳わかんねぇ！　なんでみんな、そんな冷静でいられるんだよ！」

　傍そばにある椅子を蹴り上げる。サイドテーブルが跳ね上がって、金具が壊れた。

「セレンは大事な仲間じゃないのかよ！　どうなんだ紫貴！」

「…………」

　紫貴は視線を床に置いたまま動かない。すると日向ひなたが小さな声で呟つぶやいた。

「でも……その方が、セレンちゃんは幸せかも」

　葵は我が耳を疑う。

「日向までちょっと、何言ってんのさ？」

　柔じゆう呉ごと一緒に端の方に座っていた日向。その膝に手を置き、俯うつむいていた。

「おい、日向」

「……ごめんなさい。でも同じ女だから、わかるんです」

　そう言って日向は柔呉の腕を抱いた。

「私も執着しちゃう方だから……本当に好きでたまらない人が自分を置いて逝っちゃうなんて、考えただけで震えがこみ上げてくる」

　日向は男に依存してしまう性た質ちだから想像できてしまうのだ。

「私が今のセレンちゃんなら……何もかもがどうでもよくなると思う」

　最愛の人に忘れられ。他にも多くの後遺症を残し、その余命は幾ばくもない。

　自分だったら頭がおかしくなるかもしれない。日向はずっとそう思っていた。

「本人が承諾したなら、私らから言うことはないだろ」

　腕を組んだ格好で月げつ下かは言った。

「姐あねさん!?」「ボス!?」

　山やま武たけとオルソンの驚き声が重なる。葵もまた、信じられないといった表情で月下を見た。

「姉御まで……何言ってんだよ！」

「まぁ聞け」

　月下は半ば、言い聞かせるように言った。

「嬢ちゃんの隊長さんを想おもう気持ちは本物だ。突き抜けてると言ってもいい……。そして嬢ちゃんは一回経験してるんだ。隊長さんがいなくなった日々を」

　ギシギシと音を立て、背もたれに寄っかかる飛鳥あすかが話に加わった。

「そーいうのガン無視して『生きろ』って強要するの、鬼畜な気がしないでもなくなくなくなくない？　葵ちん」

「飛鳥あすか」

「私だったらヤだもん。そんな人生」

　飛鳥は根っからのアーティストだ。その思想は行き過ぎたパンクロッカーや文豪にさえ寄っている。そんな飛鳥からしたら今回のセレンの話はそう悪いものには聞こえなかった。

「意義のもてない人生は死んでるのと同じなんだよ」

　苦痛に歯を食いしばって、ただ生きる。

　どんな角度から、どう見ようと飛鳥にはそんな未来、クソとしか思えなかった。

「死ぬまで日々を自動化させちゃったら、それもうロボット以下じゃん。だってロボット、皺しわできねーしオッパイ垂れないし。だったらいっそ、現実で我慢大会するよりヴァーチャルで幸せな夢見てたほうが幸せじゃん」

　飛鳥の言に納得してしまうものは何人もいた。事実、葵あおいも心のどこかでそうなのかもと思ってしまった。そんな葵に恋華レンフアが助け舟を出す。

「それでも、生きてもらいたいって思っちゃうんですよね。大切なお友達だから」

　恋華は私服姿だが、大和やまとは公務の帰りだったのか正装姿だった。今は上質な絹の中華服を纏まとっている。難しい顔で顎に手を添えていた。

「この話、エイルンにはしたのか？」

　茜あかねはおもむろに首を横に振った。

「言えるわけないじゃないですか、こんな話」

　茜は壁にずり落ちるようにして床に座り込む。

「どうして一生懸命頑張った人が、幸せになれないんだろう」

　茜はこの中で誰よりもセレンの頑張りを間近で見てきた。だからこそ、涙が溢あふれて止まらない。

「特務、本当に頑張ってたんですよ？　第だい弐に富ふ士じだけでなく、太平洋戦線を支えられたのは特務がデストブルムと頑張ったからです。みんなの家を守った特務も、人間の未来を作ってくれたエイルンさんも……」

　セレンとエイルン。この二人こそ誰よりも幸せになる権利があるはず。なのに。

　茜は体育座りをし、その顔を膝の中に埋うずめた。

「こんなのって、酷ひどすぎますよぉ」

　茜はボロボロと涙を零こぼし始める。

　田た中なかはメガネを取り、自分の眼頭を押さえた。オルソンがうめき声と共に、前の椅子を思い切り蹴飛ばす。雷らい鳥ちようの隣に座っていた武蔵むさしが聞いた。

「のぉ、雷さん。それは他のネイバーフッドではダメなのかい？」

　それは大和と水す久く那ながちょうど考えていたことだった。

「結論から言うと無理だ」

　しかし雷らい鳥ちようは既に、この場で考え付きそうな手は尽くしていた。

「私だって自分ん家ちのガキが一番かわいい。財閥で収集していたネイバーフッドのデータ、他にも国連が抱えているネイバーフッド、それ以外の国にもネイバーフッドを探してもらってる。来た端からワールドガードに適合しないか調査してもらってはいるが……この分じゃ絶望的だね」

　雷鳥は塊のように重い息を吐く。

「なんでもワールドガードには、個人の人格を計る独自の計測基準があるみたいなんだ。他のネイバーが随時、搭乗したネイバーフッドのデータを送信していたらしい。その中で特に気に入られちまったのがセレンだったという話さ」

　水す久く那なが苦虫を噛かみ潰したかのような笑みを零こぼす。

「胸むな糞くそが悪くなる……救いようのなさですね」

　再び重苦しい沈黙が広がる。そんな中、セキュリティを開けてセレンが入室してきた。

　セレンは普段通りの足取りで紫し貴きの方に寄ってくる。部屋に入り、空気の重たさに気付いた。

「？」

「どうしたの、セレン。今日は非番だったはずでしょう」

　紫貴は努めて優しく話しながらセレンの手を握った。セレンはもう片方の手で、持っていた紙を紫貴に渡す。

「作戦の日時と名前、決めた」

　全員はすぐワールドガードの件だと直感する。紫貴は「そう」と、生気のない笑みで紙を受け取った。




「作戦決行日は一二月二四日。作戦名【オペレーション・サンタクロースギフト】」




　セレンは微笑ほほえみを浮かべてコクリと頷うなずく。

　それを見ていた葵あおいが唇を震わせながら寄ってくる。泣きそうになってセレンの両腕を掴つかんだ。セレンは反射的に茜あかねの方を向く。茜は小さく頷いて見せた。

　セレンは一層笑みを深くし、葵に語り掛ける。

「葵、泣かない」

「だって、こんなの……最後でこんなのってないよ」

　ずっと我慢していた葵の目から雫しずくが溢あふれて零れた。

「セレン、死に物狂いで頑張ってたじゃん。あんなに戦ってきたんじゃん」

　葵は肩を震わせて泣き始めた。

「私ね。いろいろ勉強したの」

　セレンは優しく葵あおいの背を摩さする。

「いっぱい人のことが嫌いになって……でもいっぱい好きな人もできた」

　ヘキサになることで人生を狂わされた。

　迫害と孤独。忘れたい思い出なんて数えきれない。

　でも、そんな真っ暗闇の中で嫣えん然ぜんと輝く光に出会った。

「大好きな人、好きな人、ちょっと好きな人。あと守りたい場所」

　光に身を投じたら、掛け替えのない宝物をいくつも見つけることができた。

「いっぱい戦って。やっと夏なつ樹きやみんながどんな気持ちで戦ってたか分かった」

　光の中にも影があった。『好き』の中に『嫌い』が潜んでいることも学んだ。

　誰かを想おもうことは足し算と引き算の繰り返し。

　足して、引いて引いて、大きく足してまた引いて……。面倒な足し引きを重ね、それでも想うことができる相手。それが自分にとっての大事な人と、セレンは思う。

「大事な人が悲しいのは……とっても悲しい」

　自分のことがカワイイ。でも自分と同じくらいに心配できる誰かがいる。その人を想えば頑張れる。辛つらくても倒れず、足を踏ん張ることができる。

　そういう風に思えるようになれたのはきっと……たくさんの愛をもらえたから。

「バカ」

　そんなセレンを、紫し貴きは横から抱き締める。

「あなたはもっと我がままでよかったのよ。もっと身勝手でよかったの。それだけのものを周りに強要されてきたんだから」

　セレンのこの成長こそ、セレンを今日まで生かす原動力となった。仲間たちの未来を創る呼び水になった。でも紫貴は同じく思ってしまう。

　戦いが彼女を変えてしまった。

「あなたは、心まで戦士になっては……ダメだったのよ」

　泣き始めた紫貴の頭をセレンは撫なでる。

　気付けばセレンの周りには全員が立っていた。

　泣いてくれる者がいた。泣くのを我慢している人がいた。憤りに視線を落とす者がいた。

　不意に……エイルンのことが頭に浮かぶ。

（だから夏樹はいつも──）

　セレンは精一杯の笑顔を作って見せる。

　彼はどんなに辛くても決して弱音を吐かない。

　自分が苦しいときほど、彼はいつだって笑いかけてくれていた。

　相手を大事に想ってるから、辛くても笑えるのだ。

「私ね。夏樹が好き。初めて助けてもらったときから、ずっとずっと」

　セレンははにかみながら「よしよし」と、紫し貴きと葵あおいの頭を撫なで続ける。

「ここにいるみんなも大好き」

　家族を亡くした自分にできた、新しい家族。

　自分は他の誰でもなく、彼らのために宇宙に行く。

「だから間違えない。プレゼントは夏なつ樹きやみんなへ。大切な人たちへの贈り物。他の奴やつらは……みんなオコボレ」

　世界の平和なんてついでだ。

　この人たちがヘキサの呪縛から解放され、戦い以外の未来を築けたら。

　例えばお花屋さんをやったり、消防士をやったり、誰かのお嫁さんになったり。

　そして心から笑ってる。こんな素敵な未来が来たらどんなにいいか。考えるだけでわくわくしてくる。ただ眠るだけでそんな素敵なことがあるなら、そうしたい。

（……そうすべき）

「セレンは、それでいいのがよ」

　鼻水を啜すすりながら葵が聞いた。

「私は……セレンに生きてほしい、これからも、ずっどいっじょにいだい」

　ずり落ちるように葵が膝を折る。セレンの両足に抱き着き、泣き崩れた。

「セレンといたいんだよぉ」

　セレンに思わず涙が込み上げる。それでも泣いてはいけない。泣くものかと我慢した。

　セレンはしゃがむ。泣き崩れる葵をやさしく抱きしめた。

「ずっと考えてた。夏樹がいなくなったあとのこと」

　綺き麗れいな想おもいだけではない。きっとこの選せん択たくにはずるい考えも含まれている。

「心が裂けるように苦しくて、悲しい。きっとまた……死にたくなるくらい、辛つらくなる」

　わかるのだ。これからの自分に待っているのは不幸だと。

　死より深い悲しみ。心が血に爛ただれ、涙に沈む日々。きっとそんな毎日がやってくる。

「大丈夫。クロとお昼寝をするだけ」

　自分はもう、生きて幸せを掴つかめない。だったらせめて、大切な人たちに幸せになってもらいたい。これ以上、苦しまないで済むのなら……まやかしの安寧で構わない。

　紫貴が声を殺して泣いていた。

　雷らい鳥ちようが力なく面をさげ、武蔵むさしは憤りに歯を噛かみ締しめていた。

　オルソンが声を上げて泣き出し、山やま武たけももらい泣きを始める。

　月げつ下かは顔を伏せて前髪で目元を隠す。日向ひなたは柔じゆう呉ごの胸の中で泣く。柔呉もまた肩を震わせ、糸目から涙を伝わせる。

　水す久く那なは茜あかねの両肩に手を置いている。茜は子供みたいにわんわん泣いていた。

　田た中なかは耐えきれなかったのか、会議室からいなくなっていた。

　ヘラヘラと顔を作っていた飛鳥あすかも終ついに泣き出す。大だい地ちも「チビ、スケぇ」と、漢おとこ泣きを始めた。みんな泣いていた。大和やまとも恋華レンフアも泣いてくれていた。

　きっと自分は幸せなのだろう。

　だってこんなにも大切な人たちから惜しんでもらえるのだから。

　愛するあの人が選び続けた道。だからきっと──

（夏なつ樹きも、許してくれる）




「いっぱい、夏樹と……みんなの夢を見る」




　こうしてセレンティーナ・エングヴィスの宇宙行きが決定される。

　帰還の目途が立たない、永続任務という可能性を孕はらんだまま。






Ⅲ　近づく終幕フイナーレ







　◆エイルン余命・六カ月◆






　エイルンたちは橘たちばな柔じゆう呉ご・八や雲くも日向ひなたの結婚式に出席していた。

　場所は氷ひ室むろ義塾の礼拝堂。

　木造りの長椅子が左右・一列ずつ並んでいる。正面内陣には木の枝を造られた十字架のオブジェクト。十字架は天井から何本も垂れる紐ひもに吊つるされたデザインだ。

　まるで十字架が浮かんでいるかのよう。厳粛で神聖な雰囲気を演出していた。

　綺き麗れいに着飾ったセレン・葵あおい・紫し貴きが、新婦側の列に。新郎側の最前列には散々迷惑をかけてきたスター小隊の三人と月げつ下かが座っている。

　彼らの横側に全自動車イスのエイルンと、御お側そば付づきのチビフィーナが立っている。

　参加者はヘキサだけではない。本土からも二人の血縁者が結婚式のために入島していた。

　長椅子は隙間なく埋まり、壁際には座りきれなかった生徒たちが立っている。

　この島で初めて行われるヘキサの結婚式。

「日向、キレー」

「ほんとうにね」

　ヴァージンロードをゆっくりと進む日向ひなたに、葵あおいと紫し貴きは息を呑のむ。純白の花嫁衣い裳しよう。柔じゆう呉ごが緊張の面持ちで背筋をピンと伸ばし、彼女に歩調を合わせながら進む。

「ほら、姐あねさんってば」

「ふん」

　山やま武たけが拍手をしながら小声で月げつ下かに耳打ちする。

　月下はこともあろうか、日本酒の酒瓶を持ち込んでいた。緑色のイブニングドレス姿でオヤジみたいに足をかけている。黒いショーツが裾から丸見えだった。

　しかし……横目で幸せそうな日向を見て、微かすかに笑う。

　エイルンたちは拍手で二人を送る。

「本当によかったな。柔呉」

「？」

　小声でエイルンが柔呉を祝福する。大だい地ちはエイルンが今、彼を下の名前で呼んでいたように聞こえた。

　神父が誓約文を読み、二人は指輪を交換。その後、誓いのキスをした。

　式が滞りなく終わると、来賓はチャペルの外に案内される。参加者が花弁を二人に投げて祝福した。記念撮影の後──

「それ！」
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　花嫁ひなたのブーケトス。

　瞬間、女性陣がラグビーボールを追いかけるように動き出す。無論、全員ドレス姿でだ。

「こっ──は！」

　ジャンプキャッチした紫し貴きの脇腹に葵あおいのタックルが刺さる。

「あた！」

　紫貴の手から零こぼれたブーケが茜あかねの頭に当たる。ブーケはそのまま月げつ下かに向かう。

「ふん！」

　月下が断固拒否するようにブーケを弾き飛ばし。

「「「「「あ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」」」」」

「……まぁ」

　ブーケはチビフィーナの手に収まっていた。

「ラッキー」

　そんなチビフィーナにセレンが話しかける。チビフィーナはいいのかと聞くようにエイルンの方を向いた。

「もらっていいんじゃないか？」

　チビフィーナは大事そうにブーケを抱きしめた。







　一行はそのままバスで移動。学園本部から三〇分かけて山を下り、市街地まで行く。

　二人の披露宴は第だい弐に富ふ士じで一番高いホテルで行われた。

　一七時──ザ・プリンセスタワー第だい弐に御ご殿てん場ば『陽よう光こう殿でん』。

　結婚式とは打って変わり、そこは中華様式の会場だった。高い天井の中央にはステンドグラス製の天窓。天井の壁面には山脈を描いた巨大な風景画が二枚掲げられている。

　会場は二階層式だ。部屋の外周は、階段で少し上がったところにテーブルが並べられている。上質な赤いテーブルクロスの上にピカピカと光を反射するナイフやフォーク。

　会場正面には主役の柔じゆう呉ごと日向ひなたが座っている。

　司会のマイクを握るのはタキシードに着替えた大和やまとだった。

「新郎の希望により、不肖ながらこの七なな扇おうぎ大和が披露宴の進行を務めさせていただきますよろしくお願いしますね」

　大和が挨拶をした途端、機兵部から野や次じが飛ぶ。葵が大和の髪型について誹ひ謗ぼう中傷を浴びせかけ、会場が更に沸いた。大和は憤りで拳を震わせる。

　主賓二人の近くにエイルンたちのテーブルがあった。エイルンコードの馴な染じみのメンバー。整備部からはほぼ全員。機兵部からは特に懇意の者、そして本土からやってきた二人の親類縁者と、一二〇名定員の会場がすべて埋まっていた。

「おぉ」

　エイルンは感嘆を隠せない。鮮やかに彩られたコース料理が運ばれてくる。女性陣はスマートフォンでまず写真を撮っていた。

「ボス、僕も食べたいよ」

「姐あねさん、そりゃないっすよー」

　月げつ下かたちのテーブルでは、大だい地ち・オルソン・山やま武たけの皿まで月下が奪っては胃に流し込んでいく。大地はあとでラーメン屋に寄ってこうと考えた。

「…………」

　別のテーブルではマリーナ・ルイスが目を輝かせている。

　銀髪に真っ白い肌の少女。マリーナは葵あおいと一緒に逃げてきた国連軍の脱走兵だ。

　今日は買ってもらったばかりのドレス姿で式に臨んでいる。

　淡いピンク色の、幼さの中に少し背伸びをしたようなデザイン。マリーナの宝物である。

「すみません、フォークをいただけますか？」

　同席の水す久く那ながウェイターを呼ぶ。二人はもともと、ＩＡ30というヘキサの研究組織の出だ。水久那に命を救われてからというもの、マリーナは水久那にとても懐いていた。

　マリーナのドレスも水久那が買い与えたものだ。

　マリーナは前菜のキクラゲを一口食べる。そのあまりの旨うまさに、目をキラキラさせた。水久那は微笑ほほえみながら言う。

「誰も取らないから。ゆっくり食べな」

「９９１も。コレすごくおいしいよ」

　マリーナはフォークでキクラゲを刺し、水久那の口元に……水久那がそれを口に含む。

　二人のアーンを、別のテーブルで見ていた機兵部女子は、悔しそうにハンカチを噛かむ。

　その後、友人による出し物で、武蔵むさし・大地・オルソン・山武による『ファイヤーリンボーダンス』。大和やまと・水久那・恋華レンフアによる『ジャズセッション』。セレンの『ピアノコンサート』と、あっという間に時間が過ぎていく。

　エイルンが催しを楽しみながら次の料理を待つ。するとピアノコンサートから帰ってきたセレンが葵の手を引いてやってきた。

「セ、セレン！　やっぱいいって──」

「ダメ」

　葵を連れてくるや、椅子も持ってきてエイルンの隣に座らせた。ウェイターも向こうのテーブルから葵の料理を運んでくる。

　エイルン・チビフィーナ・セレン・紫し貴きのテーブルに葵も加わった。

　エイルンの記憶が失われる前までは、よく食卓を囲んだメンバーだ。葵は借りてきた猫のようにおとなしくなってしまう。エイルンはそれを見て苦笑した。

「一いちノの瀬せくん。こんにちは」

「ひゃ！　ひゃい！」

　葵あおいは背筋をピンと伸ばして返事をする。でもすぐに唇を尖とがらせた。

「前も言ったじゃないですか。呼び捨てでいいですってば、隊長」

「すまない、まだちょっと距離感が分からなくてな」

「他人行儀みたいで、なんかヤダ」

　拗すねるように葵は言う。エイルンは「わかったよ」と、視線を運ばれた皿に移した。

「これはなんだろう？」

　牛ステーキの上に載せられているのはスライスされたフォアグラだ。エイルンはそれにナイフを入れる。驚くほど簡単に刃が沈んでいく。一口大に切り、口に運ぶ。

「っ！　これも……とても旨うまい。モニュモニュした食感に、すごく柔らかい肉まで。なんかこう、高そうな味だ」

　メインディッシュは中華風フォアグラのステーキだった。

「へー、ぱく、!?　うま！　なんだこれ！　うま！」

　葵の心配は杞き憂ゆうに終わる。すぐに彼女はテーブルに馴な染じんだ。

　セレンの宇宙行きが決まってから、葵はエイルンのお見舞いに行くようになった。今ではセレンについてきてはエイルンの身の回りの世話もする。

　もりもり食べながらウェイターに「すいませーん、ライスくださーい」と頼む。

「定食屋じゃないのよっ、恥ずかしいから止やめなさい！」

　赤っ恥をかく思いで紫し貴きが注意する。

「一応あなた、大昔は大企業のお嬢様って設定でしょ？」

「あ、頼めるなら俺も」

「エイルンまで」

　葵の注文にエイルンも便乗した。紫貴は額に手を添える。葵はマイペースで食べ続ける。

「いいじゃん別にー。身内しかいないんだしさ。くー！　お肉サイコー」

　エイルンはフォークとナイフをいったん置いた。改めて会場内を見渡す。

「この星の結婚式は……とても華やかなんだな」

　煌きらびやかな空間──陶器や金属製の食器が輝きを放ち、会場をより鮮やかにしている。

　テーブルにはたくさんの人。その表情の明るさもまた、この空間を形造っている一因なのだろうなと、頭の片隅でエイルンは思った。

「結婚式。素敵な式」

　セレンも相あい槌づちを打つ。ここにいる子供たちは、そのほとんどが結婚式に来るのが初めてとなる。来たことがあるとすれば幼少期、ヘキサになる前に行った者だけだ。

　ヘキサ同士の結婚──保管領内でもしそれがあるとしたら、それは個人間で勝手に行う約束事のようなもの。それが彼女たちが生まれる前からあったヘキサのルール。

　でも今日、この第だい弐に富ふ士じでその因習が壊された。

　人としての権利を認め、人としての習わしに倣い、新しいヘキサの夫婦が誕生した。

　雷らい鳥ちようのテーブルでは、雷鳥のグラスに武蔵むさしがワインを注ついでいた。

「今日までお疲れさま」

「……はい」

　柔じゆう呉ごと日向ひなたを我が子のように愛いとおしく見る雷鳥。

　氷ひ室むろ雷鳥はヘキサとの禁断の愛にのめり込んだ。それからヘキサの人権を擁立させるべく、半生をかけてこの第弐富士を完成させた。

　この結婚式は氷室雷鳥の悲願であり、戦果であり、復ふく讐しゆうでもあった。愛を胸に、世界と戦い続けた戦争屋の夢が今日……また別の形で結実したのだ。

　宴も闌たけなわとなり、各テーブルを柔呉と日向が回る。

「橘たちばな部長。今日はお招きいただき、ありがとうございます」

　柔呉たちが真っ先に向かったのはエイルンたちのテーブルだ。

　柔呉はエイルンと固い握手をする。

「俺がおまえを呼ぶのは当たり前なの。今日は来てくれてありがとな。疲れてないか？」

　心配するように労いたわる。柔呉はセレンから、エイルンが日に日に眠ることが多くなったと聞いていた。朧おぼろ気げながら……死期が近づいているのかもと柔呉は考えている。

「大丈夫。見るもの全部が珍しくて、今眠ってしまうのはもったいないよ」

「……そうか」

　柔呉は思わず泣きそうになったがグッと堪こらえる。

　こうして日向と新たな門出を迎えられたのは、エイルンが世界を救ってくれたから。

　彼女と結ばれることができたのも、彼がこの世界に来てくれたおかげ。

　自分に幸せを運んできてくれたのは、この親友のはずなのに……なのに……何な故ぜ。

「この、後さ！　……亜あ賀が沼ぬまたちが二次会を開いてくれるみたいなんだ。せっかくだからおまえも来いよ」

　悪い方へ傾きかけた思考を戻すように、柔呉は明るく振る舞った。

　その他よ所そで、葵あおいとセレンと紫し貴きが日向に話しかけている。日向はお色直しを済ませてあり、現在は黄色調のドレスに着替えていた。

「日向、あのウェディングドレスのままここに来たの？」

「はい。あの人が、真っ赤なオープンカーで」

「え、すごいレトロ。けどロマンチックでいいわね」

　葵と紫貴が声を弾ませる。

　ヘキサの女の子にとって結婚式とは決して叶かなわぬ永遠の憧れ。興味がない訳なかった。

　一方セレンは数日前、大だい地ちたちと当該のオープンカーに缶をくっつける手伝いをしていたので知っていた。走るとガラガラ鳴るやつだ。

　古い映画を二人で見た際、日向ひなたがとても羨ましそうにしているのを柔じゆう呉ごは覚えていたのだ。葵あおいが小声で日向に聞く。

「ね、ね……ぶっちゃけ、この結婚式ってお幾ら万円くらいしたの？」

「うわ」

　紫し貴きは下世話なやつと思いつつ、しっかりと聞き耳を立てる。

　日向は葵の耳に口を近づける。

「今回の式、塾長が出してくれたんです。もし自分たちで払ったとしたら──」

　金額を聞き、二人の顔がムンクの肖像に描かれていたようなものになった。

「しかしセレンちゃん。ピアノなんてできたんな」

「小さいころ習ってた」

　柔呉に言われ、セレンは得意げに胸を張る。

　大きすぎる胸が突き出され、柔呉は慌てて視線をそらした。本日のセレンは白のイブニングドレスだ。豊満な体つきがドレスに煽せん情じよう的なラインを描いている。

　メロンのような乳房は深い谷間を作っており、真っ白な肌はうっすらと青い血管が覗のぞいている。

　柔呉は嫁がヤキモチ焼きなのを知っているので、明後日あさつての方を向きながら喋しやべった。

「隠れた才能ってやつか。びっくりだよなー。そういえばセレンちゃんも昔はでかいお屋敷に住んでたんだよな、エイルン……エイルン？」

　柔呉が話しながら、異変に気付く。次にセレン。遅れて日向と話していた葵たちもだ。

「どうしたんですか？」

　事態が呑のみ込めないように日向が聞く。

　エイルンは全自動車イスに沈むように座っている。その口が小さく動いていた。

「アップデートファイル送信。更新処理。欠損ファイル発見。フォルダ2113置換、フォルダ2115置換、フォルダ3311置換」

　何を喋っているのか柔呉たちには聞き取れない。日向もようやくエイルンの様子がおかしいことに気付いた。

「あの、エイルンさん？」

　その視線はまるで焦点が定まっていない。何かを呟つぶやいているようだが何を喋っているのか分からない。一方、葵と紫貴は他の三人とは異質の驚き方をしていた。

「「………………」」

　その表情は慄おののきに近いかもしれない。二人だけが何かに打ちのめされるような顔をしていた。セレンがエイルンの傍そばに寄る。

「夏なつ樹き、大丈夫？」

　すると、少し離れていたところで静観していたチビフィーナがやってきた。

「申し訳ございません。ムッシュはお疲れの様子ですので少し夜風に当たってまいります」

　車イスを押し、エイルンをこの場から連れていく。どこか詮索を避けるようにも日向ひなたの目には映った。チビフィーナはそのまま会場の外へと向かう。

　広がったのは高いビルの群れと夜の海。夜風は冷たく、また、強めに吹いていた。

　チビフィーナはエイルンの車イスを押したままその夜景をしばし眺める。

「………………ん」

　エイルンが風の冷たさに起こされるように目を覚ます。エイルンは、また自分が眠っていたと分かって、気落ちした。

「また俺は……眠ってしまったのか」

　わかっていることとはいえ、やりきれない想おもいが胸中で芽生える。

　死期が近づいている。本能的にそれがわかった。自分の身体が日に日に自分のものではなくなっていくようで……。恐怖もあるが、それ以上に憤りが勝っていた。

「情けないな。本当に」

「今日はいつもより忙しかったので。疲れが出たのでしょう」

　そんなエイルンの肩にチビフィーナが優しく手を置いた。それから視線を促すようにエイルンに言う。

「心配をかけます。戻りましょうか」

　テラスへの入り口では、セレン・葵あおい・紫し貴き・大和やまと・大だい地ちと、異変に気付いた隊員たちが心配そうにこちらを覗のぞいていた。

「そうだな」

　エルフィーナに自分の手を重ね、エイルンは握り返す。

　こうして柔じゆう呉ごと日向の結婚式は無事に終わる。

　エイルンは二次会の申し出をやんわりと辞退した。式が終わる頃には眠くて眠くて仕方がなかったのだ。ホテルに部屋を取ると、エイルンは泥のように眠ってしまう。

　チビフィーナが上着を脱がせてエイルンをベッドに寝かせる。

　その前髪を優しく梳すいて、零こぼした。

『ムッシュ。あなた様が私に隠していたこと……それがやっとわかりました』

　小さな声で主あるじにそう呟つぶやく。

　どこか寂し気だった彼女の呟きを聴いたものは誰もいなかった。







　光陰矢の如ごとし。

　エイルンとセレン、二人の時間は無慈悲にも流れていった。

　春が来て、夏になり、秋がめぐる。穏やかな時間の果てに待つ、終わり。

　エイルンは一日一日の中に、一つでも多くの感謝を見つけては心に積んでいった。

　巷ちまたでは枯れた葉が落ち、冬の足音が聞こえ始めていた。







　某日未明──ネイバー第一格納庫。

　三六〇度四方の全方位モニターが広がる。中央には横になって十分に余るコックピットシート。そしてパイロットの思念伝達を鮮明化させる水晶ユニット。

　ここはセレンの愛機、デストブルムのコックピットだ。

　全方位モニターには概算一〇〇〇枚の写真データが散らばっていた。セレンはそれを丁寧にフォルダリングしていた。セレンの脳波はデストブルムと繋つながっているので、考えるだけで写真が勝手にフォルダの中に格納されていく。

「～♪」

　鼻歌交じり。およそ、これからの自分の運命など知らないかのように。

　柔じゆう呉ごの結婚式から数カ月。セレンは一分一秒を惜しむように大切に生きていた。

　エイルンの介護、仲間たちとの思い出作り、そしてデストブルムの宇宙間機動訓練。

　その軌跡がこの写真にはしっかりと刻まれていた。

　デストブルムが不意に駆動音を鳴らす。どこか動物の鳴き声にも似た音だ。

「いっぱい溜たまったね」

　セレンは水晶ユニットを撫なでながら、フォルダの整理を終える。それから横に置いてあった白いハードカバーの日記帳を手に取った。

『思い出の写真を一〇〇〇枚とってアルバムを作る』

　一つの項に、青いマーカーペンで打消し線を引く。

　この日記帳は雷らい鳥ちようにねだってもらったものだった。

　紙媒体が廃れたご時世、特別上質な紙が使われた純白の日記帳。

　セレンはこれに思いつく限り、やり残したことを書き記す。一日の最後に日記帳を見返しては、やりとげた項目に打消し線を引いていった。

　残りの日々を無為に過ごさないために。憂いを可能な限り減らして宇宙に上がる。

　そう決めた。

「だいぶ減った」

　セレンは日記帳を見返しながらシートに寝転ぶ。ペラペラとめくって眺める。

『紫し貴きと葵あおいと三人でケーキバイキングに行く』『武蔵むさしと雷鳥に遊園地に連れてってもらう』

『たいちょの妹さんを第だい弐に富ふ士じに呼ぶ』『夏なつ樹きと水族館に行く』

　様々な項目に青ペンが引かれていた。

　三〇〇以上あった『やりたいこと』は、既に一〇項目以下にまで減っていた。

　充足感を感じながら日記帳を眺めていると、ふと……一つのページに目が留まる。

『夏なつ樹きに自分の口から、別れを言う』

「…………」

　最初の頃に書いた項目である。エイルンだけまだセレンの宇宙行きが聞かされていない。

　セレンが自分で言うからと、他の人に口止めをお願いしていたのだ。

『言わなきゃ』という気持ちと『言ってどうする』という気持ちがせめぎあっていた。第一考えてしまうのだ。

「もしも夏樹が知ったら」

　誰よりも彼を知る自分……なんとなくそうなってしまう気がする。

　記憶も、それに付随した感情がなかったとしても、彼の本質は変わらない。

「夏樹はきっと」

　エイルン＝バザットなら……きっと。

「…………夏樹の闘いは──」

　セレンは黒いボールペンを取る。ぐるぐる円を描くようにしてその一項を塗り消した。

「もう……終わり」
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　◆エイルン余命・一カ月◆






　一二月一五日・午後──エイルンは唐突な申し出をセレンから受けていた。

「デートをしてほしい？」

　院内着のエイルンはベッド上でオウム返しに聞く。セレンはコクリと頷うなずき返した。

「一二月二四日。クリスマスイブの日」

　話を聞いていたチビフィーナの耳飾りが一瞬青く光った。

　プリントアウトしたチラシのようなものをエイルンに渡す。それは柔じゆう呉ごたちの披露宴を行ったホテルの案内だった。最上階のレストランのところに〇がしてある。

「夏なつ樹きと思い出作り」

「ふふ。またか」

　この半年、セレンの思い出作り攻勢には、さすがにエイルンも慣れてきていた。

　最近では良い気晴らしと開き直っている節さえある。

「分かった。喜んでエスコートさせてもらうよ」

　この会話の違和感に気付かないのはエイルンだけだ。

　何な故ぜならセレンは、一二月二四日にデストブルムに乗って宇宙に打ち上げられてしまう。その準備で来週二一日には種たね子が島しま宇宙ステーションに行く話になっていた。

　チビフィーナはすべてを知っていながら、敢あえて口を出すことはしない。

　そして運命の日はやってくる。




　一二月二四日・正午────【オペレーション・サンタクロースギフト】決行日。




「さて。まずはプレゼントを買いに行くか」

「かしこまりました」

　エイルンとチビフィーナは第だい弐に富ふ士じの水族館に来ていた。

　エイルンはフォーマルスーツを少しラフにコーディネートした装いだ。予約したレストランはドレスコードがあるため、かっちりした服装となっている。

　エイルンが彼女にプレゼントする品は既に決まっていた────

　お目当ての品をプレゼント用に包装してもらい、エイルンはショッピングモールへと移動していた。待ち合わせまで四時間以上ある。

　その間、チビフィーナにも何かプレゼントしたいと思っていた。

　二人で散策を始めようとすると、チビフィーナが思わぬ申し出をしてくる。




《ムッシュ。少し気がかりなことがありますゆえ、一時間ほどお時間をくださいませ》

　エルフィーナらしくないと思ったが、エイルンとしては願ったり叶かなったりだった。

　快諾し、チビフィーナ用のプレゼントを探しにモールを散策する。

　町はクリスマスムード一色だ。サンタクロースのバルーンや、クリスマス調に装飾されたアーチ。また店舗。サンタクロースの衣装でケーキを売っている販売員。

　エイルンは赤いネックレスを購入する。まだ時間が残っているので散策を再開すると、人だかりを見つけた。

　彼らは街頭テレビジョンに映し出されたニュースを見ているようだった。

『マリスの根絶で国際連合が打ち出したオペレーション・サンタクロースギフトの決行時間がいよいよ迫ってまいりました』

「？」

　エイルンの注意もまたニュースにいく。それからエイルンの表情は強こわ張ばっていった。

「……どうして？」

　エイルンは驚きよう愕がくに打ちのめされる。

　画面に映ったのは一基のスペースシャトル────その中へと搭載されゆくネイバー、デストブルムの姿だった。

『見えますか。我が国の最終兵器、ネイバーが乗り込んでいるのがここからも確認できます』

「どいてくれ！」

　エイルンは人垣を掻かき分わけ、車イスを進ませる。街頭テレビジョンの真下までくる。

　ちょうどニュースキャスターの報じる映像が切り替わった。

　映し出されたのはセレンの顔写真。

『世界を救うべく、このオペレーション・サンタクロースギフトに命を捧ささげてくれることを決意してくれたセレンティーナ・エングヴィス特別義務生徒も──』

　エイルンが瞳孔を震わせる。徐々にその呼吸が荒くなっていった。

『このオペレーション・サンタクロースギフトはマリスの発生を鎮静化させる新型兵器を起動させるためのもので、平和への礎になることをセレンティーナ特務生は自ら──』

　エイルンは打ちのめされる。その街頭ニュースに釘くぎ付づけとなった。

　それからしばらくしてチビフィーナが戻ってくる。エイルンは約束通り、ショッピングモールのゲート下で待っていた。

「お待たせいたしました。それではホテルの方──」

「どうして黙ってた」

　唐突に彼女の言葉を遮る。エイルンは面を下げたまま紅の懐中時計マテリアルクロツクの時計盤を指で操作した。

　するとインターネットのページが光学映像となって三枚浮かび上がる。それは一般に開示されたオペレーション・サンタクロースギフトについての報道記事だった。

　病室内での生活では、エイルンはそのほとんどを会話と睡眠に、空いた時間は映画や本を読むことに充てていた。このような身体になった手前、ネットやテレビは意識的に見ないようにしていたのだ。世間の悲しいニュースを避けていた節さえあったといえる。

　でも、それが究極的に裏目に出たと今は後悔している。

　チビフィーナからの回答はない。瞬間、エイルンの目と髪が真っ赤に染まる。

「どうして黙っていたんだ！」

　半径一〇〇メートル周囲の一般人が度肝を抜かれる。

　片やチビフィーナは臆した様子もない。コツとヒールを鳴らしてもう一歩近づいた。

『当該情報は本機も知り得ていましたが、プリンセス・セレンは最後までムッシュに話すのを拒んでおりましたので』

　言ってセレンは一冊の日記帳をエイルンに手渡す。

「プリンセス・セレンの部屋でこのようなものを見つけました」

　それは雷らい鳥ちようが彼女に与えた日記帳だった。エイルンは奪うように日記帳を取って、乱暴にページをめくる。すぐにそれが、死期の近いものなどが書き綴つづるノートのようなものだと認識した。青マーカーで項目には取り消し線が引かれている。

　しかし、二つだけ他とは違う項があった。

　一つは、黒ペンで消し潰されたもの。

　そしてもう一つは、未いまだに青マーカーが引かれていないもの。

「っ!?」

　エイルンが身体を震わせ、唇を噛かみしめる。

　消し潰された項とは『夏なつ樹きに自分の口から、別れを言う』というもの。

　そして未だに叶かなえられていない、やり残したこと──

「……セレ、ンっ」




『夏樹と結婚して、おじいちゃんおばあちゃんになるまで仲良く一緒に暮らす』




　二律背反。

　それは大きな矛盾の上にある願いだった。絶対に彼女の運命と交わらない、悲しい願い。

　セレンが心底に押し沈めた本当の声に他ならなかった。

　分かってでも、書かずにはいられなかったのだろう。

　それでも欲してしまう乙女心があったのだろう。

　エイルンはそれを知ってしまう。分かってしまった。ならば、もう──

『それよりも』

　一方、急変したエイルンの様子からエルフィーナは一つの確信を得ていた。

『半信半疑でしたが、その取り乱しよう……やはりムッシュ。あなたさまは──』

　エイルンは何も言わない。首元のリボンタイに人差し指をかける。

「行こう。エルフィーナ」

　リボンタイが引き千切られる。エイルンの心は完全に固まっていた。




「彼女を助けに」




　穏やかに死を待つ時間が終わる。

　空の向こうをまっすぐ見据える赤い瞳には闘志が戻っていた。
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Ⅳ　悪夢の破壊者ナイトメア・ブレイカー









　エイルンたちが学園に戻ろうとしていた頃、一いちノの瀬せ葵あおいはブリーフィングルームに招集を受けていた。

　一晩中泣き腫らしたその目は赤い。

　種たね子が島しま入りの前日、セレンの送別会が盛大に執り行われた。その席にエイルンは呼ばれなかった。セレンの選せん択たくに怒る者も出たが、セレンの懇願で悶もん着ちやくは収まった。

　その後、セレンが種子島に行っても葵は毎晩電話をかけていた。昨晩、最後の電話をかけ終わると、また泣いた。泣いて泣いて泣きつくして……いつの間にか眠っていた。

　明朝、大だい地ちからの電話に叩たたき起こされて現在に至っている。

「なんだよ亜あ賀が沼ぬま、私──」

　引き戸を開けた途端、冷や水を掛けられたように葵の頭が覚醒した。

「遅いわよ。葵」

　プロジェクターの前に紫し貴きが立つ。休みをとっていたはずの彼女は紺色の士官服を着ていた。紫貴だけではない。スター小隊・大和やまと・水す久く那な・茜あかね・月げつ下か・日向ひなた・田た中なか。

　視聴覚室を思わせる、五〇人収容の部屋には隊員たちが勢ぞろいしていた。

　司令側の人間は生途会の制服。パイロット陣は各々、戦せん騎き装そう搭乗用の防護服に着替え済だ。ものものしい空気に当てられ葵は混乱さえ覚える。

　葵は息を呑のみ「なんだよ」と、毒づきながら手近な席に座った。

「悪いわね、みんな。クリスマスの日に」

　紫貴は全員揃そろったのを確認し、胸元から封筒のようなものを取り出した。

　それはある者から贈られた招待状だった。

「指示書に書いた通り、緊急の案件よ」

　葵はその指示書を読んでいないが、この重い空気から第二種戦闘配備、もしくは一種に分類されると思った。すると廊下の方から言い争うような声が聞こえてくる。

「困ります！　呼び出しがあるまでは来賓室にいていただかないと！」

「彼らのためを思ってさ。まぁそう言う、なよ！」

　男の声がしたと思えば、後方の引き戸二枚が吹き飛んだ。ドアが蹴破られた途端、パイロット陣は反射的に銃を手に取っていた。

　花束を担ぎ、黒い外がい套とうを翻す。サングラスをかけた黒衣の男。

「メリークリスマス、エイルンコードの諸君」

　ジン・ナガトだ。彼の後ろについてくるのは元・氷ひ室むろ義塾生。

「親父おやじ。あとで処理をする俺のことも考えてくれ」

　長髪をオールバックでセットしている。漆黒のパイロットスーツを着ていた。

　ネイバー15番機アモンのネイバーフッドにして、不可侵領域アンタツチヤブルと恐れられたエースパイロット。

　悪魔の六デーモン・シツクス・睦むつ見みアギトである。

　今回の非常招集は、この服を着た台風たちの来訪が原因となっていた。

　ジンはずんずんと前に行く。道すがら椅子を一脚手に取る。紫し貴きのところまで行くと椅子を置いて花束を投げ渡した。

「氷ひ室むろ、夏なつ樹き」

　出で端ばなを挫くじかれたように動揺を隠せない紫貴と隊員たち。

　ジンがパンと手を叩たたき、彼らからざわめきを取り上げる。

「今日は君たちにお礼を言いにきた」

　そう言ってから自分の持ってきた椅子に座る。悠然と長い脚を組んだ。

「諸君らの奮闘もあり、世界はやっと平和にむけて動き出している。お礼をまずは述べさせてもらおうか」

「御託はいいから用件だけ言いな」

　喧けん嘩か腰ごしで口を開いたのはグリーン彩色の防護服を着た月げつ下かだ。ツンと高い鼻を持ち上げ、ジンの顔を睨にらみつける。

「あんたの面みて、憂鬱な気分の上に、怒りまでポテトみたいについてきたよ」

　月下がそう言った途端、リードが切れたようにオルソンが席から飛び出した。

「おまえのせいよ！」

　最前列の会議テーブルをひっくり返す。テーブルは大きな音を立てて床に叩きつけられた。オルソンは目の奥に涙をためて怒りをジンにぶつける。

「おまえらが作ったクソネイバーのせいで！　うちの仲間、今から帰ってこられない宇宙旅行よ！」

　胸中は皆、オルソンと似たり寄ったりだ。

　ジンは彼らの顔を見渡す。ドア近くに座っていた葵あおいとふと目が合った。葵は敵意を込めてジンのことを睨んでいる。アギトが後ろから耳打ちした。

「あんまり目を合わすな。噛かみつかれるぞ」

「聞こえてんだけど」

　ジンは「ふむ」と顎に手を添える。

「脚本を用意した側としては、どうしてもそこだけ後味が悪くてな」

「じゃーあんたが今から行って、セレンの身代わりになってきてよ」

　口調に反し、葵の声は怒りに震えていた。怒りを抑えるように、葵は二の腕を強く掴つかんで押さえた。

「その方がせーせーする」

　ジンは取り付く島がないなと内心思う。すぐ傍そばでは今もオルソンが立って、こちらを睨にらみつけている。

「案としては悪くないが、俺もアギトもアレにフラれている。でもそれでは君たちの気持ちに収まりがつかないだろう」

　ジンは組んだ足を戻し、その背を丸めた。

「そこで今日は代替案を用意してきた」

　次の一言は、この場にいる全員に大きな衝撃を与える。

「うまくいけばセレンティーナ・エングヴィスを助けることができるかもしれない」

　全員が怒りを忘れ、言葉を失う。

「なぁに。俺から君たちへの、クリスマスプレゼントだと思ってくれ」

　ジンは甘い言葉をささやくように、口の端を釣り上げた。







　ショッピングモールからエイルンたちは学園地下へと急行していた。

　長さ五〇〇メートルの下りエスカレータを全自動車イスが下っていく。チビフィーナは手すりを道に、忍者のように走っていった。その胸元にはエイルンからもらったネックレスが跳ねている。二人は踊り場に出る。

　目指すはエルフィーナ本体が眠る、第七地下シェルターだ。

「先に格納庫へ行ってまいります。ファラリカへの格納作業がありますゆえ」

「頼む！」

　チビフィーナが先に行く。

　エイルンはポケットから紅の懐中時計マテリアルクロツクを取り出し、起動させた。

「エマージェンシーコール！　再生メモリー、アサルト！」

『警告。干渉領域に衣類を検知。再生を続けますか』

　エンブレムクロックから電子音声が流れる。

　エイルンは「許可する！」と叫び、車イスを発進させた。懐中時計に『エイルン＝バザットと認証』という意の光文字が浮かぶ。

「ゲット、セット！」

　プログラム言語を走らせるように光文字が四肢を伝い、全身にめぐる。

　懐中時計から、青い光が侵食するようにエイルンの腕を伝っていく。光の膜が全身に行き渡る。強い発光現象が起こった。







「チビスケを……ワールドガードに取り込まなくても済む？」

　大だい地ちが胡乱うろん気げに聞き返す。ジンは言った。

「可能性の域は出ないが、試してみる価値はあると思っている」

　途端、今度は葵あおいが椅子を蹴って飛びかかろうとした。たまたま近くにいた茜あかねが、その腰に抱き着き、葵を止めた。

「方法があるんだったら最初から言っとけよテメェ！」

「葵先輩！　待って、ください！　それで、その方法って!?」

　怒りのあまり、葵の怒鳴り声はしゃがれていた。ジンは短く嘆息する。

「我ながらずいぶんと嫌われたものだ」

「葵、前まえ田だくん。気持ちは分かるけど席について」

　紫し貴きがそう言う。オルソンは聞けないというように首を一回横に振った。すぐに大地が「オルソン！」と叱声を上げる。

　やがてオルソンが口をひん曲げて近くの椅子に座る。葵も仕方なく言うことを聞いた。

「その方法を話す前に、まず説明しなければならないことがある。まずはそちらを聞いてもらおう」

　その切り出しに悪寒を感じたのは紫貴だ。ジンはめざとくその反応に気付いた。

「九重ここのえ嬢。まだここにいるものに聞かしていないんだろう？　あの男の秘密を」

　全員の視線が紫貴に集まっていく。挙措を失う紫貴に日向ひなたが聞いた。

「紫貴ちゃん、なに……秘密って？」

「あなたっ────どうしてこんなときに」

　ジンは腹の前で手を組んだ。

「おいおい。死線を潜くぐり抜ぬけた仲間に対してずいぶんじゃないか。ああ、これは君に言ったんじゃない。あのエセ軍人に言った言葉だ」




　ジンは聞かせ始める────物語に隠されていた……舞台裏の話を。




「永久にマリスを殺すウロボロスの空蝉うつせみ。この世界の悪夢を終わらせるために遣わされたもの……朽ちず、果てない暴力機構」

　そう、これは紫貴と葵だけがエイルンの口から知らされていた真実。

「願望表出型ネイバー・20番機【ナイトメア・ブレイカー】……まずはこの機体について説明しなくてはならない」







「通過できない？　何な故ぜ？」

　エイルンは戦闘区画への検問で足止めを食っていた。

「申し訳ございません。氷ひ室むろ総帥の厳命により、本日の深夜〇時を過ぎるまでは封鎖令が下りています。用があるようでしたら総帥より正式な許可証をもらってきてください」

　通常、ネイバーの管理区画には許可の下りた生徒しか通過はできない。しかしそれは額面的なものでセレンやエイルンのようなエースパイロットは素通りが慣例となっている

　エイルンは第三者の作為を嗅ぎ取る。しばし考える素ぶりをしてから、その態度を軟化させた。

「わかりました。すみません、ご面倒をかけて」

「いえ！　こちらこそ心苦しく思っております！」

　衛兵はそう言ってエイルンに敬礼をする。

　エイルンが引き返そうとすると、ペンが落ちる。拾おうとして難儀そうにしていると衛兵が銃を後ろに回して近づいた。ペンを取ってやろうとエイルンの前で屈かがむ。

「すみません」

「これくらい何とも──こっ！」

　手刀一いつ閃せん──後頭部のすぐ下に。

　改造人体による一撃だった。その衛兵の意識はいとも簡単に刈り取られる。

　崩れ落ちる衛兵の腰から銃を抜き取る。その拳銃をゲートの守衛室に向けた。

　エイルンの迫力に拳銃の銃口が圧となって加わる。中にいる守衛はすぐ両手を挙げた。

「緊急任務だ。すぐにそこを開けろ」

　守衛はコクコクと頷うなずき、地下通路へのゲートが左右に開き始める。エイルンはすぐに全自動車イスを走らせる。生まれた隙間を縫うようにゲートをくぐり去っていった。







「20番機ジヤツジメントは、平たく言えばキングを殺すために造られたネイバーだ」

　アギトが言い、ジンが続ける。

「ワールドガードの起動には現存するマリスの殲せん滅めつが不可欠だ。しかし前回の戦闘で見た通り、アトメントを以もつてしてもキングを殺すことはできなかった。ボスザルをただ殺す。こんな馬鹿らしくなるほど単純な問題に俺らは長いこと頭を悩ませてきた」

　キングは脅威に対抗できる能力を即時に発現させていく。それはコスモフィリアを解放させたエルフィーナを下し、限界突破したアトメントさえも地につけた。

　この場にいるものたちはその目で、肌で、キングの脅威を覚えている。

「正攻法でアレを駆除することは不可能だと結論付けた俺たちは、奴やつと同じ土俵に立つことを指針に定めた」

　ジンたちが着目したのはキングの持つ『人の恐怖感情を利用する性質』だった。

「長年に渡る試行錯誤の末、バースセブンⅡの鹵ろ獲かくによって生まれたのがあの機体……人の思念を受信し、自己の戦闘モジュールを構築するネイバー、ナイトメア・ブレイカーだ」

　成熟体のキングは人の恐怖感情を敏感に嗅ぎ取る。その恐怖を体現できるだけの力や事象を即座に体得してしまう。最終戦闘ではエイルンの恐怖を食い、アニメの主人公機、アヴァンアリスにその姿を変えて見せた。

「人の思念を……受信する？」

　大和やまとがジンの説明に引っ掛かりを覚える。その引っ掛かりは何な故ぜか……エイルンに繋つながっている気がした。

　一方、月げつ下かはジンの遠回しな物言いに苛いら立だちを感じる。

「回りくどいね。それがセレン嬢ちゃんや隊長さんとなんの関係があるのさ」

　また、日向ひなたは20番という数字が気になっていた。

「あの、双そう条じようくん。前の闘いで20番識別のネイバーなんて……ありました？」

　水す久く那なもまた、同じことを考えていた。

「あの乱戦だったから気付かなかっただけかもだけど、僕の知る限りでは、いなかったと思います」

　困惑の雲は広がるばかりだ。でもジンは気にせずに話を続けた。

「完成して問題に挙がったのは、人のもつ現実的思考だった。理論上は神にもなれるはずのナイトメア・ブレイカーは、入力した、どの戦闘モジュールにも成ることができなかったんだ」

「…………うん？」

　山やま武たけが、分かっていないように首を傾かしげた。アギトが注釈を挟む。

「機体を思い通りにメイキングできるという意味だ。武器はこう、出力はこう、大きさはこうって。好きに設定を書き込んで入力すると、３Ｄプリンターみたいにその形を出力してくれる。審判ジヤツジメントはそういう機体だと思ってくれていい」

　山武は「なるほど」と零こぼす。大だい地ちがおもしろくなさそうに山武を肘で小突いた。

「荒唐無稽でぶっ飛んだ構想になればなるほど、人は心底で思ってしまうのさ……『そんなものはありえない』と。一抹のそんな思考がナイトメア・ブレイカーの生誕を邪魔し続けたんだ」

　言いながらジンは先ほど発言した山武の方を向く。

「江え藤とう山武。おまえはスーパーマンを知っているか」

　急に声を掛けられ、山武は警戒の色を浮かべながらも「うす」と答える。

「マッハで空を飛び、目から光線をだし、息を吹けば突風となる。一人がいれば万事を解決させてしまう、無敵のクリプトン星人さまだ。そんな存在、在るはずないのに、どうして人々はそんなものを受け入れられる？」

　山やま武たけは自分の顎あご髭ひげをいじる。答えはすぐ浮かんできた。




「……だって、あれ映画じゃん。そういう設定でしょ？」




　ジンは褒めるように山武を指差す。

「そう。人はある媒体を通すことでどんな存在でも納得を得ることができる」

「エンタメ作品……創作物か」

　大和やまとが得心のいったように零こぼす。

「たとえ『惑星を叩たたききる巨大ロボット』がいても『銀河を埋め尽くす怪獣相手に単機で無双する巨大ロボット』がいても『ロボット自体が銀河より大きくなってしまっても』……人はそれを受け入れることができる。だってアニメだから」

　その単語が、茜あかねに大きな波紋を呼んだ。

　草原に一陣の風が広がったように……疑問が解答へと裏返る。真実が音を立てて繋つながってゆき……茜は口元を手で隠した。

「そういう……こと？」

　茜がまず気付いたと見て、紫し貴きは辛つらそうに顔を背ける。茜は表情を一変させた。

「ヤダ……そんなの嘘うそ……え、ヤダよっ」

　茜は身体を震わせ始める。その様子に気付いた何人もが眉を寄せた。

「お嬢？」

「茜ちゃん？」

　大だい地ちと水す久く那なが困惑の声をかける。茜は目に涙を溜ため始めていた。




「じゃあすべて、私たちが見ていたのは……『幻』？」




「……幻？」

　大和が怪け訝げんそうに茜の言葉を反はん芻すうする。一方、ジンは頃合いと見たのか、一気に本質へと切り込んだ。立ち上がり、全員に手の甲を見せるように右手を上げる。

「ナイトメア・ブレイカーの起動条件は全部で三つ！」

　ジンは「一つ！」と人差し指を立てる。

「この機体は観測対象内にいる一五〇〇名の恐怖感情を抽出し、マリスを殺すのに適した『記号コード』を選せん択たくする！　それを指標にして自己の戦闘モジュールを構築させるんだ！」

　ジンは次に中指を立てる。

「二つ！　観測対象の中にナイトメア・ブレイカーの戦闘モジュールを知っているヘキサがいなくてはならない！　つまり、ナイトメア・ブレイカーのデザインや設定を予あらかじめ知っておく必要があるということ！」

　これこそ、ジンたちが【ドール・ワルツ・レクイエム】というアニメをわざわざ用意し、この世界で放映させた理由。

「デザインや設定って……だってナイトメア・ブレイカーは実在する兵器なんですよね？　あんまり現実離れしたものだと『ありえない』って思うから起動できなくて……アレ？　よくわからなくなってきました」

「そう。実在する兵器という情報は伏せつつ、不特定多数の人間にナイトメア・ブレイカーについての情報を拡散させる」

　茜あかねは自分の腕を抱き「だからアニメじゃないと駄目だった」と低い声で言った。

「だからあなた方は、フィクション媒体である、アニメという手段を取った」

　茜の口から出た『アニメ』という単語──その意味こそ、真っすぐ核心へと伸びていた。

「アニメって」

　オルソンが零こぼす。全員の頭に想起されたのはエイルン・バザットのいた世界が描かれる【ドール・ワルツ・レクイエム】。

　ジンは薬指を上げ、合計三本の指を立てて見せた。

「最後！　思念の検出量はネイバー適性値の高い者ほど多くなる。要はヘキサやネイバーフッドほど、その感情を検出されやすいという意味だ！」

「……ちょっと待て。たしか隊長さんが、現れたとき」

　月げつ下かが言った。彼女が思い出したのはオペレーション・リミットブレイクのときのこと。

　エイルンが天から降ってきたとき、セレンが起こした行動──




《助けて、夏なつ樹きぃいいいいいぃ！》




「まるで、セレン嬢ちゃんの叫びに応えるように……隊長さんは空から降ってきた」

　月下の言葉を呼び水に、全員がそのときの光景を脳裏に蘇よみがえらせていた。

　ジンは畳みかけるように情報を与える。

「恐怖感情の裏に潜む『救済への願望』を体現できる暴力装置を現出し！　対象者のもとへと送り付ける！　以降は『完全自律稼働でマリスの殲せん滅めつ』を開始する！」

　茜は声を震わせて呼びかける。

「みんな、思い出してください……エイルンさんが、この世界にやってきたときのこと」

　エイルンがこの世界に現れたのは二回。その二回の中には確かな共通点が二つあった。

　一つは大規模な【ＣＡＴ（Clear Air Turbulence）】が引き起こされたこと。そして。

「一度目は特務とデストブルムがクイーンに敗れ、その命が危ぶまれたとき。二度目はオペレーション・リミットブレイクで、絶望した特務が助けを叫んだとき」

　エイルンはまるでセレンに引き寄せられるように、戦場へと降り立った。




「彼の登場の裏には……ネイバーフッドである特務がいた」




「嘘うそ」「じゃあ！」「え……」「「ハァ!?!?」」「ぅあ」

　日向ひなたが目を丸め、大だい地ちが腰を浮かし、田た中なかが放心し、オルソンと山やま武たけが怒りにも似た声を上げ、飛鳥あすかが額を抱える。

「ふざけるなよっ……オイ！」

　真相に気付いた大和やまとも、どす黒い感情を口から漏らした。

「あれはマリスとの戦闘に終止符を打つため、ナイトメア・ブレイカーが選んだ、記号コードであり暗号コード」

　ジンとアギトは真相に決着をつける。

「そして、俺たちのオペレーション・ネイバーフッドを完結へと導く最終記号ラストコード」

　茜あかねが両腕を抱えながら、嫌がるように首を振り出す。

「ナイトメア・ブレイカーがキングを殺すために選び、地上に現出させたのが──」

　最後の一言を聞くのを、全員が心から拒絶していた。

[image: ]




「エイルンさん、だったんです」




　茜あかねの言葉が最後まで紡がれる。暗く、重たい空気が場を制す。

　やがてジンは黒い外がい套とうを大きく翻した。




「【エイルン・ラストコード】」




「悪夢の破壊者、20番機【ナイトメア・ブレイカー】……それがエイルン＝バザットという空蝉うつせみの正体だ」

　物語の真相を、演者でもあり、観客でもあった彼らに告げた。






Ⅴ　最後の出撃ラストダンス









　第七地下シェルターへの地下通路では追撃戦が始まっていた。

　通路の角を曲がるエイルン。全自動車イスはエンジンを過熱させ、自動車並みの速度で通路内を爆走していた。後方には追手が警告を喚わめきながら追ってきている。

「伏ふし見み謹製の車イスで助かった！」

　体重を片側によせてドリフト……背後からの麻酔弾を回避する。

　エイルンは右側手すりのカバーを開ける。中には更に、スライドカバーがあった。それを押し上げるように開けると「[image: ]」ボタンが現れる。エイルンはそれをすぐ押した。

　車イス背面から噴出孔が現れる。噴出孔は温風を噴き出し、赤くなるや。

「ぐ！」

　爆発的な推進力が生まれる。あまりの風圧にエイルンの口元がブルブル震えた。







　まず一声を上げたのは飛鳥あすかだった。

「そういうことかー」

　飛鳥あすかが後方へと身体をそらす。

「エルフィーナちゃんだけが何な故ぜか、クイーンやキングを倒せる理屈。それだけ説明がつかなかったんだよね」

　クイーンはネイバーでしか殺せない。それがマリス戦の不文律。

　しかしエルフィーナだけはその不文律に該当しなかった。この世界にはないエネルギーをエルフィーナが用いており、それがうまいこと作用している。結果、殺せると飛鳥あすかやエイルン自身も結論付けていた。しかし──

「そんな都合よくいきますかって話か。クイーンの即時再生機構って事後の話で、しかもマリスサイドのことじゃん。……やってらんね。人の思考やビジョンを現実化させるネイバー……そんなモンまであんのかよ」

　飛鳥は目を細めて天井を睨にらむ。

「じゃあ何かい？　エイルン＝バザットなんて人間はやっぱり存在せず、その正体はネイバーでした」

　月げつ下かもまた完全に打ちのめされていた。

「これが、話の裏にあった……真相だとでも？」

　途端、大だい地ちが火が付いたように怒り出した。

「幻なんかじゃねぇ！」

　拳を振りかぶってジンに飛びかかろうとする。条件反射的にオルソンが、そんな大地を後ろから羽は交がい絞じめにした。

「だ、大地！」

「ホラ吹いてんじゃねぇぞ、グラサン！　俺たちが……っ！　俺たちが、何回あの人と同じ釜の飯食ったと思ってんだバカ野郎ぉ！」

　事実を受け入れたくないように、大地は顔面を真っ赤にしてジンを怒鳴りつける。

「アニメなんかじゃねぇ！　幻でもねぇ！　あの人は俺たちの総隊長！　エイルン＝バザットだ！」

　大地の怒声が虚むなしく轟とどろく。しかし皆の顔は消沈していた。

　感情では嫌がっている。納得なんてできない。でも……ジンの話に当てはめると、エイルンについての謎がすべて符合してしまう。

　その中で、必死に考えごとをしていた日向ひなた。何かに気付いたかのように面を上げた。

「でも……待って！　エイルンさんがアニメの再現というなら、あなたは何なんですか!?　ドール・ワルツ・レクイエムの主人公であるあなたと、その機体もまた現実に現れてるんですよ!?」

　エイルンコードの隊員たちはエイルンの口から、目の前の男がジン・ナガトだと教えられている。その機体であるアトメントもまた、アヴァンアリスだと。

　しかしジンの場合は、この世界において出自がちゃんと判明している。




　氷ひ室むろ雷らい鳥ちようと結ゆう城き武蔵むさしの隠し子──二人の娘の腹から生まれた息子・氷室夏なつ樹き。




　そして、後に彼が出会った婚約者、桜さくらノの宮みや姫ひめ子こ。

　この二人がアトメントでエイルンたちの世界に渡り、アニメに描かれていた冒険を経て英雄になった。エイルンはそう言っていた。

　しかし……それはエイルンがそう思っていただけの話。




「俺はジン＝ナガトと名乗っていただけで、ジン＝ナガトだとは一言も言っていない」




「……は？」

　日向ひなたは唖あ然ぜんとする。

「あの男にうちのおばあさまが俺の名を与えていたから、そう名乗っていたに過ぎん。同じ名前だと紛まぎらわしいだろ。だから奴やつの勘違いに便乗しただけさ」

　ジンはなおも続ける。

「俺やアトメントが、アニメに出てくるジンやアヴァンアリスに似ているのは、原作者が俺の大ファンだったからさ。そこで俺を主人公のモデルにした」

　エイルンが氷室夏樹をジンと誤認していた理由はそこにあった。

「ナイトメア・ブレイカーに入力された機体設定に『俺』と『アトメント』のサンプル画像が入力されていた。だからエイルンあの男の頭の中では、俺の顔がジン＝ナガトに置換されていたんだ」




《風邪でも引いたか？　声が変だぞ》




　オペレーション・リミットブレイクでエイルンがジンと再会したとき、そう言っていた。

　紫し貴きは沈痛の面持ちで言う。

「そこにいる男と劇中のジンの声は違っていた。でもエイルンは、実在する声優とまったく声紋が一致していたの」

　ドール・ワルツ・レクイエムの世界が実在し、アニメが後から用意されたものだとしたら、エイルン＝バザットを演じた声優と、現実のエイルンの声は違うはず。

　映画で例えるなら、字幕版と吹替版の違いだ。

　前者は俳優自身の声で、後者は声優の声になるはずなのだから。

「俺たちが当初より計画していたのはジンとアヴァンアリスの召喚。第二候補としてラスボスであり、善人でもあるアスタニアとグリムガンド」

　ドール・ワルツ・レクイエムの主要キャラクターがどれも人間的に魅力的で、かつ、善人に描かれていたのはそれが理由だった。

「ナイトメア・ブレイカーがこの二つのどれかを、コードとして選せん択たくすると見込んで計画は進められた。どっちが出てきても、この世界の惨状を見ればマリスを殺す方向で動き出すはずだからな……しかし想定外のイレギュラーが起こってしまう」

　茜あかねは答え合わせをするように口を挟む。

「それが、ナイトメア・ブレイカーの観測圏内に含まれていたネイバーフッド……特務の思念ですね？」

「そう。ナイトメア・ブレイカーはあの娘の思念を多分に検出してしまった」

　絶望していたセレンが願ったのは自身の救済だった。極限まで狭まった視野には、世界の未来など映していなかった。

「自分のことで頭がいっぱいいっぱいの彼女は世界の救済より、自身の救済を願った……そうして現れたのが弱者びいきが過ぎる、あの正義バカだ」

　怒りを噛かみ殺ころしながら大和やまとも合点がいった。

「だから貴様らは、ことあるごとにあいつを『ハズレクジ』と呼んでいた」

　アギトは嘲弄するように舌を滑らかにする。

「アレを動かすまで割かれてきたリソースを想像してみてくれ。殺したくなるのも分かるだろ？　あのままではキングに敵かなわないと断じた俺たちは、審判ジヤツジメントにリセットをかけることにした」




《お前はここに来るべきじゃなかったんだ……サブキャラクターかませ犬っ！》




　エイルンが氷ひ室むろ義塾と袂たもとを分けたとき、エルフィーナはアモンとアトメントの奇襲に遭い、初めての敗北を余儀なくされた。

「だから睦むつ見みは、バザット隊長の殺害に及んだのか」

　水す久く那なの見解をアギトは細部まで補足する。

「審判ジヤツジメントは完全な戦闘不能に追い込まれると、戦闘モジュールの再検討と再構築を行う。より強いモジュールに強化されて、再召喚されるんだ。だからウロボロスの空蝉うつせみ──【マリスを殲せん滅めつし続ける永久機関】というわけさ。二度目の召喚では期待通り、アニメ二期のエンディングを迎えた状態でアレはやってきてくれた」

　ドール・ワルツ・レクイエムの二期では、エイルン＝バザットというキャラクターは大幅にパワーアップして描かれている。

　しかし、そこにもサクラノツルギの思惑が潜んでいた。

「アヴァンアリスやグリムガンドは設定を強くし過ぎた。理論上、現出は可能なはずだったが、素体となったクイーンの潜在キャパを超えている可能性が危惧された。そこでエイルンアレがまた出てくることも見越し、アニメ二期後半の脚本をすべて差し替えさせた」

　製作の裏側で起こっていたのは、急きゆう遽きよの台本変更だ。




《ネットは大荒れだったな。『久々の大ヒットロボアニメを地に落とした最低の二期！』『一九話以降、謎の作画崩壊多すぎぃ！』『エイルン上げする必要あった？』『空前のメディア売上急落！　ドール二期爆死！　爆死ざまぁ！』と、あっちこっちでお祭り騒ぎさ》




　陰のスポンサーであるサクラノツルギの圧力と、アニメ原作者の強い要望で二期後半ではストーリーに大きな修正が入れられていた。

「だから審判ジヤツジメントの起動には、あのアニメをどうしても放映せねばならなかったということだ」

　虚脱するように大だい地ちの足から力が抜ける。そんな大地をオルソンが支えた。

　水す久く那なが見上げるようにアギトを睨にらむ。

「そうだよね。あんなに情味に溢あふれた人がヘキサの惨状を見かけたら、看過するはずがない。弱きを助けたい一念で、彼はマリスの駆逐を開始する」

　水久那の目は淀よどんでいた。すると今度は宿儺すくなが出てくる。

「自分が幻とも、てめぇらの都合で踊らされているマリオネットだったとも知らされずになぁ！」

「……だいぶ悪意の籠った表現だが、概おおむねその通りだ」

　宿儺の怒号にアギトは肩をすくませる。大和やまとは忌々し気な表情で二人に言った。

「俺たちが仲間だと思っていたエイルン＝バザットという人間は──」

　手に持っていた明みよう星じようの起動キー【フツノミタマ】、それを持つ手がカチカチと震えていた。

「ネイバーに張り付けたメッキだったと……貴様らは言いたいのかっ」

　答えを間違えれば斬る。そんな形相だ。

　しかしそれでもアギトは「その通りだ」と返した。







　地下通路での追撃戦は苛烈の一途を辿たどっていた。

　自動車のスピードで車イスを走らせながらエイルンが逃げている。急な角度変更をするたび、タイヤのグリップ跡が床についた。エイルンの後方に、また衛兵がやってくる。

　一人が拳銃を構え、車イスに向けて発砲した。

「しまった──っ！」

　片方のユニットに弾痕が刻まれる。小さな穴から白い煙が上がり、車イスの制御がすぐに利かなくなった。エイルンが車イスから投げ出される。床を何回転も転がった。

　痛みも無視し、すぐに拳銃を抜く。エイルンは仰あお向むけの格好のまま発砲した。

　狙いは壁横にある非常スイッチだ。ガラス盤が砕け、非常隔壁が降りてくる。

「くそ！」

　兵士が通る前に通路は塞がれた。

　エイルンは一息吐つくとすぐに床を這はいだした。

「また、前と同じかっ」

　エイルンは動かない両足を引きずり、匍ほ匐ふく前進で格納庫へと向かう。







　ブリーフィングルームにいるジンは本題に入っていた。

「さて。では代替案の話に移ろうか」

　ジンは改めて全員の前に立つ。

「ナイトメア・ブレイカーはネイバーフッドの搭乗を要さない。戦闘モジュールに合わせたコアユニットを製造することで、起動後はコアユニットが機体を制御するようになるためだ。ナイトメア・ブレイカーを永久機関と呼ぶ所以ゆえんもここにある」

「コアがネイバーフッドの代わりをするということだな」

　アギトがジンの説明を補足した。

「コアとは、アヴァンアリスが現れた場合はジン。グリムガンドの場合はアスタニア。今の状態で言えばエイルンあの男がそれに当たる」

　ジンは話しながら、サングラスの奥で全員の顔を観察していた。

「あの男は選せん択たくされたコードを基に造られた『完全システム質量体』だ。触れるし話せる。トイレにまで行く超高性能なボーカロ●ドとでも言えば想像できるだろう。その実現度はまさに『再現』……彼女を救う鍵があるとしたらそれだ」

　隊員たちは目で会話する。しばしの沈黙の後、茜あかねが口を開いた。

「その方法って？」




「セレン嬢の代わりに……アレをワールドガードに取り込ませる」




　月げつ下かは歯を噛かみ鳴らしてジンのことを睨にらみつけた。

「……そんなことだろうと、思ったよ」

「何事にも対価は必要だ。チップも払わずアレが欲しい、コレが欲しい。それが許されるのは三歳児までだ」

　ジンはコツと、靴音を立てる。

「幻一つで尊い人命が救われるんだ。悪い話じゃないだろう？」







　格納庫まであと少しというところでエイルンは思わぬ人物に遭遇する。

「エイルン、おまえ！　こんなところで何やってるんだよ！」

「橘たちばな、部長？」

　エイルンは汗だくのまま面を上げる。作業服姿の柔じゆう呉ごが駆け寄り、工具箱を床に置いてしゃがんだ。

「非常サイレンが鳴ったからエルフィーナの格納庫を閉めに向かったんだが……こういうことかよ」

「行かせてくれ」

　エイルンは再び床を這はいだす。柔呉の横を通り過ぎようとした。

「おまえがここにいるってことはセレンティーナちゃん絡みか、やっぱ……っておい──」

　柔呉はすぐに立ち上がり、エイルンの横を歩き始める。

「待て待て待て！　今からお前が行ってもどうにもなんないだろう！」

「いたいけな少女の未来が、今にも潰ついえようとしてるんだ。看過できるわけ、ないだろう」

　首筋が汗で濡ぬれている。前に進むたび、顎先から汗が垂れて床に落ちた。

　まるで芋虫のように床を這いずり……。

　かつてのエイルンを知る柔呉からすれば、胸が潰れる想おもいだった。

「誰かの犠牲で成り立つ平和なんて、もうたくさんだっ」

「…………」

　柔呉は無言のまま頭をかく。すぐ立ちはだかるようにエイルンの前に立った。

「立場上、通すわけにもいかんのよ」

　再びエイルンの前にしゃがむ。息も絶え絶えな彼の肩に手を乗せた。

「聞け。セレンティーナちゃんが言ってたんだ」

「ハァ、ハァ……彼女が？」

「誰よりも頑張ったお前だから……せめて最後くらい静かな時を過ごしてもらいたいって」

「！」

「もちろん俺だってそうだ。そういう、おまえを想う奴やつらの気持ちを、おまえは無視するって言ってるんだぞ？」

　エイルンは視線を下げる。葛藤するように口を噤つぐんだ。でもエイルンは、柔呉の胸倉を引いて押し返す。柔呉が「うお！」と態勢を崩して尻もちをついた。

　エイルンは匍ほ匐ふく前進を再開する。

「君には迷惑をかけない。このまま見なかったことにしてくれ」

　柔じゆう呉ごは尻もちをついたままエイルンの後ろ姿を見る。様々な考えや想おもいが柔呉の中で渦巻いた。しかし……観念するように柔呉はまた頭をガリガリと掻かいた。

「記憶なくしても治んなかったな。その石頭」







　全員が息を呑のんでジンの話を傾聴する。

「ワールドガードは開発後期にできたネイバーだ。その搭乗条件は緩い」

　ジンは淡々と事実のみを並べていく。

「欲しているのはネイバーとの親和性が高い、『博愛』の思考傾向が強い人物。手違いで人を敵と認識しないよう、行動アルゴニズムの中にネイバーフッドに定めた者の思考パターンを取り入れたいのさ」

　飛鳥あすかは納得したようにコメントした。

「にゃるほど。だからエイルンでもワンチャンあるってことか」

　ジンは世間話でもするように笑う。

「まさか俺たちだって、ナイトメア・ブレイカーが『人そのもの』を現出してしまうとは思っていなかったさ。システムと定義しているが、あれはもう独立した一個の人格だ。ワールドガードがネイバーフッドと誤認する可能性は十分にある」

「でも、そんな都合よく……」

「ナイトメア・ブレイカーが、アニメの設定を備えた『人物』を現出しているのだとしたら可能性はあると思います」

　疑問を呈した日向ひなたに茜あかねが応える。

「エイルンさんの身体は何度もメディカルチェックを受けています。改造人体の部分は抜きにして、彼の身体は人間のソレと同じです」

　ずっと話を聞いていた山やま武たけとオルソンが顔を見合わせる。

「でもよ」

「それって」

　ずっと無言だった葵あおいが席を立つ。ずんずんと前に行き、ジンを冷たい眼まな差ざしで睨にらんだ。

「隊長かセレン。どっちか選べって言うの、あんたは？」

　核心をついた葵の質問に全員が息を呑む。大切な親友と、恋する人────

　葵と紫し貴きにとっては、その二つが秤はかりの上に乗せられていた。







　同じ頃、地下の戦闘区画では柔呉がエイルンをおぶって走っていた。そのこめかみにエイルンが拳銃を突き付けている。

　傍はたから見れば、担ぐことを強要されているように見えるだろう。

「ひーえ[image: ][image: ][image: ]っ！　お～た～す～け～！」

「認識取れました！　橘たちばな整備部長です！」

「どうやら、人質にとられている模様！」

　先回りしていた衛兵たちに動揺が広がる。柔じゆう呉ごがそのまま真正面から走ってくる。

「橘！」

「いーからっ、そのまま怖い顔してろ！　しかし、おまえ結構重いな！」

　汗をかきながら柔呉は走るスピードを緩めない。当惑する衛兵たちの横を走り抜けた。

　二人の前方にまた一人。

　どうするか決めかねた若い兵がオロオロと拳銃を上げたり、下ろしたりしている。

　柔呉は速度を上げた。

「殺されちゃうだろ！」

　言いながら右足を思い切り振り上げ。

「道あけろよ！」

　その兵士の腹にケンカキックが突き刺さった。







　葵あおいに睨にらまれてもジンは涼しい顔だ。

「その通り。だが後者──ナイトメア・ブレイカーを選んだ場合、一つだけデメリットがある」

　淡々と事実のみを告げる。

「稼働中のコアを譲渡するということは、ナイトメア・ブレイカーも一緒に封印するということになる」

　ナイトメア・ブレイカーは人が願う限り、マリスを殺し続ける永久機関。

　ワールドガードがマリスの発現から人々を守る盾ならば、キング討伐を実現させたナイトメア・ブレイカーこそ最強の矛といえる。

「もしも将来、再びマリスが現れた場合、人類はナイトメア・ブレイカーなしでマリスに対処せねばならなくなる」

　エイルンを選ぶということはつまり、最強の矛を手放すことを意味していた。

「選せん択たく肢しはこう。ナイトメア・ブレイカーを捨て、仲間全員を生還させるか。仲間を犠牲にしても、ナイトメア・ブレイカーを温存しておくか」

　ジンは選択肢を改めて子供たちに提示する。

「今のあの男はアニメに定められた設定に沿い、忠実に死へと向かっている。もしこのままコアが死んだとしてもリセットが掛けられ、休止状態に入るだけだ。来るべき時がくれば、再び救い主となって降臨する」

　隊員たちの胸の中で種々様々な想おもいが交錯していた。

「俺たちの中でも意見が割れている。ナイトメア・ブレイカーはあくまで保険として配備しておくという意見と、セレン嬢の功績を称たたえて無血の解決を提供すべきという意見」

「後者の意見は主にアンタだがな。親父おやじ」

　ジンがすべての話を終える。アギトは皆に呼び掛けるように一歩前に出た。

「セレンティーナには悪いが、俺は審判ジヤツジメントを温存すべきだと考えている」

　顔には形だけの笑み。瞳には強い意志の光が見え隠れしている。

「もし、おまえたちが望むなら今からあの男を殺してきてやってもいい」

　その物騒な物言いに、エイルンを敬愛する何人かの目の色が変わった。

「ジャッジメントを破壊し、強制的にリセットかけるんだ。そうすれば『新品になって戻ってくる可能性』も出てくるだろう」

　その、物でも扱うような態度に大だい地ちは我慢ならなかった。

「俺たちの隊長を！　物みたいに言うんじゃねえ！」

　アギトの胸倉を掴つかみ、その身体を寄せた。

「事実、物だろ？」

「ぐっぼ！」

　大地は目を見開き、唾を飛ばす。アギトの膝が大地の鳩尾みぞおちに沈んでいた。悶もん絶ぜつした大地の後頭部にアギトはハンマー落としを食らわせる。

　大地が床にしゃがみこむ。

「亜あ賀が沼ぬま先輩！」

「「大地!!」」

　茜あかねが声を上げ、山やま武たけとオルソンが跳ねるように大地に駆け寄った。

「もっとも、次もアレが出てくる保証はないが」

　剣けん呑のんな空気が場に立ち込める。

「悪い話じゃない。うまくいけば、またみんなで楽しくお友達を続けられる。もしもマリスが現れればまた守ってもらえよ」

「そういう話じゃなくて──さ！」

　今度は大和やまとが背後から突きを繰り出す。アギトは首を傾け、避よけて見せた。

「人の神経を逆さか撫なでしないと死んじゃう生き物か、貴様」

　アギトは大和を「フッ」と、鼻で笑い飛ばす。

「フッじゃねーよ」

　月げつ下かの拳げん骨こつがすごい音を立ててアギトの頭に落とされた。

　茜あかねが目を丸くする。月げつ下かはよろめくアギトを睨にらみ下ろしていた。

「毎度、毎度、アンタは頭が高ぇ」

　アギトは笑みを張り付けたまま面を上げる。しかしその目は笑っていなかった。

　水す久く那ながすぐに仲裁に入る。

「ハイ終わり。睦むつ見みもこれ以上、挑発しないで」

　月下と大和やまとが一歩、二歩と下がる。

　すると葵あおいが、高みの見物を決め込んでいるジンに言った。

「あんたはいったい、何がしたいんだよ」

　聞かれてジンはわざとらしいため息を吐つく。

「だからクリスマスプレゼントを渡しにきたと言った」

　ジンはサングラスを取る。すると葵を含め、ジンの顔を見た者たちがギョッとなった。

「君たちに抱くのは感謝……この気持ちしかない」

　ジンは─────────実に穏やかな顔をしていた。

「一〇万の跳躍の果て、俺はやっと姫ひめ子こを解放することができた。この一点に関して言えば、すべて君らのおかげといえる」

　それは決して心の内を見せることのない男が見せた、まごうことなき本心。




《見せてやれサブキャラクター……この物語の主人公は、オマエなんだから》




「あの戦闘でナイトメア・ブレイカーが自己の限界を破れたのは、君たちとの間に絆きずなを結んでいたから。君たちを守るべく、あれは命を燃やしてキングを撃破した」

　ジンは真剣な顔で子供たちに語り掛ける。

「決定事項だからと、ただ押し付ける。それは大人の都合で、俺たちの都合だ。君たちには関係のない話。だから採さい択たくの権利を、君たちに与えようと思った」




「選べ。これは君たちが勝ち取った、俺からの誠意だ」




　まるで教師が生徒を諭すようにジンは語り掛ける。その態度が、隊員たちに刺さった猜さい疑ぎ心しんの棘とげを抜き去っていく。月下が紫し貴きに言った。

「大方の事情は分かった。で、どうすんだい？　司令官代理」

　月下は不機嫌そうに鼻に皺しわを浮かべている。でも先ほどに比べれば、その表情はずっとマシになった。自然と全員の視線が紫貴に集まった。

「隊長さんのこと、秘密にしたのは思うところがあるが、内容が内容だ。そこはいい。で、どうすんのさ」

　月げつ下かはジンの提示した選せん択たく肢しを確認する。

「セレン嬢ちゃんをこのまま行かせるか。それとも隊長さんがまだ生きているうちに二つ目の月まで登ってもらうか」

　全員が息を呑のむ。どちらかを選べばどちらかを失う。これはそういう選択だ。

「あの人の性格を考えれば、断りは───っ！」




　警告音アラート──月下の言葉を遮り、けたたましいサイレンが響き渡る。




『エイルンコード、特別作戦班に告ぐ！　エイルンコード、特別作戦班に告ぐ！　規格外十番テンナンバーの各員は直ちに救援を求む！　ネイバー第七格納庫よりエルフィーナが！　エイルン教導官が無断出撃を画策しているもよう！　繰り返す───！』

　全員に動揺が走る。水す久く那なが苦笑いをして零こぼした。

「とき既に遅しか」

（ホント、期待を外さないのな）

　水久那の中で宿儺すくなが苦笑する。月下は焦燥を滲にじませて再度、紫し貴きに確認した。

「どうすんだ！」

　紫貴は黙考していた。しかし……やがてヒールを鳴らして全員の前に立つ。その顔はどこか、覚悟を決めたように他の者たちには映った。

「生途会長として発するこの命令……皆さんの行動には、私が全責任を持ちます」

　紫貴はあらゆる未来を想定し、それでも責任を持つ腹積もりで言った。

「エイルンコードの各員は─────」

　紫貴の号令を受け、隊員たちは一斉に走り出す。







　第七地下シェルターにエイルンと柔じゆう呉ごの姿があった。

　体育館を丸ごと一つ、収められるほどの屋内スペース。天井には緊急出撃用のハッチ。

　搬送カタパルトに乗せれば、地下鉄を通って第だい弐に富ふ士じの至るところへ搬送できる。

　格納庫中央に鎮座するのは真紅の巨大戦闘機【レ・ファラリカ】──エルフィーナ・ルインレーゼの格納運搬ユニットだ。エルフィーナ自身は控室と称している。

　既にエルフィーナの本体はファラリカの中に収納されていた。

　戦闘機のコックピットに座るエイルン。そんな彼に柔呉が身を乗り出す格好で、シートベルトを巻いていた。

「橘たちばな部長……」

「おまえをバックアップするのが俺の役回りだったし。まぁ仕方ねーべ」

　柔じゆう呉ごの額には汗が浮かんでいる。ここまでエイルンをおぶって走ってきたのだ。格納庫内の温度が低いこともあり、吐く息は白かった。

「操そう縦じゆう桿かん回りはなんとかなるとして、フットペダルはどうすんだ？　推進関係はエルフィーナも足でやってるんだろ？」

「そこは自動操縦でなんとかなる。彼女は俺の機動パターンや癖をすべて記録しているから」

　エイルンは設定入力のため、コンソールモニターを叩たたき始める。そんな彼を柔呉は無言で見つめる。不意に「なぁ。おまえさ」と声をかけた。

「もう……戻ってこないつもりか？」

　エイルンの指が止まる。震えた声に呼ばれるように柔呉の方を向く。柔呉は泣くのを我慢していた。

「っと……勝手だよ、おまえ。突然やってきて、友達になれたと思ったらいなくなって」

　柔呉がコックピットハッチの縁に腕をかけてしゃがむ。糸目から雫しずくが一つ、二つと零こぼれていった。

「またやってきたと思ったら、身体、ぶっ壊れるまで戦って……勝手に人のこと全部忘れやがってっ」

　恨みがましく言う口の端には、涎よだれの気泡が浮かんでは消える。

「なんも俺、おまえに返せてねぇのにっ──これが今生の別れとか」

　その時、柔呉の糸目が大きく広げられた。エイルンが柔呉を抱きしめていた。

「返して、もらったさ」

　エイルンの目尻には僅かな涙があった。

「印ナシと、最初は俺も呼ばれていた。セレン以外、誰も俺を受け入れてはくれなかった。でも、そんな学園内で君は、一番に友達になってくれたじゃないか」

「そんな、もん」

「いつも俺の味方でいてくれた。ずっと君は……俺を助けてくれていたよ」

　柔呉も「くそ！」と抱きしめ返す。回した手でバンバンとエイルンの背を強く叩いた。

「こんなこと言うの、おかしいかもだけど！　どうか、元気でなっ」

　柔呉は洟はなを盛大にすすりながら、身体を離す。

　エイルンは微笑ほほえみながら頷うなずき、ハッチのクローズボタンを押した。すると後方からコックピットハッチがスライドし始める。ゆっくり前へと閉められていく。

「？」

　その最中、柔呉は違和感に気付いた。

「今、学園に来たばかりのコト……おいエイルン！」

　柔呉が驚いて面を上げる。

　半分ほど閉められたガラスハッチの向こう側で……エイルンは笑みを深くした。




「八や雲くもと幸せにな。柔呉」




「!?」

　柔じゆう呉ごが理解に至ったと同時、その身体が突き飛ばされた。

　柔呉が作業用通路に尻もちをつく。すぐに下から突風が吹きあがった。ファラリカが推進系を起動させたのだ。柔呉が跳ねるように起き上がる。

　ファラリカはゆっくりと機体の発進スペースへ進みだす。

　柔呉は作業用通路を駆けた。手すりに身を乗り出し、大声を上げる。

「おいエイルン！　今、柔呉って言ったよな!?　まさか！　オマエ──！」

　駆動音とジェットの音が柔呉の声をかき消す。ガラス越しでエイルンは柔呉に敬礼を送った。その時、エイルンの口は小さく動いていた。

「ソレなんて言った!?　わっかんねーよ！　おい！　おい応えろよ！」

　柔呉がボロボロに泣きながらエイルンを呼ぶ。そのとき、メインゲートが外側から叩たたかれた。

『あなた！　いるんですか！』

[image: ]

　柔じゆう呉ごとエイルンがゲートの方を向く。それは日向ひなたの声だった。

『エイルンさんを止めてください！　行かせてはダメです！　その人は死のうとしてます！　行かせちゃダメ！』

　柔呉は葛藤に、思わず硬直する。不意に戦闘機を操縦するエイルンと目が合った。

　目が合うや、エイルンの口が動く。今度はしっかりと何を言ってるかが分かった。

　行かせてくれ。

　柔呉は反対方向に走り出す。シェルターのコントロールルームに入るや、叩たたくように機器を操作し始める。最後、自分のＩＤカードを通した。

　自分の権限で、緊急出撃用の天井ハッチを開放したのだ。上から音が鳴り始める。

　地上から数えて一〇層の隔壁ハッチが開く。最後は第七地下シェルターの天井に大穴があいた。柔呉がスピーカーをオンにして呼び掛ける。

『行け！　エイルン！』

『あなた!?』

　日向の驚く声がゲートの外から聞こえる。エイルンもわずかに表情を強こわ張ばらせた。

『行っちまえ！　行っちまえよバカ野郎！』

　柔呉は発進許可のスイッチを断腸の思いで……今、押した。

　開口ハッチの信号ランプが赤から緑になる。

『行っけぇえええええぇ！』

　柔呉の絶叫と共にファラリカがジェットを点火させる。

　天へと飛び立っていく勇者たち。柔呉はコンソールルームの外に出て力なく、それを見送る。見えなくなると脱力して床に伏した。

　顔をくしゃくしゃにし……我慢していた感情を発露する。

『ゲート！　破壊します！』

　轟ごう音おん。ゲートが爆炎と共に吹き飛ばされる。シェルターに入ってきたのは、ハリネズミのように火器を装備したグラン二号だった。

　グラン二号──グランヴォルカンの上半身となる日向の専用機だ。

　単眼の砲手は、その一つ目を柔呉に向けた。

『どうして!?　なんで行かせちゃったんですか!?』

「……うるせぇ」

　柔呉は目元を乱暴に拭いながら言う。ポロポロと涙がこぼれては床に落ちていった。

『友達だったんでしょ!?　行かせたくなかったでしょ!?　なんで、気持ちと反対のことをするの！』

　日向は半ばヒステリー気味に糾弾する。柔呉はおぼつかない足取りで立ち上がった。

「だから……うる、せぇって」

『もう二度と会えなくなるんですよ!?　あなた言ってたじゃない！　せめて最後くらいは──！』

　柔じゆう呉ごが手すりを思い切り叩たたく。音がシェルター内を反響した。




「口、挟むんじゃ──っ、ねぇええぇええ！」




　柔呉は鬼の形相で日向ひなたを叱りつける。

「女にはわからねーよ！　絶対ぇに！　理屈じゃねぇんだよ、これは！」

　我慢ならないのか手すりをもう一度ぶっ叩く。

「男ってのはなぁ！　どんだけ理屈に合わない、馬鹿なことでも！　腹ぁ、くくってやらなきゃいけねぇときがあんだよ！　わかりもしねぇで割り込んでくんな！」

　グラン二号のコックピットで、日向が喉奥から声を漏らす。怒鳴られたことに驚き、涙が浮かんだ。日向もまた感情的になって言い返してしまう。

「じゃあ！　男の身勝手で泣かされる女の気持ちはどこへ行けばいいんですか！」




　エイルンとセレンの進退をめぐり、仲間たちの想おもいがぶつかり出そうとしていた。






Ⅵ　君に生きてほしい









　地上の戦せん騎き装そう第一格納庫では、オルソンと山やま武たけの声が行き交っていた。

『山武！　大だい地ちは！』

『もう出発してる！　早すぎだぜ、うちの隊長様はよ！』

　スター小隊の機体は発進ゲートに一番近い中央レーンだ。既に大地の風神カスタムの姿はなかった。山武機やオルソン機のハンガーでは、機体の足元なり作業階段で、整備部員たちが制止を呼び掛けている。

『邪魔だどけ！　スター03出撃する！』

　両肩にジョイントされていたハンガーボルトが外される。一二・七メートルの巨人が一歩を踏み出した。蜘く蛛もの子を散らすように整備部員たちが距離を取る。

　ブルーカラーの痩身。しかし胸部や四肢の各部ユニットはマッシブにデザインされている。頭部に『三』の漢字ペイント。同じくオルソン機には『蒼あお』、大地機には『星』だ。

　二つ目アイカメラはエースの証あかし。スター小隊の風神カスタムが出撃する。

　山武機が屈かがむ。壁際に置かれたトラックサイズのコンテナに手を伸ばした。山武機の手の平が一瞬、赤に光る。機体の電磁波を感知し、蓋が自動的に開いた。

　中にはリキッド燃料のソケットが三基収められていた。そのうちの二基を取り出し、一基をオルソン機に渡す。

『ウイングダストじゃファラリカのトップスピードには到底届かない！　発射してから一分が勝負だ！　最悪、しがみついてでも総隊長を止めるぞ！』

『おうね！』

　オルソン機がリキッドを受け取る。はめこむように腰後ろに挿入した。

　拡声器で一人の整備部員が二人に呼び掛ける。

『江え藤とう部員！　前まえ田だ部員！　出撃命令は受けていない！　無断出撃になるぞ！』

『緊急事態だ！　おら離れろ！　踏み潰すぞ、早く早く！』

　山やま武たけ機が方向転換、ゲートに向けて歩き出す。続いてオルソン機も。

『スター03、風神カスタム！　出るぜ！』

『スター02、風神カスタムもよ！』

　まず山武機が脹脛ふくらはぎにあるスラスターを点火させる。徐々にスピードを乗せ、山武機がゲートを飛びだした。背中から滑空翼を出し、飛行に切り替えようとした瞬間だ。

『『!?!?』』

　山武機の足首に鋼鉄のワイヤーが絡みついた。

『んぅん!!』

　スピーカー越しで上がるうめき声。

　ハンマー投げの要領でワイヤーに繋つながれた山武機が放られる。

『ぐあぁぉ！』

　山武機がグラウンドを二転、三転と転がった。整地用のローラーを壊し、山武機がグラウンドに沈む。オルソン機が自走でゲートの外に出た。

『山武！』

　グラウンドで山武機がゆっくりと起き上がる。その頭部を持ち上げ、奇襲者にカメラの映像を合わせた。

『おいクソ馬鹿野郎っ──これはいったいなんの真ま似ねだ』

　山武に遅れ、オルソンもまた奇襲者の正体に気付いた。

「なんで？」

　ワイヤーが蛇みたいにしなる。鋼鉄製の縄が巻き取られ、上腕部へと収納された。

『どういうつもりだ！　大だい地ち！』

　山武の怒号が響き渡る。山武機の発進を阻害したのは大地の風神カスタムだった。

『行かせて、やれっ、山武、オルソン』

『『ハァ!?!?』』

　大地はスピーカー越しで、声を詰まらせながら言う。オルソンは狼ろう狽ばいした。

『大だい地ち、ちょっと何言ってるかわからないよ』

『おまえ、ちゃんと話聞いてなかったのかよ！　総隊長は死にに!?　おま！　何言ってんだ!?』

　スピーカー音が割れるほどに山やま武たけは声を裏返す。大地は努めて冷静に言った。

『これは、もう……命令とか任務とか、そういうんじゃねぇんだ』

　コックピットでは山武が目を丸めていた。

「ハァ？　ちょ───っ、ハァ？」

　思考がまとまらない。怒りばかりが先行していた。

『これはあの人の言う、信念を守るための闘いなんだ』

「いやもう、そういう話してる場合じゃねぇだろ」

　一秒が惜しいのに。無用な一言を言わせる状況が苛いら立だちを増大させていく。

『俺たちが命懸けで意地を通すように、あの人は自分の信念に殉じようとしている。それを応援できないで俺らはなんのための舎弟だ』

　真っ赤になっていた山武の顔から熱が消えた。頭に上っていた血が全部下がったかのように。沸点を通り越し、山武は途端にどうでもよくなった

『じゃあもういいわ。俺らだけで行くから、お前は先に始末書でも書いてろよ』

　冷めた声には侮蔑の色が含まれる。山武機が学園の外に機体を向けた瞬間、校庭に何発もの銃弾が撃ち込まれた。

『………………あ？』

『行かせねーって言ってんだよ』

　大地機の構えたスイートビーから煙が上がる。

　オルソン機が慌てて、山武機に向けた銃口を下げさせた。

『大地！　山武も！　止やめるよ！』

　大地機がオルソン機の手を振り払う。スラスターを点火させてジャンプ……山武機の前に降り立った。

　それをコックピットモニターで見る山武──怒りで鼻孔が痙けい攣れんしていた。

「おまえ、さぁっ」

『俺は頼んでんじゃねぇ。命令してんだ』

「さっきからさ。なに、おまえ？　俺の方が強いから、みたいな空気だして』

　山武機が操そう縦じゆう桿かん・横にあるスイッチを親指で弾くように上げる。機体にマウントされている武装の安全装置セーフテイが外された。

　するとメインモニター横に、大地の顔映像が表示される。大地は目を据わらせ、一言を返す。

『事実、そうだろ』

「そう──────────かよっ！」

　山やま武たけが操そう縦じゆう桿かんを引く。山武機が後方へと飛び、アサルトライフルを抱えた。

　大だい地ち機と山武機のドッグファイトが始まってしまう。

　二人が闘い始めてもオルソンは動けなかった。

『僕、どうしたらいいね……総隊長』

　オルソンを他よ所そに、山武と大地の怒号が学園中に響き渡った。







　氷ひ室むろ義塾の地下には広大な軍事設備が広がっている。敷地面積にして、山一つ分だ。山の腹をくりぬき、基地に造り変えたといえば想像がつきやすいだろうか。

　地下設備にはネイバーの格納庫も含まれている。地下二〇階に造られた格納庫は予備を含めて全部で五つ。その一つにネイバー【明みよう星じよう】が格納されていた。

『エイルンさんがネイバーで、セレンさんの身代わりに……？』

　音声通信先の恋華レンフアは愕がく然ぜんとした声を漏らす。彼女と通信するのは大和やまとだ。

　ここは明星のコックピット。正面には操縦桿の代わりに、鞘さや上の起動ユニットがある。

　大和は日本刀・フツノミタマで掌てのひらを切る。刀身に赤い血が伝った。

　そして刀をユニットの挿入口へ──

「おまえと明星をつれてきて正解だった」

　チンと、刀が起動ユニットに収まる。大和の正面に鎧よろいのモニュメントが降ってきた。鎧の目の部分が光ると大和の意識は明星に吸い込まれる。

　同体人機──明星独自の操縦システムである。フツノミタマは明星の起動キーで、起動を果たすことによって明星は搭乗者の身体に変わる。

　ネイバー７番機【明星】──全長二〇・五メートルの人型決戦兵器。

　白銀の全身鎧を纏まとったかのようなデザインだ。アイカメラが起動を示す緑に光った。明星は地表へと続く昇降カタパルトの方へ向かう。

　大和が話す少女・明ミン恋華は明国の国家元首だ。大和にとっては生まれて初めての恋人でもある。大和が第だい弐に富ふ士じに行くと聞き、後をついてくると聞かなかったのだ。

　万難に対応できるよう、たまたま明星で来たのが功を奏していた。

『七刀の機体搬出システムは義塾のデータを基に作ったものだ。扱いはだいたいわかるだろ』

『待ってくださいね……えと、よし！　予測進路でました！　エイルンさんのファラリカは21番発射孔を通り、このままいけばＤ１ブロックの上空に出るもよう！』

『お利口だ。出口はなるべくその付近に設定してくれ』

　明星が壁に背を向ける格好でカタパルトに立つ。危険を促す、赤ランプが点滅を始める。カタパルトがゆっくりと壁にむけて動き出した。

『いいか恋華レンフア。これは明ミンの政治的判断であり俺の判断だ。氷ひ室むろ義塾の政とは無関係のところにある』

　発射カタパルトが壁際へ到着する。すると明みよう星じようの頭上に一〇層分の発進ハッチが左右に開いていった。

『分かっています。紫し貴きさんたちへの配慮ですね。お優しいんですから。エイルンさんのこと、絶対に助けてください』

　大和やまとがコックピットでグローブを締め直す。すると大和の視界──明星が見る光景の右端──に映像が映し出された。

　それはファラリカの予測進路と、発射時の高度計だ。

　大和の耳に恋華の声が届けられる。

『助走を含めても明星の跳躍ベストは二一五・九メートルです。その高度限界に達する前にファラリカを捕まえるしかありません。大和、できますか？」

「公務のときは影帝と呼びなさい。まぁ……雑な上に無む茶ちやな注文だが、それしかないか」

　コンソールルームでは恋華が光学パネルに指を走らせていた。お忍び外出だったため、私服に丸レンズのサングラス姿だ。先ほどから大臣たちから雨のように着信がかかってきている。恋華は携帯電話の電源を「ごめんなさい！」とオフにした。

「発進ルートは……56番。よし、こっちもよし、ね。うん、間違いないですね」

　光学マップ上に引いた明星の発進ルートを指でたどって確認する。念のため三回確認した。恋華は通信マイクのスイッチを入れる。

『ルート確立完了。ネイバーNo.07「明星」──発進七秒前。七・六・五・四・三・二・一……どうぞ！』

　全力でパチンコのゴムを弾くように、カタパルトが真上に射出される。

『ぐぅうぅうう！』

　高速運搬される明星に強いＧがかかる。




　繁華街の一角──道路を挟んで床屋・不動産屋・喫茶店と、商店が林立している。

　突如、道路が左右にスライドを始める。四方一〇メートルの発進孔が生まれた。

　次の瞬間、明星が真上に飛び上がった。そのまま自由落下で道路にヒビを入れる。接地の衝撃で床屋の窓ガラスが割れた。明星がしゃがんだ格好で天を見上げる。

『く！』

　地上から天に向け、一直線に上る白煙──すでにファラリカは空に向けて飛ひ翔しようしていた。

　明星は両手をつき、尻を突き上げる。

『この────っ！』

　クラウンチングスタートで三車線道路を走り始める。ひと踏みで道路がせんべいみたいに割れた。

　突如現れた巨大ロボットに、走行中の乗用車が次々と路肩へ停車してゆく。

『邪魔だ！　踏みつぶされたくなかったら道を空けろ！』

　進路上の車は次々と左右に寄った。

　明みよう星じようが道路をめくって爆走する。ビルを横切ればガラスの全面にヒビが入った。走りを辞めなかった車が風圧で横転する。

『毎度てめーは、そうやってそうやって！』

　二〇メートル超えの鋼のスプリンターが走る。エイルンのファラリカが上げる煙を目印に第だい弐に富ふ士じの街を駆け抜けた。

『面倒ごと全部！　一人で背負い込んで──っ！』

　大和やまとの怒りに同調するように明星のアイカメラが赤に変色した。

　規則的に突き出される大だい腿たい部ぶが盛り上がるように肥大化する。それからの踏み込みはコンクリートの地表を粉々にしていった。明星が十分な助走を経て──




『いい加減にしてくださいよ！』──大跳躍を見せつける。




　まるで打ち上げられたロケットだ。明星はファラリカへぐんぐん近づいていく。

『!?』

　ファラリカのコックピットで不意に警告音アラートが響く。驚いたエイルンの視界に、異変を示す画像が拡大化された。急接近する明星の頭部が映し出される。

「明星!?」

　エイルンが咄とつ嗟さに操そう縦じゆう桿かんを切る。武装を選せん択たくしようとした矢先。

　高速回転する物体が、跳躍する明星の腹に突き刺さった。

『ぐああああああああぁ！』

　明星が街の方へと落下していく。

「七──っ」

　思わず言葉を発しようとして口を押さえる。サーチカーソルが下の様子を写した。謎の物体の発進源を特定する。画像が段階的に拡大された。

　発信源は郊外部の海上付近だ。

　そこにはもう一機のネイバーが、こちらを見上げるように立っていた。




　天に投げた大盾が右手に戻ってくる。

　亀の甲羅を彷ほう彿ふつさせるラージシールド。それらを両肩・両腕に装備する。丸みを帯びた人型のデザイン。

『こんなことになるなら、もっとお見舞いに行けばよかったな』

　ネイバー16番機【ショワンウー】から、水す久く那なの残念そうな声が流れた。

　シート型のコックピットで水久那はエイルンを見送る。ぐんぐんと高度を上げるファラリカを画面に映し、最後まで通信を送ろうか迷った。

　迷いに迷い……野や暮ぼだと思って諦める。その目元が荒々しいものに変わる。併せて身体中の筋肉が少し盛り上がった。もう一人の人格・宿儺すくなが表に出たのだ。

「あんたには感謝しきれないくらいに感謝してる」

　水久那が持つ【二心二技ダブル】の異能だ。これは人格を交換することで身体技能をスイッチさせるという能力である。

　裏の人格、宿儺は敬愛の念を込めて別れの言葉を送った。

「あんたに救ってもらった命で、山ほどたくさん誰かを救うよ」

　するとすぐ、目元が穏やかなものに変わる。身体が僅かばかり縮小した。今度は水久那に変わったのだ。

「どうか……悔いのない選せん択たくを」

　水久那がそう言い、ショワンウーが右腕の盾を地面に置く。それから天へと向けて敬礼を送った。そんな二人は知らない。




　ファラリカのモニターには、敬礼するショワンウーがはっきりと映し出されていた。

「感謝する。ありがとう、二人とも」

　聞こえぬと知ってエイルンはショワンウーに敬礼を送り返す。それからまっすぐ正面を向き、自らの行く末を見据えた。




　ファラリカが見えなくなった後もショワンウーは天に向けて敬礼している。その背後に巨大な人影が現れた。

『…………』

　水久那は無言のまま機体を振り向かせる。立っていたのは怒りに震える７番機。

『何をしてくれやがったっ────この大馬鹿野郎！』

　地の底から響くような、大和やまとの怒りが明みよう星じようから発せられる。







　隊員たちの対立が起こる中、葵あおいはまだ動けないでいた。

「私は今、どうすればいいのかな。緑みどりねぇ」

　愛機を見上げる葵。その言葉は虚空の中に空むなしく消えた。

　鬼の戦せん騎き装そうはハンガーに背を預けたまま直立している。主あるじの命を黙して待つ。

　大だい地ちたちはすでに出撃した。ここに来る前に大和やまとがネイバー格納庫に向かう様子を目撃している。葵あおいは自嘲気味に笑って頭をかく。

「あたし、バカだから」

　親友の命と好きな人の命────どちらも大事だ。選ぶなんてできない。重さを可視化できるのなら見せてほしい。選べるものかと思ってしまう……でも──

「何もしないのが一番楽なのは、わかるんだけどな」

　泣きそうになっている自分を、葵は殴りたくなる。選せん択たくを放棄してしまえと思う反面、それを許せない自分がいる。

　動けない。それが悔しくて、腹立たしくて、でも……動けないのだ。

「なぁ。私はどうすりゃいいんだよ」

　泣きそうな顔で鬼灯ほおずきに聞く。しかし鬼灯は己の分を超えることはしない。

　どこまでも兵器。

　葵が望めばどんな悪鬼も噛かみ砕くだく、万夫不当の鬼武者に変わろう。でも鬼に意思を与えるのはパイロットだ。戦う意味も、征いく先も、すべては葵自身が定めなくてはならない。

　そんな葵のことを飛鳥あすかが離れたところで眺めていた。もう何分もずっとだ。

　パイロットと機体の不自由な関係性。

　エイルンとエルフィーナ。デストブルムとセレン。協調という関係もある。共生という関係もある。でも目の前で繰り広げられる光景こそ、ありふれた人と兵器の関係図。

　人は機械の足をとことん引っ張る。意思など邪魔なだけだ。感情なんてファクターを挟むから機能性が損なわれる。

　ホームセンターに売っている一〇円ネジの方がまだ仕事をすると飛鳥は思う。

　開発者の描く機能性を、パイロットという不純物が捻ねじ曲まげる。

　飛鳥はずっとそう思ってきたし、今でもその考えは変わらない。

（でも、なんでだろう）

　今の葵と鬼灯を見ていると……もどかしいのだが、愛いとおしいとも思ってしまう。

　うまく言葉にできないが、カッコイイと思ってしまう。

　二人と一機。制止した時間に一石を投じたのは別の少女だった。

　仮面を抱えた紫し貴きが足早にやってくる。紫のラインが入った防護服を着ていた。抱えた仮面というのは紫貴専用の思考加速デバイス【アポロニアスγ】だ。

「紫貴？」

「何、阿あ保ほ面さげて呆ほうけてるの？　行くわよ」

　葵の迷いを切り伏せるように、紫貴は凛りんとした態度で言った。

「ハ？　どこに」

　葵あおいははっきりしない。その、ふわふわした態度が紫し貴きを苛いら立だたせた。

「決まってるじゃない！　エイルンのところよ！　時間がないの！　早くして！」

　紫貴が葵の赤いヘルメットを取る。葵の防護服は鬼灯ほおずきの機体カラーに合わせて作られている。赤いヘルメットを葵に押し付けた。葵は力なく、ヘルメットを受け取る。

「でも隊長を止めるってことは──」

　紫貴のビンタが飛ぶ。

　葵は一泊置き、犬歯をむき出しに紫貴の胸倉を掴つかみ上あげる。落としたヘルメットが乾いた音を鳴らして床に転がる。

「なにすんだよ！」

「あなた……このまま別れちゃってもいいの？」

　胸倉を掴み上げられる格好で紫貴は葵に問う。

「私は嫌よ、こんな中途半端な状態っ」

　葵の腕から力が抜ける。紫貴は泣くのを我慢していた。

「気持ちを伝えて、返事ももらえないまま忘れられて……お別れも、気持ちの整理もつけられないまま永遠に離れ離れ。いやよ、そんなのっ」

　葵は打ちのめされたように、その手を放す。紫貴は胸元の乱れを整えた。

「私だって選べない。セレンとあの人のどちらかなんて。でもウジウジしてこのままいなくなられるくらいなら──」

　葵の左胸に紫貴の拳が当てられる。

「盛大にぶつかった後、また考えましょ」

　葵の視界が大きく開いた気がした。しばらくの間を置き、葵は笑みを零こぼす。その顔はどこかすっきりしていた。

「問題、ぜんぶ据え置きじゃん」

　葵が紫貴の左胸に自分の拳を突き付ける。というかパンチした。

「けほ！　バカ、強い！」

「あ、ごめん、つい」

　すると……不意に葵のヘルメットが拾い上げられる。

　飛鳥あすかが拾ったヘルメットを小脇に抱えた。

「ヘイ。お二人さん。それならいいもんあんぜ」

　飛鳥はウインクをし、サムズアップして見せた。







　海上を行き、氷ひ室むろ義塾の領海を出ようとするファラリカ──

　その機影に日向ひなたが照準を定めていた。

　シート型のコックピットは薄暗い。狙撃モードに切り替えると自動的に照明が落ちるようになっている。

　操縦デバイスには銃造形ガンモデルの操そう縦じゆう桿かんがいくつも並んでいる。日向ひなたが現在使っているのはライフル型の操縦桿だ。目元をスナイプゴーグルで覆っている。

「グラン。ごめんなさい。せっかく修理から戻ってきたのに、こんな仕事」

　グランの照準システムは世界最高峰だ。

　高速飛行するファラリカをターゲットカーソルの内に捉えていた。

　日向がグリップ上にある球体ホイールを指でゆっくり回す。ホイールに連動してゴーグル内に表示される、角度計が動いた。

「射角・風速調整……よし」

　日向はダッシュボードから火薬抜きのライフル弾を取り出す。

　単眼の砲手【グラン二号・フレイムパンチャー】は森林に身を隠し、長銃を構える。

　鉛色のペイントカラー。肥大化した両りよう腿ももが特徴的な機体だ。頭部にウサギの耳を思わせるセンサー系を備える。単眼モノアイカメラは現在、一点を見詰めていた。

『スパイクパイク、一番二番、ステーク』

　右みぎ踵かかと・左踵の順番で、鉄てつ杭くいが地面に撃ち込まれる。

『エルフィーナちゃんが眠っている、今の状態なら──いけるっ』

　グラン二号が砲身レバーを引く。五一ミリのライフル弾が銃身に装そう填てんされた。

『狙いは左翼部。墜落しても下は海……いけるわ。絶対に当てられる』

　スピーカー越しの声はどこか強こわ張ばっている。自らを鼓舞するためか。はたまた暗示をかけるためか。日向は自分に言い聞かせるように言う。

『もし死んじゃっても……ナイトメア・ブレイカーにリセットがかかるだけ』

　グラン二号の単眼が怪しく光る。

「睦むつ見みくんも言ってたじゃない……死んだら新品になって戻ってくるかもって。でもワールドガードで眠ってしまったら、その可能性も消える」

　スナイプゴーグルを覗のぞく日向の瞳孔が広がった。

「このまま行かせちゃうよりはいい。きっといい！　また、元気な姿で現れる。だから……これは、正しい選せん択たく。間違っていない」

　汗が一筋、頬ほおを伝う。ライフル弾を奥歯で噛かみ締しめた。トリガーにかけた指先に力をこめる。ターゲットカーソルの照準がファラリカを……中心に捉えた。

『今！』

　日向の目が開かれる。グラン二号のスナイパーライフルが火を噴く。

『っ!?』

　日向の呻うめき声ごえが上がった。マズルフラッシュが上がったと同時、銃の先を何かが掠かすったのだ。わずかに銃口の向きを変えられた。

　日向ひなたはスナイプゴーグルを覗のぞき込んだまま、身を乗り出す。ファラリカの後部装甲に火花が上がる。機体は体勢を崩したが、装甲を擦こすっただけだった。

「誰！」

　日向はゴーグルを外し、メインモニターの映像を見直す。グラン二号の下方には、邪魔者の姿がしっかりと映っていた。

「伍いつ橋はしさん！　なんで！」

　日向の狙撃を邪魔したのは月げつ下かの専用機【グラン三号ファイヤーキッカー】だった。

　牙デザインのカメラ。ゴリラのような両腕に獣のようなフォルムをしている。

　機動戦に特化した戦せん騎き装そうで、合体時はグランヴォルカンの下半身を務める。

　投とう擲てきの格好をしていたグラン三号は上体を戻した。

『男が女のために意地張ってんだ。いかせてやんな』

『くっ！』

　月下の言葉を無視して、グラン二号が次弾を装そう填てんした。それを見て、グラン三号は地面を蹴る。丘を四本脚で駆け上がった。

『ほんと、面白いくらいあんたとは──っ』

　グラン三号が泥をめくりあげた。豹ひようのように跳躍し、グラン二号に跳びかかる。

『意見が合わないね！』

　両者の激突が火花を呼ぶ。二機がもつれるように転げ落ちた。同じく、グラン二号を固定していた鉄てつ杭くいが地面からほじくり返される。

『こ───のっ！』

　日向の裏返った声が上がった。押し倒されたグラン二号はライフルのストックでグラン三号の頭部をぶん殴る。

『あの人がいなくなって、もし──っ！』

　更にもう一発。しかし今度はグラン三号のゴリラ腕に阻まれた。

『もしまたマリスが現れたらどうするんですか！』

　コックピットで月下が口端を吊つり上あげる。アクセルペダルを思い切り踏んだ。

『すがすがしいくらい自分に正直だよ！　あんたは！』

　グラン三号がグラン二号と共に、山道を転がっていった。







　その一方でエイルンは狙撃を警戒しながら、雲うん海かいを目指していた。

「先ほどの狙撃はおそらくっ」

　狙撃の主には見当がついていた。その腕を鑑みれば、まさに九死に一生を得た心地だ。警告射撃の線を疑ったが、それから何もないことが逆に不気味だった。

「はやく彼女の射程外に、無理でも雲うん海かいに潜ってしまえば─────っ！」

　突如、圧し掛かるような衝撃がコックピットを襲う。

『クリスマスくらい大人しくしていろよ働き者』

　ファラリカの前面部に立ち上がった威容──

　四枚の翼に、六つのアイカメラ。漆黒のボディは悪魔を模している。

　ネイバー15番機【アモン】──他のネイバーの力をコピーできる、ネイバーである。

　現在はアトメントの能力をコピーし、次元跳躍を可能にする。

『エルフィーナも、コレを着ない限り大気圏離脱はできない。デカいだけの飛行機なら俺の悪魔デヴイルの敵じゃない』

　アギトの声がコックピットに流れてくる。

『セレンティーナの下に行く気か。その様子だと、オヤジが話したことも覚えているようだな、エイルン＝バザット』

「どけ睦むつ見み！　俺は行かなくてはならないんだ！」

　エイルンは必至の形相で呼びかける。

『たとえ親父おやじの意向でもこればかりは聞けない』

　アモンが四枚のコウモリ翼を広げた。翼の先に紫電が走り始める。雷を呼ぶように、天高く右手を伸ばした。

『お前は新品の状態に戻し、待機状態で取っておく！』

『く！』

　ファラリカの前面装甲ミサイルハツチが開く。弾頭群が顔を出すや、アモンの爪が剣けん戟げきを起こす。ミサイルが誘爆し、ファラリカの前面部が爆発した。

『ぐあああぁあ！』

『痛いのは一瞬だ。運が良ければまた元気になって戻ってこれる。だから、今はおとなしく殺されてろ！』

　アモンがファラリカの装甲へ、思い切り足を沈める。ボディが曲がるほどの陥没痕が生まれた。その間、アモンの招雷は最高潮を迎える。

『終わりだ』

　ベニミカヅチが起こす稲いな光びかりが、周囲を赤と黒に染め上げた。

『なにやら穏やかではないな』

　通信機を介して男の声が二人に届けられる。次にジェット噴射の唸うなり声ごえが聞こえた。

『！』




　飛腕剛来──アモンの横っ面を巨腕が殴り飛ばした。




『これは！　星スターの、滑空式飛ひ翔しよう前腕！』

　ファラリカから落ちたアモンの背後へ……さらにもう一本迫る。

『そのようなダサい名では───ない！』

　飛んできた腕がアモンの顔を鷲わし掴づかみにする。一方で殴り飛ばした方の腕がターン……アモンの足を掴んだ。飛翔する二本腕はアモンを海へと引きずりこむ。

　一部始終を見ていたエイルン。不意にコックピットモニターに茜あかねの顔が映り込んだ。

『今のうちですエイルンさん！』

「陽ひ葉ようか！」

　茜はエイルンの進路を確保すべく動いていた。

『先ほど特務とデストブルムを乗せたシャトルは種たね子が島しま宇宙ステーションからワールドガードに向けて発射されました！　軌道上から算出したエンゲージポイントを、何候補か送信します！』

「どうして」

　エイルンが怪け訝げんそうに聞く。茜は仕方なさそうな苦笑を浮かべていた。

『もう覚えてないのかもしれませんが……あなたの信念わがままに振り回されるのが、わたしの仕事でしたから』

　エイルンが沈痛の面持ちになる。茜は辛つらそうに笑顔を作って見せた。

『ハハ。私、ダメンズがタイプなんですかね。エイルンさんみたいな危なっかしい人、やっぱり放っておけないや』

　茜は涙を指でぬぐう。思わずエイルンは何か言おうとして、その口を噤つぐんだ。苦しそうな表情で眉を寄せる。

「迷惑を、かけるっ」

　血を吐くような一言を返す。その反応を見て茜は少し眉を開いた。

『なんだか今の反応、昔のエイルンさんみたい……。さぁ！　殿下がアモンを押さえているうちに。──っ！』

　茜が何かに気付く。すぐに接近を示す通知音が鳴った。

「このスピード！」

『それに、この反応……』

　急接近する機体が一機。コックピットモニターに当該機が拡大表示される。

『ごめんなさいね、茜！　今回は私たちも好きにさせてもらうわ！』

『そーいう、こと！』

　紫し貴きと葵あおいの声だった。

　オニガシマブースターと連結した鬼灯ほおずきがファラリカを猛追していた。







　オニガシマブースター。鬼灯ほおずき専用の強襲用推進ユニットだ。片道の弾丸輸送しか考えられていないが、そのスピードは折り紙付きとなる。

　ファラリカを猛追するオニガシマブースターが飛鳥あすかの光学ＰＣに映っていた。

「女の執念、怖こえー」

　飛鳥が苦笑する。ここは戦せん騎き装そう格納庫に間借りして造った飛鳥の作業スペースだ。飛鳥は二枚のデスクトップ画面を閲覧しながら光学キーボードをたたく。

「ふーん。ファラリカさえ脱がしちまえば、エルフィーナちゃんは大気圏離脱ができなくなるのか」

　ネットで検索しているのはエルフィーナについての設定情報だった。

「相手はキングをぬっ殺した、一分の一アニメキャラだからなー。正攻法にやったら勝ち目はないか」

　飛鳥は両手の指を鳴らして威勢をつける。

　光学キーボードを一つから二つに増設した。乱打するようにキーボード上に指を走らせ始める。

「んん？」

　キーボードを叩たたきながらふと思った。

「でも僕なんで、こんなに二人のこと、協力してるんだろ？」

　面白そうだから。それももちろんある。でもそれだけじゃないような気がした。それ以外にも動因が潜んでいるような。

「二人の恋の応援？　ねーな。だとすると……」

　作業台の端に一つのボタンが現れる。飛鳥はそれに指を伸ばしながら「あ」と気付いた。

「そっかボク、エイルンにいなくなってほしくないんだ」

　飛鳥は『[image: ]マーク』のボタンを押した。




　ファラリカのコックピットでエイルンが血相を変える。

「なんだ！」

　モニターの外枠が突如、赤く点滅を始めたのだ。計器メーターの針が振り子のように揺れ始める。画面上のいたるところで異常な数値が表示された。

『にゅふふ。その空域はまだ、電装系の妨害テリトリーの範囲なんだにゃぁ』

　モニター上に飛鳥の顔がアップで表示された。

『そう簡単に逃げられると思ったら大間違えざますよ！　エイルン＝バジャット！』

「伏ふし見み！」

　エイルンが驚いて名を呼ぶ。飛鳥あすかは面食らった。

『ありー？　ボク、エイルンのお見舞い、一回しか行ってないよね。そのとき、自己紹介なんてしたっけ？』

　飛鳥が不思議がる。エイルンは思わず片眉を顰ひそめた。

『まーいいや！　ということでエイルン！　オニャノコ二人も泣かせた罪で撃墜させてもらうよ！　手違いで殺したらごめんね！』

「なめるなよ！」

　エイルンは操縦席の横にあるキーパッドに高速で入力を始める。

『はにゃ！』

　フレームランプの点滅が止まる。異常指数を示していた計器群もすぐ大人しくなった。エイルンの処置でエルフィーナの電装系全般は回復していた。

「エルフィーナにこういう妨害手段は通じないよ」

『あそ。じゃあパイプ椅子攻撃』

　飛鳥が画面の向こう側でボタンを押す。

　モニター画面いっぱいに裸の爆乳女性が表示された。

「うお！」

　エイルンが誤って操そう縦じゆう桿かんを倒す。機体が大きく傾いた。

　ビキニ（巨乳）、バニーガール（爆乳）、体操服（極乳）、etc.etc…………。

　数百枚というエロ画像の爆撃だ。エイルンは顔を赤くしながら、大きな動きでメインモニターを払う。エロ画像がまとめて削除された。

　画像に埋もれていた飛鳥の顔映像が再び表示される。

『まーこんなもんかな？』

　飛鳥は頭の後ろに手をやり、すっきりしたような顔になる。

『じゃー後悔のないようにね。二人とも』

　そう言って映像通信を切る。するとまたコンソールが通知音を鳴らした。

「っ！　しまった！」

　エイルンは遅れて気付く。メインモニターに、後方の様子が表示された。

『あと、もうちょっと──！』

　紫し貴きの声が届く。オニガシマ─ブースターはぐんぐん距離を縮めていた。







　その一方──

　持ち上がった海水が滝のように流れ落ちる。アモンは海上にその上半身を起こしていた。

『デストブルムに代わって、あなたさまが島に来ていたのは存じ上げておりました』

　海を挟んで対たい峙じするのは純白の聖鎧士パラデイン。

　金色のオーラを全身から発する。冠の意匠に、重騎士を彷ほう彿ふつさせる多重装甲。絢けん爛らん豪ごう華かな装甲飾りが眩まばゆい光を放っている。その貫かん禄ろく、威圧はまさに『王』。

　ネイバー17番機【バルゴ・ティアーズ】──欧州最強のネイバーだ。

『少々、お戯れが過ぎるのではないですか？　殿下』

　コックピットモニターにアギトが映像通信を送る。バルゴ・ティアーズのネイバーフッド、クリストファー・Ｈヘンリー・ウィルは快笑した。

「つれないことを言うな、黒き騎士よ。二度も同じ死線を潜くぐり抜ぬけた仲ではないか」

　金髪碧へき眼がんの美青年。その身分は現イギリス王室の皇太子殿下である。

　バルゴ・ティアーズのコックピットモニターに茜あかねの顔が表示された。クリストファーに出撃を要請したのは外ならぬ茜だった。

『殿下、本当に申し訳ございません』

「ハハハ！　よい、よい。貴公と余の仲だ、存分に頼るがいいさ」

　クリストファーは一しきり笑ったのち「さて」と操そう縦じゆう桿かん脇のスイッチを絞った。

　バルゴ・ティアーズの身体から立ち上る金色の靄もやが倍増する。

【アームズエナジー】──バルゴ・ティアーズが生み出す流体燃料だ。それはエネルギーであると同時に武器でもある。

『第だい弐に富ふ士じにバカンスに来ていたら、かの英雄殿を狙う不届きものと相対、誅ちゆう罰ばつを下した。それだけの話』

　バルゴ・ティアーズが大きな一歩を踏み出す。

『さて黒き騎士よ。申し開きはあるか』

　巨腕を掲げ、クリストファーは悪魔に問う。アモンは恭しくバルゴ・ティアーズにお辞儀をして見せた。

『ございません。詳細は明かせませんがあの男を殺そうとしたのは紛まぎれもない事実です』

『そうか。あとそなたは我が国の臣民ではない。堅苦しいのはなしにしよう。思ったことを申してみよ』

　アモンが下げていた首を上げる。




『ではお言葉に甘えまして……部外者がよくもやってくれたな』




　アモンから漏れたのは──真に迫った、怒りの声。

『……茜よ。我らはどうやら虎の尾を踏んだようだ』

『ハイ。けどその人の境遇を察すれば、仕方がないとも』

　バルゴ・ティアーズは右肘を引く。力を溜ためるように上体を下げた。

『事情は知らん。だがそなたの正義に余は泥を塗ったのだろう。ならば、全力で受け止めるのが道理』

　バルゴ・ティアーズの右肘からジェットの炎が上がる。

『あんたが思っているよりずっと、この問題はデリケートで、根が深い』

　アモンの翼に紫電が走る。上体を下げ、臨戦態勢を取った。

『だからもう出しゃばるな』

　アモンの六つ目が紫の軌跡を作る。同時、バルゴ・ティアーズの鉄拳が火を噴いた。

『っ!?』

　屈かがむように身体を沈めたと思った一瞬、アモンが空間から消えた。瞬間移動だ。

　バルゴ・ティアーズの放った剛弾が空を切る。

　次に激突音が鳴り響く。王の両肩に悪魔の膝が落とされていた。

『何が何でも俺は、この計画を完遂させなければならないんだよっ』

　バルゴ・ティアーズの頭部を両りよう腿ももで挟み、アモンが爪を振り上げる。

『殺してしまっても謝罪はなしだ！』

　しかしバルゴ・ティアーズも引かない。アモンを乗せた状態で左の拳を絞った。

『その意気や──良し！』

　大悪魔と聖鎧士パラデインのゴングが盛大に打ち鳴らされた。







　オニガシマブースターは通常、管制室からの遠隔制御で目的地まで送る。

　しかし現在は紫し貴きが乗り込み、マニュアル制動でブースターの舵かじ取とりを行っていた。

　紫貴が仲間たちに下した命令は『後悔のない選せん択たく』をすること。

　二人もまた、自身の心に従っていた。

　薄暗い簡易コックピットにモニターの類はない。紫貴の被かぶるアポロニアスγに直接、外の映像が投影されている。

　紫色の仮面からは、何十という配線が伸びて機体と繋つながれていた。

『母よ。本当にいいのか。これは人間でいうところの死ぬ量だぞ』

「遠慮はいらないわ。ぶっ放しなさい！」

　弾丸飛行する楔けつ状じようのロケットブースター──その前部装甲が波のようにめくれた。

　二〇本の小型弾頭を直上に波状発射、ミサイルは向きを変えてファラリカを追う。

　白い煙を伸ばしながらミサイルが迫る。ファラリカからエイルンの声が上がった。

『くっ！』

　ファラリカは機体を傾けながら左へ……併せて底面部が割れる。

　現われたのは二門砲だ。砲身が真ん中で割れるようにスライドする。中からドラム状のシリンダーが露出した。虹色の光を発し、回転を始める。

　二門砲は光のマシンガンを吐き出した。

　爆裂の連鎖が空中で起こる。爆風がファラリカのコックピットを揺らし、エイルンが苦く悶もんの声を上げる。すると音声通信で紫し貴きが話しかけてきた。

『前々からずっと言いたかったけど……あなたって本当に勝手。人の深いところまで入って来たのに、こっちの気持ちもお構いなしにまたいなくなろうとしてる』

　エイルンは汗を流しながら操そう縦じゆう桿かんを右へ立て直す。減速した分を取り戻し、二人を引き離そうと試みる。しかし、そんなエイルンの心中を読むように。

「っ、また！」

　ミサイルが再び横から迫る。迫りくるミサイルにターゲットカーソルが合わせられた。

　エイルンは即座にトリガーを絞る。光弾が正射され、ミサイルが撃墜された。このように、加速しようとすれば容赦ない砲撃が襲ってくる。

　おかげでどんどん距離が詰められていた。

　エイルンが迎撃するか迷っていると、モニターの右端に紫貴の顔が映し出された。

『ねぇエイルン！　私の気持ちとかもちゃんと考えてよ！』

「生途、会長」

『こっちは全然整理がついてないの！　あなたの正体とか、セレンがいなくなることとか！』

　映像に映る紫貴──その仮面の隙間からは涙が流れていた。

『自己完結しないでよ、バカ！　こんな状態で、どうやって気持ちに整理をつけたらいいのよ！』

　エイルンは針の山で心を突つつかれているようだった。

『朴念仁！　人が……人がどんな思いであなたに告白したとっ……。帰ってきたと思えば勝手に全部忘れて、しかも余命一年ですって!?　ざけんじゃないわよ！』

『母……』

（九、重）

　その名を呼びたくても、声にならない。否……できない。

　なぜなら、聡さとい彼女はきっと気付いてしまう。

『なんとかしてよ！　あなたエイルンじゃない！　エイルン＝バザットでしょ!?』

　紫貴の慟どう哭こくは続く。彼女のソレはただのわがまま……しかし、言っている当人が一番理解している。それでも、なんとかしてもらいたい乙女心だった。

『いつもみたいにみんなを笑顔にしてよ！　大丈夫って笑いかけて安心させてよ！　みんなが幸せになる一二〇パーセントの回答をちょうだいよ！』

　エイルン＝バザットが示し続けてきた奇跡……夢を見せた者の責任だった。

　かっこいいヒーローであってほしい。

　魅せた分だけその期待は、知らぬところで膨らんでいく。紫し貴きの感情もまた、切り分けて考えられない期待の裏返し。

　恋する人への。愛するヒーローへの。身勝手で一方的な要求だった。

『私、こんなエンディングなんてヤダ。ドール・ワルツ・レクイエムみたいのがいいよぉ』

　エイルンは言葉をなくす。血が出るほど唇を噛かみ締しめ……強い葛藤の果て──己おのが感情を噛かみ殺ころして紫貴に言った。

『生途会長。君との過去に何があったかは知らないが。これ以上、こちらの任務を妨げるようならば撃墜する』

『！』

『エイルンさん!?』

　通信を聞いていたのか、茜あかねの顔映像も紫貴の下側に映し出された。

『きゃあ！』

　紫貴の悲鳴が上がる。ファラリカのレーザーがオニガシマブースターの前面装甲を融解させていた。エイルンは毅き然ぜんとした態度で警告する。

「これは脅しではない！　二人とも島へ帰るんだ！」

『そんな……』

　エイルンの冷たい表情に紫貴は言葉を無くす。しかし、エイルンの正面に今度は葵あおいの顔が映し出された。葵の表情は静かな湖面のように落ち着いたものだった。

　ゆっくりと瞼まぶたが開けられ……その大きな瞳がエイルンを覗のぞき込む。

『紫貴、ありがと。ここまで運んでくれて』

　エイルンは思わず固唾を呑のむ。蓄積した経験と、本能が警鐘を鳴らしていた。

『あとは私はやる』




　こんな顔をしたときの一いちノの瀬せ葵は……恐ろしいほど強い。




　デストブルムを乗せたスペースシャトルは成層圏を無事超えていた。

　虚空の宇宙に星々の瞬またたきが広がる。母たる地球はどこまでも大きかった。

　ゆっくりとワールドガードを目指すシャトル。

　その中に搭載されたデストブルムのコックピットで、セレンは写真を眺めていた。

　すでに酸素供給が行われ、ヘルメットなしでも機内を移動できる。しかしセレンはデストブルムの外に出ようとは思わなかった。

　フォルダ分けした写真をアルバム機能で閲覧する。

　セレンはその一枚一枚を大事に見た。

　自分が雷らい鳥ちようの肩もみをしているもの。機兵部のバーベキューに呼ばれたときのもの。葵あおい・紫し貴き・セレンの三人で風呂上りにコーヒー牛乳を飲んでいるところ。

　見ればそのときの思い出が喚起される。写真によっては思わず笑いが零こぼれた。

　眺めていると日向ひなたの結婚式の写真が出てくる。

　一枚、一枚見ていくと……ふと、一枚の写真が拡大表示された。

　紫貴と葵に押され、エイルンとくっついている自分の写真──

「…………」

　結局、話せないままここまで来てしまった。これで本当に良かったのか。

　そんな自問と、彼との思い出がセレンの中でない交ぜになる。

　ライトブルーの瞳に涙が溜たまる。涙は雫しずくの玉となってコックピットにいくつも浮かんだ。

「夏なつ樹き」







　校庭に巨大タイヤロードホイールのタイヤ跡が縦横無尽に引かれている。

　大だい地ち機と山やま武たけ機が激しくぶつかり合うように接近しては離れていく。

『大地おまえ！　今の事態、ちゃんと理解してんのか!?』

　山武機が横にシフトしながら弾幕を張る。薬やつ莢きようが湯水のように校庭に撒まかれていく。

　対する大地機は、跳躍を織り交ぜながら山武の銃撃から逃れていた。

『このまま行かせたら、総隊長、死んじまうんだぞ!?　二度と会えなくなるんだぞ!?　信念とか意地とか！　もう、そういう次元の話じゃねーだろ！』

　大地機が反転、右手首から鋼鉄のワイヤーを伸ばした。ロープグラップルだ。ワイヤーはしなって山武機のスイートビーを搦からめとる。

　次の瞬間、弧を描いて山武機のアサルトライフルが校庭に投棄された。

『崖から投身自殺しようとしているのが今のあの人！　それを止めようとしているのが俺とオルソン！　そして、それを邪魔しているのが大地！　今のお前だ!!』

　山武機は減速しない。膝部分が下にジョイントし、コンバットナイフが飛び出す。すかさずナイフを逆手に持ち、大地機にむけて投とう擲てきした。

　ナイフは大地機の抱えるスイートビーに突き刺さる。

『っ！』

　弾倉に命中したのか、大地機の脇で小爆発が起こった。

　その隙を山武は逃さない。山武機が、捕まえるように大地機の首に腕を掛けた。

『信念を守るための闘いだから行かせてやれ？　頭膿うんでんのかテメェ！』

　大地機の腹部に膝蹴りが見舞われる。山武機の左膝が潰れ、大地機の腰後ろからリキッドタンクが一基、飛ぶように外れた。

『聞こえは良くても！　おまえが言ってるのは、自殺させてやれって言ってんのと同じだ！　そんなの、できるわけねぇだろ！』

　風神カスタムのコックピットは騎乗型だ。ライダースタイルで機体を操作する山やま武たけ。その目は怒りに燃えていた。

「誰がなんと言おうと────俺は！」

　山武は操そう縦じゆう桿かんを最奥に突き出す。山武の動きと連動するように、山武機が右の拳を振り上げた。

『これからもあの人と一緒にいてーんだよ！』

　大だい地ち機の顔面に拳がめり込んだ。

　山武機の右拳も潰れる。大地機の頭部がへこみ、アイカメラが一基破損した。

　コックピットで山武は息を荒らげる。そんな彼に大地が声をかけた。

『なぁ、山武』

　大地の声は静かなものだった。

『俺だって同じ気持ちだ。むしろ、おまえより気持ちは強いはず。でもよ──』

　大地機が殴った山武機の右腕を掴つかむ。残ったもう一つのアイカメラが強く発光した。

『あの人はエイルン＝バザットなんだよ！』







『知ってますけど!?　それがなんなんですか！』

　森に銃撃の雨あられが降り注ぐ。

　グラン三号が飛び跳ねるように山中を移動し続けていた。日向ひなたの弾幕を掻かい潜くぐる。

　付近に砲弾が着弾──大木が根元から吹き飛んだ。

『く！』

　グラン三号も爆風に煽あおられる。追撃の銃弾が後ろ足を掠かすり、装甲の表面を抉えぐった。

　後輪が急速回転、土を噛かんで急発進する。四よつん這ばいでグラン三号はジャンプする。

『打算も裏もなく！』

　グラン三号は一気に、グラン二号までの距離を詰めていく。

『他人の幸せを願える奴やつなんて頭のネジが飛んでるとしか思えない！』

　森の中に潜んでいたグラン二号が咄とつ嗟さに頭を上に向ける。

『胡う散さん臭くさくて気持ちが悪い！』

　身体からぶつかりに行くようにグラン三号が覆いかぶさる。

『くぅううぅ！』

　グラン二号はカノン砲を真横に構えてタックルをガードする。衝撃で長銃の砲身が折れ曲がった。グラン三号の牙目と、グラン二号の単眼がぶつかり合う。

『正義の味方なんてのがいたら、そんなのはただのイカレだ！　でも、そのイカレポンチキが私らの隊長だ！』

　グラン三号の前足がグラン二号の長銃をへし折る。

　後ろへ上体を下げるグラン二号。同時、膝のミサイルハッチが開放された。

『おセンチなんですよ──っ』

　赤い光が瞬またたき、装そう填てんされたミサイルが射出される。

『──考え方が！』

　ゼロ距離で発射されたミサイル。グラン三号はシフト運動から宙返りで距離を取る。

　着弾すれすれのところでミサイルが空を切った。

『なんでこういう間違っちゃいけない局面で感傷を挟むんですか！』

　不発だったミサイルが遠くで爆発し、爆風が二機を煽あおる。グラン二号の単眼はすぐグラン三号を察知した。左上腕の内部からグレネード砲が飛び出す。

『一番の災厄はまたキングが復活すること！　そのときにエイルンさんの力はまた必要になります！　私たちはそれを最優先に考える必要があるんじゃないんですか!?』

　砲筒から赤光が上がり始める。

『エイルンさんを行かせなければ、キングの再来に備えられる！　たとえ死んだとしても、元気になって帰ってくる可能性も残る！　セレンちゃんには申し訳ないけど、どちらが、より多くの人の幸せに繋つながるか分かりますよね!?』

　榴りゆう弾だんが三発、連続で放たれる。その一発がグラン三号の右前足に着弾した。ねじ切れるように肩から右腕が外れ飛ぶ。

『でも今回、私らに降りた命令は「後悔のない選せん択たくをしろ」だ！』

　しかし月げつ下かは怯ひるまない。機体を加速させた。

『だから私は「好きにさせてやる」って決めた！』

　片腕のまま突進するグラン三号……グラン二号に体当たりをぶちかます。

『くぅううう！　なん、で──っ！』

『振り切ったバカは応援したくなる性分だ！』







　ショワンウーと明みよう星じようは第だい弐に富ふ士じの外周・海岸近くで対たい峙じしていた。この周辺は演習場区画となっており、他の機影はない。大和やまとが水す久く那なに問う。

『ことの重要性を考えれば分かるだろ。金髪には申し訳ないが、再度キングが現れてしまったときに備えて、エイルンは……ナイトメア・ブレイカーは地球に置いておくべきだ』

　諭すような口調。しかし声音に重い感情が見え隠れする。

『大和ってさ。そういうところ狡ずるいよね』

『……どういう意味だ』

　大和やまとの心中を水す久く那なではなく宿儺すくなが言う。

『正論の中に自分の欲望を隠すとこ』

　ショワンウーは両膝に手をつく。顔を覗のぞき込むように身を屈かがめさせた。

『「僕はどうでもいいんだよ？　でもこうしたほうが皆のためだよね？」ってよ……角が立たないように我を通そうとする。小悪党だよなー』

『……話のどこにそんな要素ありましたかね？』

　声をわずかに震わせながら明みよう星じようが一歩を踏み出す。今度は水久那が言った。

『素直に言えばいいじゃん。これからも一緒にいたいって。誰よりも頑張ってきたあの人に幸せになってもらいたいって』

『だからっ！　これはもう、個人の意思を尊重できる余地なんて──っ』

　明星が手を真横に向ける。その様子を見るやショワンウーが姿勢を戻す。

『もういい』

　吹き荒れる突風の如ごとき、旋回音。

　弧を描いて四〇〇トンの背負い太刀が猛スピードで明星の方へ飛んでくる。

『どけ』

　すごい音を上げて曙あけぼの丸まるが明星の手に収まった。

『睦むつ見みを連れて追いかける。問答の時間さえ惜しいわ』

　空気が灼やけつく。明星が刀を得たことで一触即発の緊迫感が流れ始めた。

『ほんと、分かってないよね』

　ショワンウーが肩を揺らし、ゆっくりと歩き始める。

『あの人はどちらかといえば僕たち側だ。大和が真の意味であの人を理解することはできないよ』

　城が歩いてくるような重量感……そして威圧感。

　水神は戦神の間合いに、その足を踏み入れる。両者が至近でにらみ合った。

『初めからなんでも持っていて、自分のことが大好きな……君にはね』

　刹那、明星のアイカメラが強い光を放つ。

『！』

　明星が勢いよく太刀を振りあげる。同時にショワンウーが真後ろに背中を倒した。

『隙ありぃ！』

　明星の腹部にショワンウーの蹴りが叩たたきこまれる。明星の踵かかとが地面をほじくり、蹴りの衝撃に耐えた。しかし水久那は甘くない。更なる追撃が明星を襲う。

　明星の視界が接近した物体によって塞がれる。

『ぐぅううぅ！』

　全重の乗せられた盾が、明みよう星じようを正面からぶっ叩たたく。明星は盛大に後方へ吹っ飛ばされた。後頭部から地面に落ち、バウンドする。

『くそ！』

　地面を転げながら明星が刀をぶん投げた。

『！』

　大旋風を起こして刀の形をした鉄塊が回る。ショワンウーは両手の盾で咄とつ嗟さにそれを防いだ。ただ刀を弾く。それだけで抜群の安定性を誇るショワンウーが片膝を折らされる。

『じゃあお前はあいつの気持ちが分かると？　そりゃ陰キャの発想だ！』

　明星が走り出す。呼び戻した刀をキャッチし、空竹割りを見舞う。

　最強の矛と、最硬の盾がぶつかった。激突の衝撃が五〇〇メートル四方の地面をめくりあげる。宿儺すくなの怒号が火を噴くように上がった。

『わかるんだよ！　底辺がスタートで！　たった一つのできることにすがり──っ』

　ショワンウーが右の盾で刀をそらす。刃が吸い込まれるように地面に沈んだ。

『その一つにすがることでしか自己を肯定させる術すべを持たない！』

　ショワンウーがバネを利かせて勢いをつける。前傾姿勢の明星の頭に盾を振り落ろした。

『君は最初から全部もってたじゃないか！』

『ぐぼ！』

　明星が顔面で土を掘る。その腹を蹴り上げ、浮かんだところにショワンウーは容赦なく盾を落とす。

『家も！　容姿も！　あふれんばかりの才能も！』

　猛火もたじろぐ猛攻。ショワンウーが鈍器を振るい続けた。

『ヘキサになって地獄を見た？　何でもできる才人が不幸人気取るとか、笑わせないでよ！』

　ただ盾で殴る。殴る。殴りまくる。その言葉に、その一撃に、嫉妬の泥を纏まとわせて。

　熱い息を漏らすように、首周りの排熱孔から熱風が噴き出される。無理な関節運動で金属の軋きしむ声が上がった。でもショワンウーは殴るのをやめない。ショワンウーは重さ一五〇トンの動く城塞だ。戦せん騎き装そうなら既にベニヤ板に変えられている。

『愛してくれる武お蔵やがいて！　緑みどりさんの想おもいにも本当は気付いていて！』

　丸太でも持ち上げるように、明星の身体を持ち上げる。そのまま明星を頭から地面に叩きつけた。明星がうつぶせの格好で地面に埋められる。

『妬ましくて頭がおかしくなりそうだよ』

　期を制してから畳みかけだ。並のネイバーなら試合終了になっている。

　そう……並のネイバーなら──

『っ！』

　明みよう星じようが地面に手を突き、その上体を起き上がらせる。地面から覗のぞいたアイカメラは緑から赤に変わろうとしていた。

『おまえが俺をどう思おうと、そしてあいつがどう思おうと……もう関係ないと言ってるんだ！』

　明星は基本のスペックのみに注力された特化型──アジアの最前線を半世紀、無敗で守り抜いたネイバーである。これで終わるはずがなかった。

　ショワンウーが盾を振り上げ、拳ごと下ろす。まだ起き上がっていない明星は、片手だけで盾を受け止めた。

『「金髪を見捨ててナイトメア・ブレイカーを選んだ」、「エイルンを幻と切り捨て、金髪の命を選んだ」……今、迫られているのはそういう命の選せん択たくなんだよ』

　明星のアイカメラが真っ赤になる。口部パーツが裂け、開口した。

『どちらを選んでも「傷」になる。うちの甘ちゃんどもがそんなものと、まともに向き合えるものか』

　この明星の変形は、大和やまとの異能がもたらした変化。

『だから俺がやるんだ』

　明星の出力限界が跳ね上がる。

【呼応ボイス】──ネイバーの中に眠るクイーンの闘争本能を呼び起こす力。

『金髪を生いけ贄にえに捧ささげた因業は……俺が生涯かけて背負ってやる』

　ショワンウーの沈んだ踵かかとが後ろへ押される。明星が片手だけでショワンウーの盾を押し返していた。しかし……それでも水す久く那なは冷静だった。

『それも事実で……真実だとは思う』

　押された盾を思い切り引く。明星がつんのめるように体勢を崩す。ショワンウーは盾の裏側に隠し持ったヘビーマシンガンを抜き去る。

『っ!?』

『けどなんか……まだ嘘臭いんだよなぁ』

　明星が咄とつ嗟さに片腕や刀で上半身を隠す。途端、弾幕が掛け声を上げた。容赦ない銃撃の嵐が明星を襲う。ショワンウーの上半身がマズルフラッシュに照らされた。

　銃撃を受ける明星の装甲が一部欠ける。

『ＡＮＡＢか！』

　アンチ・ネイバー・アーマーブレイク弾──ネイバーの主装甲である六六装研磨装甲の弱点を突いて開発された大口径弾だ。

『君の覚悟なんか知らない。僕たちや隊長は一つしかないんだ。それが折れたとき……僕たちはまた泣いていた頃の自分に戻ってしまう』

　これを隠し持っていた意味……水久那は最初から大和やアギトと戦うつもりでいた。

『もしもセレンさんを見捨ててしまったら、きっとあの人は自分自身を許せなくなる』

　ショワンウーがライフルを脇に抱えながら、弾を正射し続ける。

『あれもこれもと、持ってる君にはわからな────っ!?』

　水す久く那なが突然の出来事に声を無くす。銃撃を浴びたまま明みよう星じようが突っ込んできたのだ。

　咄とつ嗟さにショワンウーが左の盾を前に出す。同時、明星の剛拳が盾にかちこまれた。

『!!』

　衝撃が空気の壁を破る。ショワンウーの巨体が一発で宙に浮いた。明星はショワンウーの腕からライフルを奪い去る。

『おまえ──もう黙れっ』

　ライフルが握り潰つぶされ、中から弾けるようにライフル弾が散った。







　空に舞い散る青い光の雨──それは流星群を彷ほう彿ふつとさせた。

『落とせるもんなら落としてみな！』

　ファラリカのレーザー照射を諸もろ共ともせず、葵あおいたちのオニガシマブースターが突っ込む。

　掠さらった光が装甲表面を融解させる。しかし、航行不能にするほどのダメージには至っていない。葵には分かっていた。

『私が何百回、隊長と模擬戦やってきたと思ってるんですか！　隊長がその気なら、こんな速いだけのロケット、とっくに撃墜されてる！』

　お返しとばかりに、ブースターの後部ハッチが空いた。中からホーミング弾頭が一五連発で発射される。弾頭は迂う回かいするように反転してファラリカを襲う。

『くっう！』

　ファラリカはルインブラストの照準をオニガシマブースターから弾道群に変えた。二機の周囲で流星と弾頭が激しくぶつかり合う。爆炎のカーテンが空に引かれていく。

『私、バカだから未いまだに分かってない！　セレンには死んでほしくないし、隊長にも逝ってほしくない！　何が正しくて、何が間違ってるかなんて全っ然わかんない！』

　オニガシマブースターがぐんぐんとファラリカを追い詰める。

「隊長がそうしてるってことはそれが一番いいことなのかもしれないけど！　けど……これだけはわかるもん！」

　ライダースタイルで操縦する葵……その目元で、悲しみの雫しずくが弾けた。

「隊長の選せん択たくはいつだって！　あなたの幸せが入っていない！」

『！』

「なんでそんな簡単に自分を捨てられるの!?　そういうことしたら、あなたを大切に思う人が悲しむって、どうして分かってくれないの？」

　葵あおいは悲しみを怒りに変えるように、その視線を鋭くした。

　ブースターがファラリカの真上を通る。終ついに……葵がエイルンの下へ到達する。




『隊長のそういうところ大っ嫌い！』──ブースターのパーツが内側から離散した。




　オニガシマブースターが数十にもバラけ、中から鬼灯ほおずきが飛び出す。

『あなたのことが大好きだから──大嫌いっ』

　落ちる鬼灯が二刀の柄つかに手を掛け……一いつ閃せんした。

『ぐああああ！』

　ファラリカの左翼に大きな切り傷が二本生まれた。

　鬼灯が胸部からアンカーワイヤーを二本、飛ばす。アンカーは鬼灯とファラリカを固く繋つないだ。背中にはバックパック状の外付けユニット。

　これは紫し貴きが乗るオニガシマブースターの簡易コックピットだ。

　葵は、悲しみとも寂しさとも愛いとしさとも分からない表情で言った。

『追いついたよ、隊長』

　葵と紫貴を乗せた鬼灯が、終にエイルンを追い詰めた。






Ⅶ　それでも君を、それでもあなたを救いたい









　エイルンとセレン。二人の未来をめぐり、エイルンコードが激しくぶつかる。

　左足首を無くしたグラン二号──片膝をつき、右足の鉄てつ杭くいを深々と山の地面に刺す。

　半壊に近い状態に追い込まれても日向ひなたは諦めていなかった。グラン二号が最後の武器であるヘビーマシンガンを撃ち続ける。

『もう邪魔しないでっ！　エイルンさんが行っちゃう！』

『なんか聞いても響かないんだよね──あんたの理由！　本当はそれ、全部建前なんじゃないの!?』

　対するグラン三号は森中を逃げ回っていた。牙目にはヒビが入り、右腕も失っている。装甲の至るところから火花が上がっていた。

『私の目には「今の幸せを壊したくない」！　そうにしか見えないよ！』

　日向は頭を殴られたような衝撃を受けた。

「……だったら？　……だったら…………どうだと言うんですか？」

　スナイプゴーグルで目元を隠す日向──その口元が僅かに震えだす。

　不覚にも、月げつ下かの見解は正せい鵠こくを射ていた。日向を駆り立てるのは今日までの日々。

　神かん無な木ぎ大隊で送った黄金時代。そして転落……。

　下半身麻ま痺ひという後遺症で絶望の淵ふちに落とされた過去。

「でもあの人が来てくれて、全部変わったんですよ」

　彼が来てから周りがどんどん変わっていった。自分も踏めない一歩を踏んでみる気になった。あんな身体でも誰かに恋ができた。その想おもいが叶かなった。進みだしたら、いつの間にか未来に絶望する自分がいなくなっていた。

　幸せを……掴つかみたいと思うようになっていた。

『みんなが明日に希望を持てるようになった。また緑みどりさんがいたときみたいに、なったんですよ！』

　泥だらけでも皆が笑い、欠けることなく明日へ進む。

　先頭を歩くエイルンに、かつての神無木緑を重ねる自分がいた。

『あの人は第二の緑さん……私たちに絶対必要な人なんですっ』

　太陽のように皆を照らし、陽ひだまりのように心を温めてくれる人。

『幸せを手に入れたら、それを維持しようって考えるの……おかしいですか？　理解できませんか!?』

　幻でいい。アニメでもネイバーでもなんでもいい。

『あの人がくれた今に執着するって！　そんなにいけないことですか!?』

　この幸せを……ただ手放したくない。日向ひなたの叫びをグラン二号が銃声に変えた。

『……それ、でも──っ』

　逃げ続けていた月げつ下かの狙っていた瞬と間きが……終ついにくる。




『っ!?』──銃口から吐き出されていた弾が止まる。月下の狙いは弾切れだった。




　弾倉交換の暇を与えない。グラン三号は反転、最後の力を振り絞った。

『いつまでも寄りかかって、頼ったまま──っ！』

　地面を蹴って跳躍……グラン三号が残った左腕を振り被かぶった。

『じゃあ、私らはいつ大人になる!?』

　ヘビーマシンガンの銃身が真ん中からへしゃげ、折られる……決着だった。

　半壊したグラン三号がグラン二号の前に立つ。グラン二号は落とすように折れたマシンガンを投棄した。力尽きたように単眼が消灯する。

『誰でもいつかは大人になって、自分の足で歩いて行かなきゃいけなくなる』

　月下の通信を聞きながら日向は口を噤つぐむ。

『今のあんたには、立つための脚も、一緒に歩く連れもいるだろ』

　横たわるとシートが涙で濡ぬれる。日向は恨みがましく言った。

「やっぱり私……あなたのこと、嫌いです」

『そりゃお互い様さ』







　山やま武たけと大だい地ちの闘いをオルソンが見つめる。

　校庭で激しくぶつかる二機。離れた場所では人だかりができ始めていた。学園警備に就く氷ひ室むろの私兵が介入するのも時間の問題だった。

「ボク、どうしたらいいよ」

　コックピットでオルソンは一人呟つぶやく。モニター画面では二つの機影がぶつかっては火花を上げている。受信マイクからは、今も山武と大地の怒号が聞こえてくる。

　主体性がないわけではない。三人でいるときは自分がサポート役に回る。それが自分たちを好循環に待っていく術すべだと知っていた。

　こういうケースがなかった訳ではない。でもそんなときはいつだって。

「総隊長が、間に入ってくれてたよ」

　エイルンのケンカの仲裁を見るたび、オルソンはすごいなと思った。

　二人の意見をそれぞれよく聞き、どうすれば怒りか収まるかを考えさせる。くだらない内容でも、大切な内容でもだ。そうして互いに妥協点を探らせる。

　そうするといつだって二人は、怒ることよりも考えることに熱中し始めて……。

「！」

　オルソンの脳裏に閃ひらめきがよぎる。

　答えはすでにエイルンからもらっていたのだ────

『自分が総隊長の一番の部下のつもりかよ！』

　山武が声を裏返らせて機体を突っ込ませる。互いに手持ちの武器は使えなくなっていた。洗練な技術の応酬ではない。二機の闘いは野蛮な暴力の訴えに転化していた。

　山武機の右拳を大地機がガードする。山武機の拳が潰れ、大地機の前腕がたわむ。

　二機の外装は塗装が剥はげ、凹凸に富んでいる。それでも引けない。負けられない。

『てめぇこそさっきから自分！　自分──っ！』

　大地機の頭部が山武機の額に叩たたき込まれる。激突の火花が上がり、山武機がのけぞった。

『総隊長の気持ち、一ミリも考えてねぇじゃねぇか！』

　山武機の頬ほおを突っ張るように張る。姿勢を崩したところに滑り込ませるようにタックルを浴びせた。山武機が転倒し、後頭部からグラウンドに沈んだ。

『考えてやれよ！　あの人がどういう風に生きてきて！　今、一番何をしたいのか！』

『じゃあ、死なせてやるのが正解なのか!?』

　山武機が仰あお向むけの格好で足を前に突き出す。大地機が衝撃でのけぞった。山武機は地面に手を突き、滑らかな軌道で回転、立ち上がりざまに足を振り上げる。

『死が正解なんて！　誰が思えるんだよっ！』

　山やま武たけ機の回し蹴りが大だい地ち機の肩を盛大に潰す。山武機が再び転倒し、大地機が膝を折った。四肢の関節から火花が上がっている。機体を動かすたび、曲がったフレームが装甲を擦こすり合わせ、異音を鳴らしていた。それでも二機は対たい峙じし、立ち上がろうとする。

「大地ぃ！」

　山武機が拳を上から振り被かぶり──

「山武ぇ！」

　大地機が拳を下に引き絞った時だ。

『うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　オルソン機が階段を砕いてグラウンドへ降り立つ。そのまま滑走、二人の方へ走ってきた。二機の機動が一瞬止まる。オルソン機は大地機に突っ込んだ。

『オルソン！』

『じゃないよっ！』

　スイートビーを逆さに持ち、大地機の頭部目掛けてフルスイング……大地機が顎から飛ぶように地面に転倒した。山武はオルソンが加勢に来たと思った。

『オルソン、助かった──』

『と思った!?』

　今度は山武機にタックルを浴びせる。

『ぐあぁああ！』

　山武機も背中からぶつかるように転倒する。オルソン機が二機の間に立ち、銃身の曲がったアサルトライフルを肩に載せる。

『ボク、どうすればいいかわからないけど……今やることだけは分かったね』

　ライフルから弾倉を落とす。ベットサイズのマガジンが足元に落ちた。

　次の瞬間──転倒した大地機を、バットで殴るように滅多打ちにする。

『『!?!?』』

　驚きよう愕がくする二人。大地機が抵抗するように手を伸ばす。その手を引きよせ、オルソン機が胸や頭をライフルの銃身で殴りまくる。

　暴走したオルソン機を止めるように山武機が後ろから肩を引く。

『おまえいったい！　どっちの味方なんだよ！』

　オルソン機が『僕は！』と、ライフルと大地機の手を放す。山武機の股下に腕を突っ込み、その機体を持ち上げた。

『総隊長の味方よ！』

　今度は山武機を背中から地面に叩たたきつける。暴れ出したオルソン機は止まらない。投げ。蹴たぐり。また投げる……二機が起動停止に追いやられるまで五分と掛からなかった。

『総隊長、昔ボクに言ってくれたね』




《オルソン、二人がケンカしたら止めるのは君の仕事だ。頼んだぞ》




『二人がケンカしたら、止めるのはボクよ』

　オルソンはコックピットで大きく鼻水をすする。オルソンは泣いていた。

「総隊長、厳しいけど、とても優しいよ。きっと自分のことで二人がケンカしてたら、すごく悲しむね」

　それを聞き、大だい地ちと山やま武たけが唇を噛かむ。

　山武が「くそ！」と、捨てるように操そう縦じゆう桿かんから手を放す。大地もまた、苛いら立だちのため息とともに腕を組んだ。

「もしかしたら後悔するかもだけど……そのときはボクら三人で、また考えればいいね」

　オルソンはそう言い、エイルンの飛び去った方をモニターに映した。







　第だい弐に富ふ士じの演習場エリアで二機のネイバーが激しくぶつかりあう。

『セレンティーナさんのこともそうだよ！』

　装甲にヒビを入れた明みよう星じようの拳をショワンウーが盾で受け止める。ポニーテールのように伸びる機械大蛇が一本伸びた。明星の右足首に巻き付く。

『最底辺に追いやられ！　不幸になれとみんなから迫害され──』

『ぐおぉお！』

　明星が宙ちゆう吊づりにされ、地面に放り飛ばされる。

『ネイバーに乗れ！　クイーンを殺せ！　そこが彼女の出発点だった！』

　ショワンウーが起き上がろうとした明星の首に盾を投とう擲てきする。

　明星の頭が激しく後ろに振られた。

『君や僕のような訓練された兵士じゃない！　普通の女の子が万よろずの悪意に翻弄され！　ここまで人生を捻ねじ曲まげられたんだよ！』

　八つ首の機械大蛇【バージョア】が紫の炎球を作る。明星が咄とつ嗟さに、腕をクロスさせてガードする。炎球は明星に向けて吐き出された。

『無言の圧力さえ感じるよ！』




『お前は幸せになるなってね！』──紫の太陽が明星を飲み込む。




　水す久く那なと宿儺すくなは、セレンに自分たちの境遇を重ねていた。

「ねぇ。最下層の人は幸せになっちゃいけないの？　幸せになる権利すら与えられないの？」

　猛たけり、昇る紫の火柱。水久那はその中にいる大和やまとに問う。

　国連軍に拉致され、工作員として運命を押し付けられた水久那。

　ネイバーフッドだからとデストブルムに乗らなくてはならなかったセレン。

　差別される苦しさを知っている。悪意に殴られる痛さを知っている。明日が来ることになんの喜びも見いだせない虚むなしさを知っている。

「否定に否定を重ねられ、やがて自分が嫌いでたまらなくなる。いつか頭まで洗脳されて、内罰的なまでに自分を追い詰め出すんだ。でもさ……そんなときに──」

　思い出して水久那は口を噤つぐむ。涙が込み上げたと同時、宿儺と意識が入れ替わった。

『世界中が敵になっても味方になってくれる！　そんな人間に会えた時の気持ちがお前に分かるか!?』

　ショワンウーから宿儺の怒号が上がる。

『人が！　国が！　みんなして、仕方ないからアンタだけ死んでください！　そんな理屈であいつは成層圏の先まで飛ばされちまった！』

　ショワンウーが炎に手を伸ばす。燃える炎の中から盾が戻ってくる。

『実験動物じゃねーんだよ！』

　間なしに飛び出してきたのは、目を真っ赤にした明みよう星じようだ。

「そんな人生っ、あんまりだろう！」

　盾を腕にはめ、宿儺は大和を迎え撃つ。明星がショワンウーにぶつかっていく。力士の押し出しさながらの光景だ。ショワンウーが何百メートルと後方へ押し返される。

『誰か一人ぐらい────生きていればいいこともあるって教えてやれよ！』

『じゃあエイルンは!?』

　明星が力ずくで二枚の盾をこじ開ける。

『あのバカだって大概に苦しい想おもいをしてきただろう！』

　ショワンウーに頭突きを見舞う。兜かぶとの鉢金がへこみ、激しく火花が瞬またたいた。

『自分の持ってるもの全部、あいつは俺たちに差し出してくれた！　そんなやつのことを生いけ贄にえにするのか!?　おまえも睦むつ見みみたく「幻だから割り切れ」という口か！』

　大和の本音もまた、そこにあった。

『何な故ぜ、誰も想像を広げない!?　貴様ら全員、大たわけだ！　どうしてこんなバカばっかりなんだよ畜生！』

　怒声は理性を外し、終ついには秘めていた本音まで引き出してしまう。

『キャラクターが現出されたということは、あれは人の想像が作りあげた人間そのものだ！　俺たちと違いがあるとしたら、腹から生まれたか、頭から生まれたかということだけ！　だからあいつの言葉はあんなに痛いんだ！　心に響いたんだよ！』

　誰かのために汗を流し、血を流し、涙を流し。それでも弱者の寄り添う姿に偽りはなかった。誰よりも猜さい疑ぎ的にエイルンを見てきた大和やまとだから分かる。

『誰にもあいつのこと、幻だとは呼ばせない！』

　明みよう星じようのアイカメラが真っ赤に光る。右手を真横に向けた。炎の中から曙あけぼの丸まるが飛んでくる。

『あの熱血バカは、俺の！　俺の──っ』

　背負い立ちが主あるじの下へと還かえる。明星は両手でその柄つかを握った。




『トモダチなんだよ！』──ショワンウーの盾が叩たたき斬られる。




『やっと』

　半分に割れた盾が空を舞い、水す久く那なの優しい声が響いた。

『言ったね──本音』

　ショワンウーが明星を拘束するように抱き着いた。

『でもね大和。それでも彼は、彼らしく、生き続けることを望んだんだ』

　丁度、死角になって大和からは見えなかった。
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『こっちが勝手に死生観を押し付けるのは可哀かわいそうだよ』

　ショワンウーの背後では機械大蛇の一匹が地中に向かって潜行していた。

『セレンティーナさんだって、いつかきっと分かってくれる。彼の想おもいの深さを』

『!?!?』

　その時────明みよう星じようとショワンウーの地面が崩れ出す。

　明星の視界が斜めになって大和やまとは気付く。

　ショワンウーの機械大蛇が地面に延ばされていたことを。

『おまえ、プレートを！』

　第だい弐に富ふ士じは巨大人工浮島メガフロートだ。地下から地表にかけて何層ものプレートによって支えられている。水す久く那なはこの区画のプレートを自ら破壊したのだ。

『頑張ったけど……引き分けか』

　明星とショワンウーは崩落に巻き込まれて落ちていった。







　上空二〇〇〇メートル地点までファラリカは降下していた。

「ぐ！」

　操そう縦じゆう桿かんを握るエイルンが、額に汗を浮かべる。

　機体状態ステータスモニターに表示されるファラリカのシルエット──そのあちこちが、現在赤く点滅している。理由はもちろん──

『でぇええぇい！』

　鬼灯ほおずきが勢いよく刀を薙なぐ。ファラリカの装甲にまた新しい刀傷が生まれた。ワイヤーのアンカーが二本、装甲板に刺さっている、機体を固定した鬼灯はファラリカを航行不能にすべく、斬りまくっていた。刀を振るいながら葵あおいはエイルンに質問を浴びせる。

『お願いします。聞かせてください隊長』

　通信機から葵の声が流れてくる。

『私たち……もう会えないんですか？』

　その声は……切なく、悲しい涙で濡ぬれていた。

『セレンがいて、隊長がいて、あの当たり前だった夢のような日々は……もう終わっちゃうんですか？』

　エイルンは口元に深い皺しわを刻む。




　一方鬼灯のコックピットで、葵は今にも壊れてしまいそうな笑顔になった。

「ここまで来て、暴れたら、なんか分かると思ったんだけど……やっぱダメだぁ」

『葵……』

　仮面を脱いだ紫し貴きは、沈痛な面持ちで葵あおいの闘いを見守っていた。

『だからっ！』

　鬼灯ほおずきが刀を逆手に持つ。ファラリカに深々と突き立てようと振り下ろした時だ。




『横から失礼いたします』──乾いた音と共に、刃がへし折られる。




　葵は目を真ん丸にした。目に入ったのはコックピットモニターの映像。

　ファラリカの装甲と装甲の透間から、伸びていたのは……淑女の拳。

『拳!?』『まずい！』

　葵と紫貴が同時に叫ぶ。

『仕様とはいえ、まずはご挨拶が遅れましたことに、お詫わび申し上げます』

　ファラリカの縦半分が割れ、組み変わっていく。そしてベッドから起き上がるように、全長一七メートルの淑女が姿を現した。エイルンが声を上げる。

『エルフィーナ！』

　ドレスの袖やスカートの裾にフリルをあしらう。貴婦人が好みそうなツバ広の帽子。

　ドレスの色は薔ば薇らと同じ『真紅』。

『ファラリカ、モード【オンステージ】』

　傷ついたファラリカは装甲の組み換えを始める。浮遊する台座にその全形を変えた。薔薇のお立ち台に立ったのはエルフィーナと、台座にしゃがみこんだ鬼灯。

『これより先は私が承ります』

　コックピットのエイルンは、咄とつ嗟さに操そう縦じゆう桿かんを動かそうとする。操縦桿は固くロックが掛けられていた。エルフィーナにコントロール権が略取されたのだ。

「待ってくれ、エルフィーナ！」

『ご安心ください。不要に傷つける真ま似ねはいたしません』

　エルフィーナのミッドナイトブルーの瞳が開けられる。立ち上がる鬼灯をカメラアイに映した。鬼灯は残った一本の太刀を引くように構える。

『エルフィーナ！　止めないでちょうだい！　エイルンは死ぬ気なのよ!?』

　紫貴は半ば懇願するように言う。対してエルフィーナは平静と返した。

『たとえそうだとして、それのどこに問題が？』

『大ありじゃん！』

　鬼灯は一歩を踏み込む。

　エルフィーナは光のレイピアを瞬時に抜き去る。軽々と鬼灯の剣けん戟げきを受け切った。

『死地に向かう殿方の傍そばに置いていただける。最後のその時まで添い遂げることができるのです。道具として、兵器として、女として……これ以上の本懐がございましょうか』

『人間は、そういう風に思えないんだよ！』

　鬼灯ほおずきは鍔つば迫ぜり合あいを避けるように剣を弾く。

『人は、死んだら終わりなんだよ！』

　葵あおいは我が武む者しや羅らに太刀を振り始める。二機の激しい剣けん戟げき戦が始まった。

『大好きで、一緒にいたくてたまらない人が、自分を残してどこかに行っちゃう！　そんなの苦しくない訳がないじゃん！』

　エルフィーナの瞳に一瞬、ノイズが走った。

『あなたたち、機械には死という概念が理解できないのかもしれない……けど、人はそれをたまらなく忌避するの！　嫌でたまらないのよ！』

　エルフィーナが一歩、後方へ下がる。鬼灯の両脇から排熱の熱風が排出された。それでも鬼灯は刀を振るうのを止やめない。

『愛いとおしいからこんなにも──っ！』

『苦しんでるんじゃん！』

　紫し貴きと葵が交互に叫んだ。次の瞬間──

『──っ！』

　エルフィーナの手からレイピアの柄つかが弾き飛ばされる。

『獲とった！』

　鬼灯が柄を額に押し当て、体重を乗せるように太刀を突く。

『『!?!?』』

『……』

　鬼灯の渾こん身しんの突きが、エルフィーナの二指によって阻まれる。

　鬼灯が太刀を引き抜こうとするも、刀身は微動だにしなかった。

『同じ女として、お二人の感情プログラムには強く賛同いたします』

　エルフィーナは鬼の面に、その美しい面立ちを近づけた。




『ですがそれでもご理解ください。それがムッシュなのです』




　哀れみ……どこか二人に同情するように、乙女の心を持つ人形は言った。

『一ノ瀬、九重、すまない』

『『っ!?』』

　コックピットにエイルンの声が届けられる。

『エルフィーナ、ありがとう。最後は自分でやる』

『……かしこまりました』

　エルフィーナが応える。鉄の淑女は刀身を押さえたまま、右の拳をゆっくりと引いた。

『すまない、君たちの想おもいに応えられなくて』

　吐露するように言うエイルン。

『もう人間とは呼べない、こんな俺のことを好いてくれて……本当にありがとう』

　それを聞いて葵あおいと紫し貴きは愕がく然ぜんとした。咄とつ嗟さに思い出す。

『なんで隊長が──』

『あのときの、こと？』




《お願いします──私を、隊長の恋人にしてください》

《好きよ。あなたという男性が》




　二人が思い出したのはエイルンアタックの前夜、エイルンに告白したことだった。

『俺は君たちの願いを叶かなえることはできない。けど──っ！』

　美しい指二本に挟まれた太刀が折られる。

『必ずセレンを救い、君たちの下へと帰すっ』

　その涙に濡ぬれた声が──二人の疑問を壊し、強い理解を呼び込んだ。

『エイルン！』

『隊長、もしかして──！』
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　二人が何かを言おうとした刹那、鬼灯ほおずきの両肩と顔に拳が沈む。




　装甲片が散り、大きな陥没痕の下に内部機構が露出する。

　鬼灯はアイカメラを滅灯させ……ゆっくりと大の字になって落ちていく。

　エルフィーナが背を向け、再びファラリカの中へと戻っていく。

『君たちに会えて……本当に良かった』

　コックピットで二人は、天に舞い上がるファラリカに手を伸ばす。

　二人の悲痛な叫びを残し、鬼灯が海へと落ちていった。

　エイルンは上を向き、込み上げた涙を引かせる。それから顔を引き締めて言った。

「行こう、エルフィーナ。彼女が待ってる」







　海上に停泊中のタンカーが水面に揺られている。そこへ吹き飛ばされたバルゴ・ティアーズが背中から激突した。タンカーが真ん中から折れ曲がる。バルゴ・ティアーズは甲板に肘をつく。リングロープに腕を掛けるようにして上体を起こした。

『幻想の存在？　英雄殿がか！』

　バルゴ・ティアーズが面を上げる。太陽を背にアモンが縦に一回転、全重を乗せて直下に踵かかとを落とす。バルゴ・ティアーズは咄とつ嗟さに額上で腕をクロスさせた。

『そうだ！』

　激突で大衝撃が全方位に渡る。海面が放射状に舞い上がった。

『ならば我々は！　おとぎ話のヒーローに世界を救ってもらったということになるな！』

　バルゴ・ティアーズが腕を力任せに解ほどき、アモンの蹴りを弾く。

『なんとも夢のある話ではないか！』

　空中で弾き飛ばされたアモン。その背後の空間にトンネルができる。そこへ吸い込まれるように入った。

『あれは記号だ！　言わば、キャラクターに擬態していた核ミサイルのようなもの！』

　バルゴ・ティアーズの顔の横にトンネルが開く。アモンの拳が飛び出した。

『ぐう！』

　バルゴ・ティアーズの顔に拳が突き立てられる。

『それなのに、こぞってどいつもこいつも！　エイルン＝バザット、エイルン＝バザット！　おもちゃを取り上げられた子供みたいに喚わめきたてる！』

　アモンがトンネルから飛び出し、バルゴ・ティアーズの首に両手を掛ける。

『アニメキャラクターに世界を救ってもらう！』

　アモンの両膝がバルゴ・ティアーズの顎をかちあげた。

『こんな馬鹿げた空想が、国家プロジェクトで挙がった背景を想像しろよ！』

　アモンの爪がバルゴ・ティアーズの顔面を刻む。

『人がキング神に勝つには、アニメ神を作り出す他なかった！』

　アモンが後ろからバルゴ・ティアーズを抱きかかえる。ヨンマイコクイで一気に上空へと飛び上がる。茜あかねが『殿下！』と悲鳴を上げた。

『あれができるまでに！　無敵の氷ひ室むろ夏なつ樹きの失敗と敗北が、数千回と積まれてきたんだ！』

　高速直下のイズナ落とし。二機が落ち、海面が爆発したようにめくれる。

　海面がめくれ上がり、姿を現した二機。

　直立するバルゴ・ティアーズをアモンがめった打ちにする。

『お前らがやろうとしているのは、自ら神を手放すということ！』

　激突音と共に、バルゴ・ティアーズの横っ面がぶん殴られる。

『ネイバーシリーズは！　あのナイトメア・ブレイカーは！　俺たちの怨念の集大成だ！』

　殴られたままの状態でバルゴ・ティアーズがアモンの手首を掴つかむ。

『お前らに分かるはずがない！　俺たちがあれを作り出すのに、どれほどの時間を！　血を！　街を！　恋人や大切な場所を！　マリスに食われてきたか！』

　アモンのヨンマイコクイが広げられる。バルゴ・ティアーズの全身に黒雷が落とされた。バルゴ・ティアーズからクリストファーの叫び声が上がる。

『この未来に辿たどりつくまで！　たった一人で地獄を見続けてきた親父おやじの労苦を！』

　アモンがバルゴ・ティアーズの顔面を鷲わし掴づかみにする。

『ガキどもの感傷で捨てられて堪たまるかっ！』

　アモンがもう一度、雷を落とそうとした時だ。バルゴ・ティアーズから金色の闘気が迸ほとばしった。顔を掴まれた状態のバルゴ・ティアーズから光の柱が天に上る。

『……望んで幸せを得られるものでもなく、しかし不幸の方は勝手にむこうからやってくる。人の世とはどこまでもままならぬもの』

　バルゴ・ティアーズがアモンの身体を抱きしめる。

『そう。ままならないのが人生だ！　黒き騎士よ！』

　アモンを拘束したままバルゴ・ティアーズの光がどんどん強くなる。

『でも！　そのときどうするか決められるのが人間だ！　だから然しかるべきものが、正しき道を伝えていかなくてはならない！　後を続くものが道を誤らないために！』

　アモンが翼の一枚を広げようとしたが、バルゴ・ティアーズがそれも掴み取る。

『苦難が押し寄せたとき、人は戦わねばならぬ！　自らの足で！　意思で！　自らを守るために！』

　バルゴ・ティアーズがアモンに顔を近づける。

『我らは、膝を折ってはならぬのだ！』

　バルゴ・ティアーズの光が爆発した。両者が白い光に飲み込まれて見えなくなる。

　先に姿を現したのはアモンだ。吹き飛ばされ、海上を何回も転げ回る。アモンを追うように、光の奔流からバルゴ・ティアーズの剛腕が飛んできた。

『ねだるな！』

『ぐぉお！』

　天拳がアモンの背中に命中する。更に追撃で、もう一発が飛んでくる。

『すがるな！』

『ぐっぶ！』

　アモンの横っ面が、飛腕にぶん殴られる。アモンは叩たたきつけられるように海へ沈む。

『悠久の平和など存在しない。未来がどうなるかなど誰にも分からぬ』

　クリストファーは転じて、静かな声で言った。

『それに……ここの子らを見てまだ分からぬか。炎は渡った。英雄殿はその心と行いで彼らに道を示していったのだ。最後まで……夢を与え切ったのだ』

　バルゴ・ティアーズの両肘に飛腕が戻ってくる。

『未来とは己おのが手で掴つかむもの。決めつけず、掴ませてやれ』

　遥はるか遠方で、アモンが仰あお向むけで海上に寝ていた。青い空を仰ぎ、六つのアイカメラが見詰めるのはファラリカが残した飛行機雲か────それとも。

『……今ので翼がイカれた』

　アモンの六つ目が音もなく消える。

　同じく照明の落ちたコックピットで、アギトは長い前髪を掻かき上あげた。

「想おもいを渡して消えてゆく。だから夢は儚はかなくも、尊い……か」

　アギトは独りごちる。口元にあったのは小さな笑み。アギトは皮肉をこめて、ここにはいない誰かに向け、もう一言を添えた。

「子供にとっては……実に夢のない話だ」

　胸にあったのは少しの虚むなしさ。そして、小さな解放感だった。







　エイルンの無断出撃は既に雷らい鳥ちようの耳に入っていた。

　デストブルムの打ち上げは鹿か児ご島しま県けん・熊くま毛げ郡ぐんにある【種たね子が島しま宇宙センター】で行われていた。デストブルムを乗せたロケットは三時間前に打ち上げられている。

　メイン管制室には雷鳥と武蔵むさしの姿があった。

　中央モニターに赤い髪に赤い瞳をしたエイルンが映り込む。若干の動揺が周囲に広がる。

　雷鳥は心の片隅で、懐かしさにも似た感情を思い出していた。

「やっと出た。そんな身体でいったいどこにいくつもりだい？」

　聞かなくても分かっている。それでも雷らい鳥ちようは形式的に口火を切る。

『このような措置を取ったこと、まずお詫わび申し上げます。氷ひ室むろ総帥』

「ああ、まったくだ。納得のいくよう説明しとくれ」

『僭せん越えつながら……本惑星のバーダイム問題は収束に向かっていると判断いたしました。よって、自動的に総帥の任からも解かれたと解釈します』

　雷鳥は薄笑いを零こぼす。話がうまく頭に入ってこなかった。

　それよりも、チラつくのは別れの二文字。

『私たちはコスモフィリア執行管理官の任に戻ります』

　すぐ嘘うそだとわかった。しかし、同じくして心のどこかで納得もした。

　雷鳥は惜しんでいた。彼の命と……永遠の別れを。

「現在、わたしらは国連軍の依頼を受けて最重要任務の真っ最中だ。そしてあんたの飛行機が執る進路を見るに、輸送中の品とかち合う可能性が極めて高い」

　雷鳥は感情と言葉を使い分ける。形式的な上辺の会話を続けた。

「立場上、私はそれを絶対に成功させなくちゃならない。あんたがその脅威になるなら力ずくで押さえつけなきゃいけなくなる。だから大人しく地球へ戻っとくれ、エイルン」

　この老朽の身が使えたらどんなに幸せだろう。雷鳥はセレンを送ってからもずっとそんなことを考えていた。何事にも順番はある。

　大事な子供の命をどちらか選べ……そんな悩みの種からもきっと解放される。

『……私がまだ子供の頃、私の幼おさな馴な染じみが、地球にはクリスマスという風習があると教えてくれました』

　エイルンの唐突な切り出しに雷鳥は眉を顰ひそめる。

『赤い衣装を着たサンタクロースという老人が、世界中の子供たちに無償でプレゼントを配る……とても夢のある話だと思いました』

　雷鳥はエイルンの寂し気な笑みを、どこか遠くの出来事のように眺める。

『私は貧しい子供時代を送っていましたので、そんな素晴らしい一日が巡ってくるのなら……その日を夢見て、きっと日々を頑張れるだろうなと思いました』

　追想するエイルンは……例えるならローソクの最後の一燃えのように雷鳥の目には映っていた。

『夢とは誰かから誰かへ渡されるもの、だと私は考えます』

　自らを滅して闇を照らし、光を渡す。灯ともしびとは彼の人生、そのものだと思った。

『誰かが込めた想おもいが誰かに届き、夢をもらった誰かが、今度は誰かに夢を与えていく。きっと世界はそう回っていて……そうあってほしいとも、俺は思います』

　きっと彼は行ってしまう。自分の信念に誇りは持っても、自分の行為に感慨は抱かない。ごく当たり前に、自分を捨ててしまう。

　こういう顔をして笑う奴やつほど、人の心に傷を遺のこして先に逝っちまうんだ。

　雷らい鳥ちようはぼんやりとそんなことを思った。

『特務はたくさん辛つらい思いをしてきました。絶対に幸せにならなくちゃいけない人間です。こんな理不尽な幕引き、断固として容認できるものではありません』

「……エイルン」

「それに、私の幼おさな馴な染じみが生きていたらきっとこう言うでしょう」

　エイルンは改めて小さく息を吸った。




『「黒いサンタなんて映はえないわ。やっぱりサンタは赤くなくちゃ」──と』




　雷鳥は一瞬、目を丸める。

（黒い、サンタ？）

　エイルンは記憶を無くしている。デストブルムについても忘れてしまったはずだ。

　もしもセレンを黒いサンタと称したなら、セレンがデストブルムに乗っていることも覚えてなければ出てこない表現となる。

「エイルン……もしかして、アンタ」

　雷鳥はしてやられた顔でエイルンを覗のぞき込む。

　片やエイルンは、大事な肉親に向けるような顔で雷鳥たちに敬礼を送った。

『あなたには、たいへん世話になったと、聞き及んでおります。どうか結ゆう城き英雄将と仲睦むつまじく……お元気で。氷ひ室むろ総帥』

　二人に礼をいい、映像通信が消える。ずっと黙っていた武蔵むさしは、真っ暗になったモニターを眺めたまま零こぼした。

「ありゃあ……やられたのぉ、雷さん」

「あんなガキに一杯食わされるなんて。耄もう碌ろくしたよ本当に」

　雷鳥は疲れたように椅子に腰を下ろす。

　周囲の管制官たちが慌ただしく報告をし始めた。

「氷室総帥！　太平洋方面支部から入電！　事態の説明を要求してきています！」

「中国国防省からもです！」

　雷鳥はくたびれた顔でたばこを一本、咥くわえる。

「本気になったあの子を、いったい誰が止められるっていうんだい」







　セレンの宇宙軌道上には、各国が配備した戦闘用の無人機が放たれていた。全長六メートル程度。四角いキューブにガンマニュピレーターを生やしたロボットだ。

　その一機が……青い光弾に撃ち抜かれる。程なくして爆砕した。

『攻撃!?　誰が──っ！　うわぁ！』

　もう一機が撃墜される。無人機から上がったのは、遠隔操縦で操っているパイロットの声だ。煙と爆砕した破片の海を、紅の巨大戦闘機が突っ切った。

『俺は月政権ラインハルト王国軍所属！　軍席番号Ａ７１９！　エイルン＝バザット！』

　ファラリカの底面部からは二門のブラスターが展開されている。青い粒子を吸い込んでは光弾を吐き出していった。

『不慮の事故から日本国のマリス戦に巻き込まれ、以降は氷ひ室むろ総帥の要請によりマリス掃討の任に就いた！　しかし今、世界に蔓延はびこっていたマリスの脅威は収束しつつある！　よって自分は任から解かれたものとし、家に帰らせてもらう！』

『エイルン＝バザット!?　キングを倒したっていう、あの──!?』

『止まれ！　止まりなさい！』

　三機の無人機がファラリカに向けて銃撃を開始する。銃弾はファラリカの前面装甲に火花を上げて弾はじき返かえされる。ブラスターの砲口に青い光が収縮した。

　巨大な光線がゆっくりと扇状に放射される。大光線が周囲一帯に漂っていた無人機を次々と爆砕させていった。

　喧けん騒そうが止やみ、宇宙本来の静けさを取り戻していく。

　紅の戦闘機が捉えたのは第二の月【ワールドガード】。そして──

『やっと……追いついたっ』

　第二の月に向けてゆっくりと進む一機のスペースシャトルだった。




　デストブルムのシート上でセレンが眠っている。その目尻は涙で濡ぬれていた。

「！」

　セレンが飛び起きる。彼女の覚醒に伴って機内照明が点ついた。すぐに警告アラートを示すようにコックピットが赤く点滅を始める。

　セレンの疑問に答えるように、デストブルムが外の映像を正面に投射する。

　画像が小さくて判別できない。シャトルの下方部分で小さな爆発が起こっているようだった。画像はすぐに拡大されていく。判別ができるとセレンは両眼を震わせた。

「どうして──」

　最初に目に入ったのは紅あかく光るパラソルスカート──鋼鉄の薔ば薇ら飾りが四つあった。

　一七メートルの真紅の淑女は、はしたなくもシャトルを素手で破壊しようとしていた。

「夏なつ樹き!?」

　お人形の細腕が振るわれれば、シャトルの外装部に巨大な陥没ができる。既にシャトル底面部にある噴出孔は破壊されていた。噴出孔の一基が宇宙空間に漂っている。

「クロ！」

　真っ暗なシャトル内──滅灯していたデストブルムのアイカメラがパールに光る。




『でぃや！』

　エルフィーナの手刀がシャトルの外装を斜めに裂いた。エイルンとエルフィーナはシャトルを航行不能な状態にまで追い込んでいた。

『推進系はすべて破壊完了。ターゲット、起動停止を確認』

『これで一ひと先まずは──』

　エルフィーナが首の向きを変える。視線の先にあったのはシャトルの中央部だ。

　電動ノコギリを走らせるように内側から装甲が裂けていく。外装板の内側から、鋼の蔓つたが蛇のように溢あふれ出でた。黒き魔獣が装甲をめくりあげて顔を出す。

　ネイバー１番機【デストブルム・理想段階の弊害ロマンフエイズ・ハレーシヨン】

　魔女帽子に背骨を垂らしたようなボディ。装甲の端々から棘とげが生えている。外装のところどころが曲がり、しゃくれたデザインとなっている。

　駆動音とも、獣の嘶いななきともとれる音が鳴らされた。

『夏なつ樹き─────何してるの』

　セレンの冷えた声が上がった。

　デストブルムのアイカメラが一際強く光る。その色はパールから赤に切り替わった。それはデストブルムがセレンの憤りに同調したことを意味している。

　そう、…………セレンは怒っていた。

　セレンはコックピット越しでエルフィーナと対たい峙じする。エイルンの毅き然ぜんとした声が通信機を介してやってきた。

『このシャトルは航行不能にさせてもらった。これ以上の任務継続は困難だろう。だから君はこのまま地球へ降りろ』

「夏樹はもう……戦わなくていいの」

　エイルンの行為はセレンの覚悟を踏みにじるものだった。

　自分の未来に見切りをつけ……悲嘆にくれる毎日を送るくらいなら、せめて大切な人たちに幸せになってもらいたい。それが一七の少女にとってどれほどの決断だったか。

『地球へ降りるんだ』

　そんなセレンの気持ちはお構いなしに、エイルンは強い調子で言う。

『あの惑星には俺が行く。君は、君が待つ人の下へ帰るんだ。セレンティーナ特務』

　セレンは無意識に面を伏せる。悲しみと一緒に憤りが募った。

　鼻孔はぴくぴくと動き、感情が溢れては漏れ出していく。

「なんで？」

　どうしてこんなことになっているのか。

　事態を引き起こした要因より、目の前の事象にセレンは怒りを覚える。

「夏なつ樹き、行くって……ソレ、どういう意味か分かってるの？」

『君が考える必要はない。けど約束しよう……必ず俺がなんとかする』

　今の言葉でセレンは悟る。エイルンは死ぬ気だ。

　理由は分からない。自分以外にこの問題を収束させる術すべはないはず。けどセレンはエイルンの善性を痛いほど知っている。できるできないが問題なのではない。

　そこに一いち縷るの可能性があるのなら……後はやるか。やらないか。

　自分を救うためならば、この人は自分の命さえ捨ててしまう。

『話は終わりだ。デストブルムと地球へ降下しろ』

　その冷たい口ぶりが、セレンの悲しみと苛いら立だちを膨らませる。

「どうして……こんなにも、夏樹のこと、想おもってるのに。心配してる、のにっ。反対のことばっかり、してっ」

　魔女なのだ、自分は。自分に会ったせいで彼を不幸にしてしまった。こんなにも愛して止やまない彼に、死ぬほど迷惑をかけ、終ついには死ぬ運命まで背負わせてしまった。

　せめて残りの時間を穏やかに過ごしてもらいたかった。

　この身を捧ささげることで…………罪滅ぼしをしたかった。

　地球を救うため。みんなの幸せのため──そんな建前に潜んだ、セレンの本心。

　そんなことは許さないと言わんばかりに、エイルンは彼女の前に立ちふさがる。

『……君はもともと民間人だ。状況が君を戦場へ駆り立ててはいたが、戦争は終結に向かいつつある。ここからはプロの領域だ。民間人に出る幕はない』

　関係ない奴やつは引っ込んでいろ。セレンの耳にはそう聞こえた。

　セレンの無邪気な怒りの矛先はエイルンにも向かう。

　エイルンアタックのとき──セレンはエイルンに逃げてもらいたかった。

　エイルンがウェディングドレスを起動したとき、セレンは本当に死んでも構わないと思った。でも、彼は自分を救うべく禁忌を犯した。

　あんな身体になるまで誰が戦ってほしいと言った？

　自分のことを忘れられるくらいなら、あそこで死んでいた方がずっとマシだった。

　この一年、自分がどんなに苦しい思いをしてきたか……全然わかっていない。

『戦いは終わったんだ。だからもう普通の女の子に戻れ。君を愛してくれる人と何気ない日常を送る。そんな毎日に帰るんだ。特務』

　普通の女の子ってなんだ？　第一その口調がどうしようもなく癇かんに障る。

　まるでテープで境界線を張られたかのよう。

　こっちにくるなと拒絶されたかのようで。

　そしてテープの向こう側で背を向けられたかのようで……。

　不意にエルフィーナから映像通信が送られる。

　映像のエイルンは淡々とした様子で語り掛けてきた。

『きっと、君を大切に思っていたエイルン夏樹なら、そう言う』




「だまれ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」──とうとうセレンの我慢が爆発する。




『！』

「だまれだまれだまれぇ！　うるさい！　聞きたくない喋しやべるなぁ！」

　セレンはシートの手すりを叩たたいて渦巻く怒りを排出した。

「夏なつ樹きはもういいの！　帰って寝てる！　地球に戻る！」

『だ！　駄だ々だをこねるんじゃないっ！』

　エイルンもセレンに釣られ、感情的になる。それは従順なセレンが初めて見せた、正真正銘の反抗だった。セレンは顔を真っ赤にして泣き喚わめく。

「迷惑！　迷惑・迷惑！　なんにも分かっていない！　夏樹、なんにも分かってない！」

　セレンは聞きたくないというように、両耳を塞ぐ。一度泣いてしまえば、目を背け続けていた恐怖と悲しみが、濁流となってセレンの心を飲み込んだ。

「あなたがいなくなったら！　私はもう幸せになれない！」

『っ！』

　それは親に置いていかれて一人泣く、子供の顔だった。

「だから、もういいっ……泣いて暮らす未来なんて私は欲しくない！」

　涙の粒が浮かんでは、浮かぶ。涙の粒がいくつもセレンの周囲に漂っていった。

「夏樹の闘いは終わったの！　もう夏樹は、私を助けなくていいの！」

　自分を守ったせいで彼はいなくなる。その償いに、自分も世界のためにいなくなる。

「それでいいの！　決まったの！　話は終わり！　帰れ！　おまえが帰れ──っ！」

　初めてセレンはエイルンのことを拒絶していた。

「私が泣いてたから夏樹、戦っちゃった！　私が助けてって頼んだから！　あなたの人生までめちゃくちゃにしちゃった！　私が夏樹を道連れにしたぁ！」

　子供みたいに頭を振る。涙は拭っても拭っても溢あふれて止まらない。

　それは、ずっとセレンが蓋をして見ないようにした、もう一つの真実だった。

「一番、大好きな人を不幸にした！　それが苦しいの！　悲しいの！」

　彼がいなければ幸せになれない。否、それ以前に自分は──

「私は幸せになっちゃ……ダメ、なの」

　それが……一年間、自分を責め続けて出したセレンの答え。

　しかし、そんなセレンに降ってきたのはエイルンの叱声だった。

『この────大バカ野郎！』

　セレンはビクっと身体を震わせる。恐々と面を上げ……エイルンを見た。

『ムッシュ……』

　セレンは息を呑のむ。エイルンはすごい剣けん幕まくで怒っていた。

『俺が一度でも不幸だと嘆いたか？　第一、君が幸せになれないと誰が決めた？　幸せになるなと誰が言った!?　やってもいないのに無理なんて言うな！　決めつけるな！』

「無理だもん！」

『無理じゃない！』

　エイルンに怒鳴り返され、セレンは肩をすくませる。けどすぐに気付く。

「……？」

　モニター越しのエイルンは……目尻に涙を溜ためていた。

『俺の弱さが……君を追い詰めた。苦しめて、いたんだなっ』

　悔恨の呟つぶやきを、血を吐くように吐き。

『君は、幸せにならなくちゃダメだ。俺は君に、幸せになってほしいんだ』

　顔を震わせ……絞り出すように。

『俺は、君に、生きてほしいんだっ』

　エイルンのそれは────目の奥で泣き、ぐっと涙を飲み込む男の顔だった。

　両者の想おもいは互いに引かず。必然は在るべき形でやってくる。

　宇宙空間で対たい峙じするデストブルムとエルフィーナ。

　デストブルムの背後から一本、四本、一二本とマシンアームが伸びていく。機械製の蔓つたの先には鋼鉄の蕾つぼみが実っている。蕾は花開き、砲口へと切り替わった。

　エルフィーナもまたゆっくりと左手を前に出し、右手を腰に溜める。顎を下げると目元が貴婦人帽子で隠れた。左のヒールの先を正面に出し、半身となる。

『俺の全部で……君を助ける』

　互いに譲れぬ想いがあった。互いを想うがゆえに、捨てられぬ覚悟がある。

　好きだから。大切だから。守りたいから。相手の心を傷つけてしまっても、やらねばならないことがある。

　だからセレンは。そして────エイルンもまた。




『俺は、君の悪夢を終わらせるため……現こ実こに来た』




　コックピットでエイルンは、怒りに震えるデストブルムを見据える。

『夏なつ樹きの……夏、樹のぉ────っ』

　モニター画面に映るデストブルムもまた、そのアイカメラを赤に変化させていた。

『バカァアアアアア！』

　デストブルムが触手を全方位に展開した。スラスターを最大噴射して突撃してくる。

　エルフィーナは床の無い床でステップを踏む。

（なぁセレン。俺もツルギを守れなかったとき……俺も君と同じことを考えたよ）

　鋼鉄の花が四本咲いた。黒い球が収縮し、光線となって射出される。小口径ＩＭＥカノンの四連発だ。

（ツルギを死なせたのは自分だと）

　エルフィーナはそれを掻かい潜くぐるように避よけていく。

（大好きだった人を失い、自分の幸せはなくなった。自分はもう、幸せになれないと思った。幸せになる権利も、もう無いと）

　それを見越したように頭上からカッターウィップが降ってくる。

（でもそれは違ったんだ）

　一回・二回・三回とデストブルムが機体を交互に半転させた。連続斬りだ。しかし。

『！』

（それを君たちが教えてくれた）

　エルフィーナが鋼鉄の蔓つたを掴つかみ取る。

　接触の火花を握り潰すように、カッターウィップの刃が潰される。

（セレン。君は幸せになれる。なっていいんだ）

『くぅ！』

　デストブルムの蔓が更に数十、半円の軌跡を描く。その数十本は槍やり衾ぶすまとなってエルフィーナを下方から襲った。

（俺は君たちに会えて満たされた。だから、きっと君も大丈夫）

　エルフィーナの回転回し蹴りが数十本の槍を一斉に弾き飛ばす。

（平和になった世界で、ゆっくり探せばいい）

「だからもう……戦わなくていいんだ」

　セレンには聞き取れない声で、そう零こぼす。一方でセレンの悲痛な叫びが轟とどろく。

『夏樹！　いつも子ども扱い！　私、いっぱい考えた！　ちゃんといろいろ考えた！』

　エルフィーナに向けられた花弁──それが青い光弾で二つ破壊される。

　エルフィーナの持つブラスト銃剣ルインブレスの銃口から煙が上がっていた。神速の早打ちクイツクドロウだ。エルフィーナはデストブルムがＩＭＥカノンを発射する前に、マシンアームを破壊してしまう。

『アレが動かなきゃまたマリスが現れる！　仕方ないの！　私が行くしかないの！』

　それでもデストブルムは止まらない。頭突きをするように、頭からエルフィーナに突進した。受け止めるようにエルフィーナがデストブルムの突進を止める。

　ぶつかった衝撃で貴婦人帽子が飛ばされる。長い髪が流れるように舞った。

『夏なつ樹きが守ってくれた世界を、今度は私が守る！』

　衝撃でモニターに一瞬、ノイズが走る。

『私一人で世界が守れるなら、そうしなきゃダメなの！』

　セレンの叫びにエイルンはギリと歯を噛かみ締しめた。エイルンが操そう縦じゆう桿かんを小さく押すと、エルフィーナがデストブルムの腹部に拳を当てる。

『それが──』

　零ゼロ距離拳打──突進していたデストブルムが衝撃で浮かされる。

　デストブルムとエルフィーナの間に生まれた空間。それはエルフィーナにとって絶好で、絶対の間合いとなる。

『間違っていると言っているんだ！』

　一〇連撃。デストブルムの小口径ＩＭＥカノンが一瞬で一〇基、潰された。

『仕方がないだと!?　そんなくだらない理由で……君の命が使い潰されてたまるか！』

　──二〇基。───二三・二四・二五基。──二八基目から三〇・三一基。

『きゃああああああ！』

　鋼鉄の花に拳がめり込む。最後のマシンアームまでもが殴り潰された。

　デストブルムから武器を取り上げたエルフィーナは、その魔女帽子を両手で抱える。

『聞けセレン！』

　デストブルムのコックピットにエイルンの声が流れてくる。

『君は一人しかいないんだ！　君の命も！　君という人間も！　替えなんて世界中のどこにもいやしない！』

「……夏樹？」

　その声が、語調が……セレンの頭から急激に熱を奪い去っていく。

『世界中の人間が君に死ねと言っても！　俺は君に生きろと言うぞ！』

　迸ほとばしる感情の中に、底知れぬ愛を感じる。

　それはかつて、幾度となく自分を励まし、救ってくれた、大好きな人の声だった。

『生き汚くなれ！　踏まれても踏まれても、雑草みたいに伸び続けてやれ！』

（なんか……まるで）

『君は幸せになれる！　絶対！　絶対にだ！　今は思えなくても、幸せだと思える日がきっとやってくる！』

（いつもの……夏樹みたい）

　セレンの大きな瞳から涙の雫しずくが溢あふれだす。

『教えたろ!?　足を止めてはダメなんだ！　苦しいところで止めればそこが終着点になってしまう！　だから乗り越えてくれ！　乗り越えた先に幸せがあると信じて！　君の大切な人生を『仕方ない』なんて言葉で放り出さないでくれ！』

　今のエイルンはまるで……記憶を亡くす前の彼のように、思えてならない。

　セレンの額に優しい感触が走る。エルフィーナがデストブルムの帽子に額をつけていた。セレンはデストブルムを通して、エイルンに額をつけられている触覚を覚える。

『幸せを見つけるその日まで……決して、自分を粗末に扱わないでくれ』

　エイルンの切なる願いと共に、エルフィーナが右の拳をゆっくりと振り上げる。

『俺はあの日、君に救われたんだ』

「！」

　セレンの既視感が、徐々に確信へと変わっていく。

『この世界から爪つま弾はじきにされた俺を、君は受け入れ……たった一人の味方になってくれた』

　それは二人だけが共有する、始まりの記憶。




《夏なつ樹きは嘘うそじゃない》




　魔女と迫害されて泣いていた自分と、異端者と迫害されて心で泣いていた彼。




《もしも誰かが夏樹を嘘って言ったら、私がホントって言う。もしも誰かが夏樹を苛いじめたら……わ、私がぶっ飛ばす》

　助けてくれた彼にした、誓い。




《私が……夏樹の味方になる》




　忘れることなどできない。セレンとエイルンだけの思い出。

「夏樹……まさか」

　まさか、まさか、まさか、まさか、まさか、まさか────セレンは一つの可能性に辿たどり着く。気付き、そして考えてしまった。

『だから俺も誓ったんだ』

　セレンの脳裏に、エイルンとの思い出が走馬灯のように蘇よみがえっていた。

『俺も……君だけの味方になると』

　セレンは大きく息を吸う。

「夏──っ！」

　セレンは咄とつ嗟さにエルフィーナに向けて手を伸ばす。




『生きろっ！　セレン！』──エイルンの紅の瞳から、涙が散った。




　エルフィーナの拳がデストブルムの腹部へ突き刺さる。

　デストブルムのアイカメラが静かに滅灯した。デストブルムが破壊され、地球へと落ちていく。セレンの声にならない絶叫だけが響き渡る。

　エイルンは地球へと落ちていくデストブルムを見ていた。エイルンの周囲に浮かんでいたのは涙の雫しずく。

　米粒ほどに遠く、小さくなったデストブルム──それを映したモニターにエイルンはそっと手で触れた。セレンに心からの礼を言う。

「俺と出会ってくれて……本当に、ありがとう」

　エイルンは目元を強く拭う。一度だけ熱い吐息を漏らした。

「行こうエルフィーナ。これが俺たちの……終着点だ」




　二人の旅は今、終わりを迎えようとしてた。






Final　エイルン・ラストコード









　エイルンとエルフィーナは二つ目の月に向け、二人だけの宇宙をゆっくり進む。

　その背後には別れを告げた青い地球が広がっていた。

『私たちはネイバーから生まれた存在』

　エイルンは、ジンから告げられていた真実をエルフィーナに話していた。

『内在する記憶情報も、すべては虚構だった。そうアブソリューター、いえ……氷ひ室むろ夏なつ樹きは仰おつしやっていたのですか』

「ああ」

　エイルンは暗い顔で頷うなずいた。

『ムッシュはいつから記憶を取り戻していたのですか？』

「……詳しく覚えてはいないが、半年くらい前からか。理由は分からないが、目を覚ますたびに少しずつ思い出していった感じなんだ」

　エイルンはたびたび意識を失っていた。その度、人には聞き取れない声で何かを呟つぶやき続けていた。常にエイルンの傍そばにいたエルフィーナだけがその事実を知っていた。

『なるほど、思考回路が整理されました。それはおそらく、その、ナイトメア・ブレイカーとやらがムッシュの情報を更新していたのだと思います』

「ナイトメア・ブレイカーが？　……そういえばジンが、俺たちはナイトメア・ブレイカーの端末のような位置づけになると言っていた」

『ムッシュが完全なシステム質量体というのでしたら、プログラムの更新作業があるはずです。その際、破損されていた記憶ファイルがバックアップファイルと更新されたのでしょう』

　それを聞き、エイルンは余計に顔を暗くした。

「最後まで、君には黙っておくつもりだった」

　こんな残酷な現実……大切なダンスパートナーには絶対に聞かせたくなかった。

『君はツルギに愛されて生まれた大切な娘で。俺はそんな君を彼女から預かった……その記憶のまま、君と最後を迎えたかった』

　エイルンは強く目を閉じる。絞り出すように「すまない」と彼女に謝った。

『ムッシュ、一つご質問がございます』

　話を聞いたエルフィーナの口元には、女神の微笑ほほえみがあった。

「？」

『あなたさまは虚構の存在であり、私という存在も虚構だった。その事実を隠しきれなかったことで私を傷つけ、精神的な負荷を感じている。違いありませんか？』

「……ああ。そんな感じかな」

　エイルンは当惑する。エルフィーナは至って平生普段のままだった。

『でももう一つ質問いたします。そもそも虚構と現実の境界とはなんなのでしょう？』

　エルフィーナは首元のブローチ──コックピットハッチ──を優しく撫なでた。

『私たちは今、この瞬間も存在しています。お母さまと過ごした記録も、このボディを得てからあなたさまと踊り続けた記録も。それらは一カンマ〇秒の単位で私のメモリフォルダに刻まれ続けております。それに付随する感情も、心も……すべてです』

　エルフィーナは愛いとおしく思うように自分の胸部に手をやる。

「それは……用意された記憶だからで──」

　エイルンは口ごもる。しかしエルフィーナは迷いない言葉で言い切った。




『それでも今、私たちはここにいるではありませんか』




「！」

『私がムッシュを愛おしく思うこの気持ち、お母さまがくれたこの心は、ちゃんとここにあります』

　エイルンは両眼を見開き、震わせた。エルフィーナは優しい声で続ける。

『事実として在るのに、それを他者が嘘うそだ本当だと定義づけするなど、迷惑この上ない話です』

「[image: ][image: ]っ」

　エイルンは泣きそうになる。心に立ち込めていた黒い雲が……晴れていくようだった。

『ご安心してくださいませ。あなた様はあなた様の心が命じるままに、ご自身の信念ワガママを貫つらぬいた。誰よりもそれを私が知っております』

　ああ。なんで自分は真っ先に彼女に相談しなかったんだろう。

『エイルン＝バザットが闘い、傷つき、それでも誰かを救い続けた事実は……きっと多くの人々の心に刻まれているでしょう』

　エイルンは、ここにはいない幼おさな馴な染じみに声を大にして自慢してやりたかった。




『ムッシュ、胸を張りましょう。私たちは確かに、現こ実こにいました』




　自分たちの愛まな娘むすめは、知らぬ間にちゃんと成長していた、と……。

　エイルンは唇を噛かむ。込み上げる涙を精一杯我慢した。それから、零こぼすような笑いと共に項垂うなだれる。

「ツルギ……君の娘はいつのまにか、こんな素敵な淑女レデイーに育っていたよ」

『お母さまはとっくに気付いておりました。気付いてなかったのは鈍いあなた様だけです』

　エルフィーナの嫌いや味みに、エイルンは鼻で笑いを零す。

『そうだな……本当にそうだ。ありがとう。君の言うとおり、俺はいったい何と戦っていたんだろう』

　それからエイルンとエルフィーナは他た愛あいない会話に興じる。

　ここに来た時のこと。最近のこと。エイルンが皆を想おもって一芝居をうったこと。近づく終わりを僅かに惜しむかのように────。

　やがて、二人の前に二つ目の月が広がった。

　地球の自然を修復するために造られたネイバー。そしてエイルンたちナイトメア・ブレイカーを管理する基地を内包した機構。

　ネイバー21番機【ワールドガード】──二人の終着駅だった。

『私たちはどうやら歓迎されていないご様子で』

『そうみたいだな』

　眼前に広がる小惑星は赤く光り始めた。惑星の中で紐ひものようなものが何本も蠢うごめきだす。この距離からでも視認できるほどの大きさ、そして長さだった。

　それは神話のヨルムンガルドを彷ほう彿ふつとさせる、機械製の世界蛇。

　しかし、コックピットにいるエイルンの表情は明るい。迷いもなければ恐れもなかった。エイルンは最後のダンスを申し出る。

「最後の曲ナンバーだ。俺と踊ってくれるな、エルフィーナ」

『お心のままに。私の旦那様マイムツシユ』

　エルフィーナはスカートの裾を摘み、嫋たおやかに一礼する。ダンスの申し出を受けた貴婦人のようだった。二人は声を重ね、最後の出撃をする。

「『この悲しみを打ち砕く！』」

　エイルンが髪と瞳を紅あかくし──エルフィーナがミッドナイトブルーの瞳をぱっちりと開ける。操そう縦じゆう桿かんが握られ、淑女が拳を正面に掲げた。




『俺（私）と！　おまえ（あなたさま）で！』




　儀礼兵装フオーマルオプシヨンのまま、エルフィーナがワールドガードに突撃する。

　スラスターが青い鱗りん粉ぷんを撒まき、エルフィーナを前へと押し出した。

　ワールドガードから世界蛇が何十本と伸びる。完全な質量の暴力だった。牙一本がエルフィーナよりもずっと大きい。

　エルフィーナはそれらを華麗に掻かい潜くぐる。流水の如ごとき軌道を描き、疾風の如き速さで惑星を目指す。

『そうか！　お前は俺がネイバーフッドではないと！　偽物だと分かるんだな！』

　エルフィーナが世界蛇の身体に乱暴に着地……スカートの裾を持ち上げて蛇体を走り下りる。横から一匹が向かってきた。一口で都市を飲み込めるほどの大きさだ。

　その世界蛇が口を開ける刹那──エルフィーナの回転蹴りが弧を描く。

『でも俺はここにきて、たくさんの人と出会った！』

　世界蛇の頭が上に吹き飛ばされる。

『ときにぶつかり、ときに励ましあって、今日まで進むことができたんだ！』

　正面からもう一匹。エルフィーナはその頭を飛び越え、今度はその世界蛇の蛇体を走り始める。目指すはワールドガードにある管制制御室。

『彼らが俺たちに意味を！　居場所をくれた！』

　エルフィーナの拳が蛇腹に叩たたきこまれる。行く手を阻んでいた世界蛇の身体が横にずらされた。

『確かに俺たちは嘘うそに塗り固められた、アニメキャラクターなのかもしれない！　そんなものはどこにも在りはしなくて！　本当はただのプログラム言語の寄せ集めなのかもしれない！』

　エルフィーナの頭上からヨルムンガンドの顎が迫る。

『けど！』

　迫ったヨルムンガンドの顎がかち上げられた。エルフィーナの胸は暖炉の光のように内部から赤く光る。コックピットにいるエイルンの左胸もまた、コスモフィリアを燃やし、赤く光っていた。最後の命を燃やし、エイルン＝バザットは吠ほえる。

『俺たちのこの思いは！　この時間は！　今、確かにここにある！　これを嘘うそだとは言わせないっ！　絶対に！』

『ハァ！』

　三匹の世界蛇の頭が殴り砕かれる。

　淑女が背負うのは青い地球。そして、自分たちが愛した本物の月。

　二人の旅路を、軌跡を、生き様を……優しく照らすように月がそこにあった。

　紅の勇者と、月の女神ルインレーゼはワールドガードの地表に到着する。

　クレーターを思わせる地表には、地平線まで届くメインゲートがあった。エルフィーナはそれにむけて拳を振り上げる────

　メインゲートを壊し、エルフィーナが直下に降下する。この先にデストブルムが安座するはずだった、ネイバーとの連結炉があった。

『ワールドガード！　あの子は大切な人のために涙を流し、傷を負える優しい女の子だ！　決しておまえにはやれない！』

　降下中、エルフィーナが不可視の障壁によって阻まれる。バリアーだ。ピンク色の光が稲妻となってエルフィーナの進路を阻んだ。

『ぐうぅうう！』

　バリアーを押し返すようにエルフィーナのスラスターが吠える。

「代わりに！　俺たちがおまえの傍そばで眠ってやる！」

　エイルンが操そう縦じゆう桿かんを押し上げる。スラスターを更に点火させた。

『人間じゃないとだめか!?　ただのプログラムにお前の椅子は座らせられないとでも言うのか!?』

　張った網が沈むようにバリアーが徐々にたわんでいく。

「プログラムがなんだ！　幻が何だ！　アニメのサブキャラだからなんなんだっ！」

　エルフィーナがバリアーに向けて拳を振り上げる。

『往生際が……悪い！』

　左の拳が光の障壁を突き破る。桃色の稲妻が残ざん滓しを残してかき消された。

「今、俺たちは此こ処こにいて！　俺たちの想おもいもここにある！　これも一つの現実だ！」

　エイルンは進む。エルフィーナと一緒に。

「俺は大切な人に！　世界はもっと優しいものだと教えてあげたいんだ！」

　デストブルムが格納されるはずだった安座。

　中枢までの到達距離──残り五二キロ。







　同時刻──地球・太平洋。

　エルフィーナに破壊されたデストブルムは大気圏を抜け、海上に着水していた。

　デストブルムがクラゲみたいに海面に浮かんでいる。魔女帽子だけを出し、アイカメラは自分が落ちてきた空を見上げていた。

　日は落ち、夜空が広がる。星々が瞬またたき、満月が一人と一機を照らしていた。

　デストブルムの魔女帽子に立ち、セレンは月に向かって叫ぶ。




「ばがぁあ！　夏なつ樹きのっ────バガァアアアアアアアアアアアアアアアアアァ！」




　吠ほえるように泣き、喉が嗄かれても叫び続ける。デストブルムもまた、アイカメラを青くし駆動音を鳴らす。それは動物の悲しい鳴き声のように聞こえた。







　其そ処こは機械の中とは思えないほど、静せい謐ひつで神聖な空間だった。

　木々が生え、苔こけがあたりを緑色に塗っている。小川が流れ、天からは太陽のように光が降り注いでいた。中央には神殿を模した、白い円形の台座があった。

　その一角が吹き飛ばされる。壁を殴り壊したエルフィーナが突入してきた。

　ヒールが小川を蹴り、飛沫しぶきが飛ぶ。エルフィーナは飛ひ翔しように切り替え、低空飛行になった。途端に、静謐な空間は侵入者を示す赤色に変わった。

　しかしエルフィーナは低空飛行のまま台座を目指す。

『たとえ嘘うそだったとしても！　幻なのだとしても……俺たちは──！』

　エルフィーナが乱暴に着地する。ヒールが足場を大きく削岩した。地面から円柱のようなものがエルフィーナの腰元まで伸びる。それはネイバーとの接続プラグ──

　エルフィーナはそれに向け、右の拳を振り上げた。

「エルフィーナ・ルインレーゼは！　エイルン＝バザットはっ………………」

　エルフィーナの動きとリンクするようにエイルンが身体を落とす……涙の軌跡を置き去りにして。




『確かに────現こ実こにいたんだぁああぁああぁあああ[image: ]』




　エルフィーナの拳が円柱に接触すると同時────

　電気情報がワールドガードの中心核まで光の速さで駆け抜ける。中枢回路に表示されていた電光文字。

【拒絶rejection】　→　【許可Permission】に切り替わった。

　ワールドガードのメインシステムがエイルンたちを受け入れる。

　赤くなっていた小惑星が静まっていく。地表で暴れていた世界蛇たちが再び地中へと潜り、眠りについていく。

　台座に立ち、天を仰ぐエルフィーナ。損傷を被ったボディが修復していく。コックピットにいるエイルンもまた、自分の手や体を怪け訝げんそうに見渡していた。

「これは」

『どうやら、うまくいったようです』

　エイルンは鼻から呼吸する。肺部分を覆っていた違和感が消えていた。ぼやけていた視界が一気に鮮明になる。試しに動かなくなった脚を動かしてみた。なんと両りよう腿ももを上げられた。ブーツで底面を踏み締めてみる。足の機能だけでなく、感覚さえも戻っていた。

　エイルンは安心したようにシートに頭を埋うずめる。その目に涙を浮かべた。

「最後に、すごいご褒美をもらったな」

『お疲れさまでした、ムッシュ』

　エルフィーナを微震が揺らす。エルフィーナを乗せた台座が上昇を始めた。




　見事に踊りきって見せた勇者と淑女に……終わりの時が来る。




　女神を乗せた台座は地表に到達する。

　エルフィーナは木陰で休むように腰を下ろしていた。膝の上で水を掬すくうように両手を合わせている。彼女の手の中でエイルンが仰あお向むけになって寝ていた。

「さすがに疲れたな」

　大気と緑の星、地球が広がっている。とてもマリスに踏み荒らされていたとは思えない。青く、美しい……大切な仲間たちと、セレンの星。

　これからも人は生まれ、その人たちがやがて子を産み、育て、老いていく。

　そうやって続く命の営みは、あとどれくらい続けられるのだろう。この星は、あとどれほどの生命を産み育てていくのだろう……エイルンはぼんやりとそんなことを想おもった。

『毎度のことながら、無む茶ちやをしましたね』

　エルフィーナの声が愛いとおしい。まるで初恋の幼おさな馴な染じみが優しく囁ささやきかけてくれているような気がした。安心したら、急に瞼まぶたが重くなってくる。

「ちょっと……眠くなってきたよ」

　まだ起きていたい気持ちと、このまま眠ってしまいたい気持ち。

　二つに悩まされながら、エイルンはうつらうつらと瞼を開いたり閉じたりする。

『きっと素敵な夢をご覧になれます』

　遠くなる意識の中で、エイルンは思い出していた。




《助けてきなさい。泣いているすべての人たちを》




　いったい自分たちは、どれほどの涙を掬すくうことができたのだろう。

　自分と愛機は、もう休んでもいいのだろうか。

　愛する彼女に会いに逝っても……いいのだろうか。

　エイルンは遠くにある青い星に右手を伸ばす。自然と、涙が伝ってきた。

「ツルギ。俺はたくさんの涙を止めたよ」

　そう言ったエイルンの足は……『白い石』に、なり始めていた。周囲の台座と同じ色に変色し始めている。

「エルフィーナと二人で、君の下に……行けるかな」

『きっと行けますとも』

　意識が鈍化していく。でもエルフィーナの声はちゃんと聞こえていた。

「最後に……一つだけ、いいか、エルフィーナ」

　だから眠ってしまう前に、ちゃんと伝えておかないといけない。

『なんでございましょう』

　エイルンは初めて彼女と出会った時のことを思い出していた。

　ツルギの胸くらいまでしかなかった、幼女を象かたどるアンドロイド──

　初めのころは幾度となくケンカし、そのたびに幼おさな馴な染じみに怒られ──

　ルインレーゼのボディを与えられてからは、一緒に戦場を駆け抜けた──

　愛する人を喪うしなってからも……ずっと、一緒にいてくれた──

「君がいたから、俺は、今日まで戦って、これたよ」

　エイルンの石化は胸を通り、首まで到達していた。瞼まぶたが重い。途切れそうな意識を懸命に繋つなぎ、エイルンは想おもいを紡ぐ。

「本当に、楽しい……毎日だったなぁ」

　エイルンは嬉うれしそうに笑う。重さに耐えきれず、とうとう瞼を閉じた。

「君がいつも、傍そばにいたから……いて、くれたから」

　勇者は最後の言葉を、愛し続けた月の女神ルインレーゼに捧ささげる。




『俺は君たちを、愛していたよ』




　エルフィーナは慈愛にあふれた笑みでエイルンに返す。




『私も────あなたさまを愛しております』




　瞼まぶたを閉じたエイルンは口元を緩ませる。安心したように眠りにつこうとした時だった。




「言っとくけど、私もだからね？」




「！」

　エイルンは驚きに瞼を上げた。エイルンは信じられないものを見る。

　着物に白衣。ツインテールに、切れ長の大きな目が印象的な少女。

　それは正真正銘。ホログラフなどではない。

　死んだはずの幼おさな馴な染じみ──ドクターツルギが、エイルンの隣で体育座りをしていた。

「ツルギ？」

　エイルンは突然の奇跡に、涙を溜ためる。

「たく、こんなになるまで戦って。ほんとバカ」

　ツルギはエイルンの前髪を梳すく。それからエイルンの頭を優しく撫なでてくれた。

「さぁ……安心して寝なさい。この私が、誰にも文句なんて言わせないわ」

　エイルンに涙がこみ上げる。今度は我慢できなかった。

「ああ……ああ！」

「いつまでたってもアンタ、泣き虫ね。この……泣き虫エイルン」

　溢あふれる涙を止めることなく、エイルンは笑う。なんて最高の人生だったのだろう。

「幸せ、だな」

　すべてのことから解放されたように……エイルンはやっと眠りにつく。




「なんて、幸せ────だったん、だろう」




　エイルンのすべてが石になる。勇者が羊飼いへと還かえった瞬間だった。

　エイルンの隣に座るツルギの身体もまた、石化が始まっていた。ツルギはエルフィーナを見上げていう。

「ありがとう、エルフィーナ。最後までこいつのワガママに付き合ってくれて」

『本機の意思によるものです。とても楽しく、充実した日々でございました』

「そう。それは良かったわ」

　ツルギは悪戯いたずらっ子このように笑う。それから石像になったエイルンに、寄り添うように寝っ転がった。

「アラームはかけないでいいわよ」

　少し顔を赤らめ、エイルンの寝顔を覗のぞく。それからその首に両腕を回した。

「ふわぁ……あなたも夜更かししちゃ、だめ……なんだから、ね」

　そういってツルギもまた、エイルンの隣で眠りにつく。

『お母様も……おやすみなさいませ』

　二人を起こさないようにエルフィーナは小さな声で言う。同じく、エルフィーナの折り曲げられた脚、真紅のスカートも白くなり始めていた。

　石になった二人を胸元に近づけ、エルフィーナも目を閉じる。

『私も、とても幸せな毎日でございました』

　脳内メモリに再生したのは、いつまでも鮮明に輝く、麗しのメモリー。




　エイルンとツルギに挟まれるように手を繋つなぐチビフィーナ。いつもケンカばかりしているくせに、決して自分の手を放さない…………愛した二人。




『三人でいつまでも……幸せな夢を見ましょう』

　そうしてエルフィーナは、月の女神ルインレーゼへと帰結する。

　二つの石像を抱く巨大な女神像が一体──神殿に安置された。
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　たとえ七度生まれ変わっても、月の女神は羊飼いと恋に落ち、結ばれる。

　これは、羊飼いだったエイルン＝バザットという軍人と。

　自分の分身に、想おもいを託したドクターツルギという才人。

　そして、彼女の想いを受け継いだエルフィーナ・ルインレーゼというお人形の物語。




　決して結ばれることがなかったルインレーゼは時を超え、時空を超え、世界さえも飛び超えて……やっと、その想いを遂げる。




　この世界の月で、彼女は本物の月の女神ルインレーゼになったのだ。






エピローグ









　羊飼いは今日も夢を見る。

　星の緑は息を吹き返し、人々は忙せわしなさそうだ。

　壊れた建物を直す人。生き別れた家族に出会う人。荒野を耕し、種を植える人。

　怒っている人もいる。泣いている人もいる。けど笑っている人もちゃんといる。

　夢の中の羊飼いは、世界を飛び回る。

　緑色の山を飛び越え、青い海を渡り、雲一つない空を抜け────

　大事な仲間たちの様子を今日も見に行く。




　二番目の少年は同じ境遇の少女と喫茶店を営んでいた。

　茶色を前面に出したアンティーク調のカフェ。

　少女が考案したランチプレートが大当たりし、平日休日問わずに大盛況の賑にぎわいだ。倉庫で棚卸しをする少年を、羊飼いが優しく見守っている。

　二番目の少年はふと周囲に視線を配った。誰かが近くにいたような気がしたのだ。

　すると店の方から銀髪の少女が顔を覗のぞかせる。少女は美しく成長を遂げていた。

「水す久く那な。クローズだけどお客さん、あっちのほうの」

　それはこの店がもつ、もう一つの顔。

　法では裁けぬ悪がある。だから二番目の少年は銃を捨てることはしなかった。

　表向きは小さなカフェを営む青年店主。

　裏では弱者のための銃を執る執行人。

「ありがと。すぐに行くよ」

　エプロン姿のまま店の方へ行く少年。羊飼いはその背中を見送った。




　かつての部下たちは今日も忙しそうだ。

　坊主頭の少年は今や政府の役人だ。

　黒いスーツにサングラス。ピカピカの革靴でコンクリートジャングルを闊かつ歩ぽしている。

　要人警護から、海外での荒事の処理と、なんでもさせられている。心労が溜たまってないだろうか。

　日経ブラジル人の少年は、海運業を営んでいた。

　海上の治安がどこも悪い中、海賊まがいの簒さん奪だつが慢性化している。彼の仕事は用心棒だった。今日も青い海のどこかで戦せん騎き装そうを乗り回っている。

　顎あご鬚ひげの少年は、なんと戦騎装の教導官になっていた。

　もともと人にものを教えるのはうまかった。なんでも、誰かに触発され、後進を育てる大切さを教わったそうだ。誰かは知らないが、良い人に巡り合えたようだ。

　そして、三人と結婚したのが五番目の少女。

　羊飼いは彼らの家にお邪魔する。庭園付きの日本家屋だ。瓦の門構えを通ると、庭で三人の子供を面倒見る、着物の美女がいた。

　髪を伸ばし、帯ほどまで垂れている。右目は相変わらず隠していた。でも、雰囲気はずっと柔らかくなったように見える。

　左手で浅黒い肌の女の子と手を繋つなぎ。若干目つきの悪い男の子とは、右の義手で手を繋いでいる。背中には、親指をおしゃぶり代わりにしている赤ん坊を背負っていた。

　羊飼いは赤ん坊の顔を覗のぞき込む。

　すると赤ん坊がきゃっきゃっと笑い出した。五番目の少女は、誰かいるのかと思って後ろを向いた。末の子供は、そこに誰かいるかのように手を伸ばしていた。

「あらあら。幽霊さんとお話でもしてるのかい」

　羊飼いはシーと、赤ん坊に口元に人差し指を立てて見せる。




　七番目の少年は一際大変そうだった。

　大宮廷の中では、何百という宰相たちと今日も会議が行われている。

　玉座に座すは見目麗しい国家元首だ。宮廷服を身に纏まとっている。

　玉座の裏側には鏡合わせのように、もう一つの玉座があった。七番目の少年は皇帝服を着崩し、山のような報告書に目を走らせている。そんな彼を見て羊飼いは苦笑した。

　書類データの上を走らせていた視線が不意に止まる。その髪は長くなり、年不相応の威厳が漂っていた。七番目の少年は若き獅し子しを思わせる、帝みかどへと成長していた。

「あなた、あなた、次、インドのＮＧＯ派遣の件です。なんて答えましょう？」

　背後から声がする。七番目の少年は小声で指示した。

「まだそっちは裏が取れていない。後日また返答するとでも濁しておけ」

　羊飼いは小さく手をふり、宮殿を後にする。




　四番目の少女はまた偉業を果たしたようだった。

　海外にある有名な庁舎に羊飼いはお邪魔する。西洋のお城のような外観の建物だ。

　中では授賞式が行われていた。彼女は世界的な賞をまた獲とったそうだ。

　何でも今度は、土づくりから収穫まで全自動でやってくれる大規模農業ロボットを作ったとかなんとか。羊飼いは空いていた傍ぼう聴ちよう席せきに座らせてもらう。

　少女は黄金のトロフィーをもらう。メガネは変わらずだがドレス姿で、ちゃんと化粧もしているようだった。彼女も綺き麗れいに成長していた。

　四番目の少女はトロフィーを受け取ると、手を高々と上げる。

「これで三つ！　獲ったどぉおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　少女が吠ほえるや、観客席からスタンディングオベーションが起こる。

　羊飼いも一緒に拍手を送った。




　羊飼いは海が見える丘までやってくる。そこにはポツンとお墓が二つ並んでいた。

　ここにはかつて世界を守った英雄と、英雄を陰から支え続けた女傑が眠っている。

　目を閉じ、羊飼いが祈りを捧ささげる。

　ゆっくりと目を開け、丘の上の墓地を後にした。

　なんだか、あの二人が笑いかけてくれている気がした。




　六番目の少年は今日も戦っていた。

　廃はい墟きよとなった古城に、機械製の大悪魔が膝をついて鎮座している。長髪の青年は上半身裸で井戸の水を汲くみ上げていた。汲んだ桶おけ水みずを頭から被かぶる。

　頭を振ると、髪の毛先から水が跳ねる。

　平和とはダムのようなもの。小さな亀裂一つで、すべてを決壊させる脆もろさを内在させる。

　彼は調停者としての未来を選び取った。

「さて。次はブタペストか」

　六番目の少年は愛機に向けて歩き出す。羊飼いも彼と逆方向に歩き出した。







　羊飼いは、かつて自分が住んでいた町に舞い戻る。

　家電量販店を見物する。すると一つのプログラムソフトウェアが目に入った。

　黄色い箱に猫のマーク。メーカー名は『ＥＴＡＲＯ』と表記されている。

　メガネの少年は、猫とプログラムの会社を起たち上あげたそうだ。お店のプッシュ具合からうまくいっているのかなと思った。

　するとふと、テレビコーナーで流れていたニュースに目が留まる。

『イギリス王室に日本人女性が迎えられるのは歴史上初めてのことであり、二人の馴なれ初そめが欧州奪還の大作戦だったということでも大きな話題を呼びましたね』

　金髪碧へき眼がんの青年殿下に連れ添う、年若い日本人女性。

　それはかつての三番目の少女だった。見違えるくらい、綺き麗れいに成長してしまっている。

　羊飼いは嬉うれしそうにまた微笑ほほえんだ。







　八番目の少女は家族写真を撮りにきていた。

　夫であるバイク屋の店長は、普段は着ないスーツ姿で窮屈そうだ。三歳になったばかりの子供の手を引いている。一方、八番目の少女は少しだけ恰かつ幅ぷくが良くなっていた。

　しきりに娘の洋服を直すので、いつまでたっても写真が取れない。カメラマンが困り笑いを浮かべている。子煩悩なママといった感じだ。

「では撮りまーす」

　カメラマンが三人をフレームに収め、シャッターを切る────

　一仕事を終えたような顔でネクタイを緩める主人。ふと糸目の彼は横を向いた。

「どうしたんですか？」

「いや……なんか、誰かいた気がしてさ」

　三人は写真店を後にする。このあと百貨店で娘の服を買い、少し高めのレストランに行くことになっているようだ。お父さんはたいへんだなと思った。







　羊飼いが世界中を旅した頃には、もう夜になっていた。

　誰もいない浜辺で羊飼いは夜空を見上げる。空には煌こう々こうと二つの月が上っている。

　一つはもともとこの世界にあった月。

　もう一つはせわしなく地球の周りを回っている月。

　自分が眠っている場所だ。ルインレーゼの加護が今日も降り注いでいる。

　あの月が輝き続けている限り、二度と怪物たちは現れない。

　人は今日も平和に向けて、努力を重ねている。

　羊飼いの少年はふと、右手を見た。

　半透明な自分の手……そこに光の種が落ちるようにして中に入っていった。

　種は身体に入ると、一際大くなって消えていく。また少し自分の存在感が大きくなった気がした。きっと……また誰かが自分に祈りを送ったのだと思った。

　羊飼いは月を見上げる。少しだけ心配になり、祈りを送った者たちのところへ向かう。







　真っ暗な空間内に小さな光が点ついている。それは機械の電光表示だ。

《Sleeping》《Sleeping》《Sleeping》

　黄色いバックライトに黒字で、延々に繰り返されるスペルの点滅……しかし──

　〔Code,Selection!!〕

　不意にスペルが切り替わった。すると……機械の駆動音が周囲に起こり始める。







　少女は、その女の人がどうして笑っているかわからなかった。

　そこは夜の魔王が降りた、鬱うつ蒼そうとした森の中。少女はボロの貫頭衣に身を包む。

　数日前、自分たちの村を兵隊崩れが襲ってきた。村人の半数が殺され、戦えない女子供たちがこの森を逃げていたとき、彼女と初めて話した。

　彼女は、行き倒れで村に運ばれた旅人だった。

　遠い極東の地から来たという。茶色いショートの髪は自分のぼさぼさの髪とは大違い。起伏のとんだ胸や腰。今は大きめの外がい套とうを羽織っている。

　兵隊崩れが襲ってきたとき、彼女はなんと鋼の巨人を奪い取り、皆をここまで逃がしてくれたのだ。彼女がいなかったら皆殺しにされていただろう。

　少女は旅人にどうして平気でいられるのか問うた。

　旅人は、少女に理解できない言葉でこう返した。

「怖くないのか、的な質問をしたのかな？　怖いわけじゃないけど……それよりも怒ってる、の方が強いかな」

　旅人改め、一番目の少女は外套を揺らす。

　森の中に隠した鋼の巨兵、戦せん騎き装そうに片足を乗せた。

「こっちはオンボロ戦騎装が一機。残弾ゲージはあと半分。襲ってきた奴やつらは目算、七機くらい、か」

　どうしよう、よりも、どうするか。彼女の頭にあるのはそれだ。

　勝てる気はしないが、負ける気もしない。無根拠な自信が湧くほどの修羅場を、この少女は幾度となく経験していた。

　一番目の少女は心配そうに見上げる彼女の頭に手を乗せる。

「ま、仲間も呼んだし。なんとかなるっしょ」

　その時だ。静寂な森の中をヘリのロータリー音が駆け抜けた。

　二人を空からライトが照らす。しかしライトの照明と音だけで、あとは何も見えない。

　何が起こっているか分からないが、少女はあの野党たちが襲ってきたかと思った。他の村人は驚いて森の茂みに隠れていく。

　ライトの光源が地面に近づくたびに、それは姿を現していく。

　天から舞い降りたのは三機の巨大ヘリコプターだった。その中でも一際大きなヘリがある。何もない空間から現れたような光景だった。

　ライトをバックに女性が降りてくる。旅人と同じ、美しい東洋人女性だった。

　ビジネススーツ姿。ヒールをコツコツならし、タラップを渡ってくる。

「悪いねシャチョー。ちょっとトラブった」

　旅人の女性は気安い感じで話しかける。しかし少女の目には声をかけるのも躊躇ためらわれる、吹雪の女王さまにしか見えない。

　女王さま改め、九番目の少女は彼女の頬ほおを強くつねる。

「いちちち！」

「何年も音沙汰がないと思えば、こんな辺境に呼び出してっ！　招待状送るにしても、あなただけ、どこにいるか分からないから送れないし！」

　一番目の少女が「ちぎれる！」と悲鳴を上げる。九番目の少女は「ちぎれなさい！」とさらに怒り出す。なんだか実の姉妹のように見えた。

　九番目の少女の後ろから、機材をもった人たちが何人も走ってくる。ちょうどよさそうな広場を見つけるや、機材のセッティングを始めた。

「規模は？」

「確認できただけで戦せん騎き装そうが七。歩兵が九。あ、一人やったから八か。ただ土壇場で見た分だから他にもいると思う」

「野党化した傭よう兵へい崩れかしら。勘弁してほしいわ」

　そう言って黒髪の女性は、貫頭衣の少女を横目で見る。

「ま、放っておくわけにもいかないか」

　部下たちがせわしなくヘリコプターからケーブルを伸ばしている。広場の方には仮設テントが出来上がっていた。

「ねーねー。アニメ会社の社長って暇なの？」

「ぶっ殺すわよ？　明日も一〇時から社外イベントが控えているの」

　そう言って彼女は指を鳴らす。すると一際大きなヘリの搬入口が開放されていく。

「三〇分で終わらせる」

　開放口が開くと片膝をついた巨人が鎮座していた。鋼の巨人を見て、少女は息を呑のむ。

「すごい」

　赤と黒で塗られた鋼の巨人。その顔は怪物のように怖く、二本の角を生やしていた。

　旅人が外がい套とうを脱ぎ捨てる。二人が鋼の巨人の方へと歩き出した。

「はい。招待状。ちゃんと渡したからね」

　黒髪の女性は旅人の女性に手紙を渡す。

「これ、セレンには？」

「あの子はあなたと違って住所不定無職じゃないから。もう届いてるんじゃないかしら？」

「やめよ？　それ、言われるとけっこう傷つく」

　そんな二人に向かって、少女は叫んだ。助けてくれるのかと。

　すると黒髪の女性は、少女にも分かる言葉で返した。

「もう大丈夫です。あなたたちはわたしたち、エイルンコードが保護します」

　少女は確認するようにその名を呟つぶやく。

「エイルン、コード」

　旅人の女性が続きを言った。

「世界を股にかける、正義の軍隊だよ。最近はめっきり出番なしだけど」

　二人が同時に振り向く。

　その自信に満ちた表情を見て……少女は熱が込み上げるのを感じる。

「わたしたちの全部であなたを助ける」

「だからもう泣いちゃダメだ」

　それはかつて、この星を救った勇者の言葉。それぞれが別の道を辿たどっても、勇者の意思は消えていない。それを受け継ぐ者たちがちゃんといる。

　羊飼いは貫頭衣の少女の隣にずっと立っていた。

　力強く成長した二人の背中を見守り……にっこりと笑いかけた。







　青い海と白い砂浜。民家も人の姿も見えない、とある国の郊外部──

　海辺に白い家がポツンと建っている。柵付きのバルコニーに、木製のテーブルと椅子が一脚ずつ。家の陰には小さな軽自動車が一台。

　羊飼いの青年は、浜辺の一軒家に訪れる。

　彼が見る夢の中で、いちばん足を運んでいる場所だった。

　ホワイトモダンの高級住宅。壁もインテリアも白で統一されている。

　ソファーにはスケッチブックが何冊も。ラフで書いたと思われる下書きの絵が何枚も、窓の隙間から入る風に揺られていた。

　アクアリウムの傍そばに置かれる、白いアザラシのヌイグルミ。その隣には、イルカのヌイグルミも置かれている。二つのヌイグルミに挟まれるように置かれる一冊の日記帳。

　家電話は留守電ボタンが赤く光っている。家の主あるじは作業机の上で寝入ってしまっていた。

　羊飼いは彼女の傍に立つ。

　美しく成長し、かつての面影はもうない。

　零ゼロ番目の少女は世界的な絵本作家として、その名を馳はせていた。

　子供たちに夢と希望と、ほんの少しの大切なことを教える。そんな職業だ。

　眠る彼女の傍に立ち、羊飼いが彼女の前髪を梳すこうとする。しかし指は透過してすり抜けた。

　その寝顔は穏やかで……夢の中で誰か、大切な人に会っているのか。

　羊飼いは白い一軒家を後にしようとすると。




「夏なつ樹き？」




　後ろから呼ばれ、羊飼いが目を開く。だが──

「すみません。呼び鈴を鳴らしたんですがお出にならなかったので」

　中年のポストマンがバルコニーの窓から顔を覗のぞかせていた。少女は立ち、小走りで窓の方へ。窓を開けるとポストマンから手紙を受け取った。

　外はすっかり夜になっていた。今晩は一段と月が眩まぶしく輝いている。

「今日はまた……ハハ。おかげで楽に仕事ができます」

　少女もまたバルコニーに裸足はだしのまま出る。月を見上げながら、柔らかな笑みを零こぼした。

「ではまた」

　制帽をつまんで会釈する。ポストマンを見送ると少女は手紙の封筒に目をやる。それは旧友からの招待状だった。手紙には【同窓会のお知らせ】と書いてある。

　少女はぴょんと跳ねる。作業机の方へ行くと、出席のところに〇をつけた。

　それからまた窓の外の月を見上げる。胸の前で手を組み、祈りを捧ささげた。

「今日も見守ってくれてありがと」

　彼女がそう祈ると、羊飼いの身体にまた光の種が入る。種は体内で一際輝き、かき消える……少女の無む垢くな祈りは、こうして羊飼いに届いていた。

　たとえ、姿かたちが見えなくとも。

　常に月が空にあるように、羊飼いの魂もまた少女たちと共にある。

　その言葉は、在り方は、少女たちの中で生き続ける。

　形なき声を聴き、形なき姿を見て、少女たちは今日も懸命に、今日を生きていた。

　でも……そんなひたむきに頑張る者だから、神さまはちょっとだけ贔ひい屓きをしたくなるのかもしれない。




「俺の方こそ、ありがとう」




　祈っていた少女が驚いて瞼まぶたを開ける。

　自分の声が出たことに狼ろう狽ばいする羊飼い。

　恐る恐る声のした方へ首を向ける少女。

　そして……。

　決して交わることのなかった羊飼いの視線と、少女の視線が今……交差した。




　少女は、その目に溢あふれんばかり涙を溜ため……彼に向け、その両手を広げて────





Thank you for everything.
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あとがき









　初めましての方、初めまして。お久しぶりの方、お久しぶりです。東あずま龍りゆう乃の助すけです。

　４年続けたシリーズもこれにて完結させることができました。これも一重に、東を支えてくれた皆々さまのおかげです。

　どこの山に落ちていたかもわからない石ころを、拾って削り、磨いてくれた担当さま。

　エイルンの世界に絵をつけ、色を付けてくれた、みことあけみ先生・汐せき山やまこのむ先生・貞さだ松まつ龍りゆう壱いち先生。

　一度も会ったことはありませんが、陰でバックアップしてくれた校正さまや編集部の皆々さま。営業・流通・販売に関わる、出版関係者、書店員の皆々さま。

　モノカキの夢を追い続けることを許してくれた家族のみんな。自分の夢をバカにせず、背中を押し出してくれた友人たち。

　何より、無限の本の海からわざわざこのシリーズを拾い、大切な時間とお金を使い、エイルンたちの冒険を追い続けてくれた読者の皆さまに……。




　心からの、御礼と感謝申し上げます。４年間ありがとうございました。

　好きなものを、好きなだけ書き散らかして突っ走ってきたシリーズだったと思います。

　東はまことに幸せ者でした。

『人々に夢と希望を与えたい』

　自分が本を書く上で決めている信条であり、持ち続けると誓った信念です。

　それができたかな、最後まで貫つらぬけたかなと振り返りながら、あとがきを書いています。

　別に言わなくてもいい話ですが、未来のことを考えて明記しておこうと思いました。

　作家としての原点である『エイルン・ラストコード』は、もしも自分が道に迷ったとき、手を伸ばす確率が非常に高いと思ったので……。

　あとは、一〇巻まで追いかけてくれた読者の方への決意表明ですかね。

『東はぜったいブレません！』宣言です。

　さて。最後ですので、作品について触れていこうと思います。

『エイルン・ラスコード』は、最初期からオチがあのように固まっていました。

　エンディングはぶっちゃけ好みなので、賛否あって然しかるべきだと思います。

　東の頭の中ではエイルンがお月さまになったところで『完』だったんですが、やっぱりヒロインたちには幸せになってもらいたいと思う人もいるでしょう。

　そこで本作のメインヒロインに当たる、セレン・葵あおい・紫し貴きは特典ＳＳでそれぞれ、エピローグ後のお話を書かせていただきました。

　興味がある方は、そちらも手に取ってお読みいただければ幸いです。

　作品のテーマや、叫びたいことについては、だいたいキャラクターたちが表現してくれていたと思います。

　苦しいときや悲しいとき、是非また読み返してくれたら嬉うれしいです。

　与えるのは別に、夢とか希望でなくてもよく。勇気とか、活力とか……そういう前向きな力を与えられる作家になれるよう、今後も精進してまいります。

『癒いやし』を与えてくれる作品はたくさんあるので、東あずまも同じことをしなくてもいいかなと今のところは思っています。

　さて。毎巻必ず、あとがきで未婚アピールをしてきたわけですが、実はこれ、１巻当初から狙っていた壮大な伏線でありました。

　東の想定では最終巻のあとがきで、こんな風な報告をビジョンしておりました。

『東龍りゆう乃の助すけはこの度、結婚することとなりました。お相手は一般女性の方です。あとＥカップで八つも年下でした。今、最高に幸せです』

　的なコメントです。で、なんと…………………………




「東は結婚できませんでした！」




　いやマジ、東も適齢期だし、書いている間に出会いくらいありそうとか思うじゃないですか!?　けど、そんなことはありませんでしたよ！

　ということで、伏線は回収できませんでしたが初志貫徹できた東龍乃助でした！

　最後はいつも通り読者さまに戻ります。

『エイルン・ラストコード～架空世界より戦場へ～』全一〇巻でお送りしました。

　楽しんでいただけたでしょうか？　たった一人でも、心に残り続ける作品になっていたらなと願ってやみません。

　時代性もあると思います。見てきたものや過ごしてきた環境も違いますし、何に重きを置くかも違ってきます。でもこの本を好きになってくれた人は、本質的には自分と通ずるものを持っている方だと思っています。

　何な故ぜなら自分は、世界一読みたいものを書いてきましたので。

　エイルンはデビュー作なのでそれができました。

　でも次からは企画ありきなので、それをできるかはわかりません。

　けど、東が心底で求めていること。創作物にこめる想おもいは同じはずです。もしまたお付き合い願えるのでしたら、次の作品でお会いできればと思っております。

　それでは、しばしのお別れです。また、あとがきで会えるのを楽しみにしてますね。


令和元年六月　　東龍乃助
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